
聞き取 り記録

八 木 通 夫 氏 「一・中 ・三 高 ・京 大 、 軍 隊 」

[解説]

本稿 は、京都帝国大学在学中に陸軍に入隊 し、

中国戦線に参加された経験を持つ八木通夫氏に行っ

た聞 き取 り調査の記録である。聞き取 りは、2013

年11月19日 、12月17日 および2014年1月17日

の三回にわたり、奈良市の八木氏のご自宅で実施

された。聞 き取 りは西山伸(京 都大学大学文書館

教授)が 行い、録音および写真撮影を福家崇洋(同

助教)が 行った。

八木通夫氏の略歴は以下のとおり

示による)。

1919年4月22日

1933年4月1日

1938年3月30日

1939年4月1日

1942年3月30日

4月1日

1943年11月1日

11月26日

12月5日

1944年2月10日

3月10日

4月1日

(ご本人の教

京都市生まれ

京都府立京都第一中学校入学

同上卒業

第三高等学校文科甲類入学

同上卒業

京都帝国大学経済学部入学

京都藤森の第128連 隊に入営

歩兵第109連 隊に転属のため

京都出発

中国安慶着

兵科幹部候補 生試験 に合 格

(一等兵に進級)

上等兵に進級

兵科甲種幹部候補生試験に合

格

4月11日

5月1日

8月1日

12月20日

12月20日

1945年1月20日

2月9日

3月4日

4月8日

6月1日

8月20日

9月2日

1946年4月23日

6月13日

6月23日

7月

9月30日

南京の幹部候補生隊入隊

伍長に進級

軍曹に進級

第11期生 として幹部候補生隊

卒業、見習士官(曹 長に進級

し将校勤務)を 命 じられる

南京の支那派遣軍総司令部で

情報将校 としての教育 を受け

る

教育終了

漢口着(途 中揚子江で乗船 し

ていた龍山丸が触雷沈没)

韮江作戦用地図運搬のため漢

口を出発

宝慶着、韮江作戦に第3大 隊

本部付見習士官として参加

宝慶 まで退却

現役満期除隊、予備役陸軍歩

兵少尉任官

湖南省呉伏で武装解除、以後

同地で抑留生活

日本帰還のため呉伏出発

上海出港

鹿児島市に上陸、復員

京都帝国大学経済学部復学

同上卒業
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以下、聞き取 り記録の内容に関連 して若干の解

説を加 えることとする。

(1)学 生生活

① 一中時代

八木氏 が入学 した京 都府立京都第一 中学校(以

下 「一中」 と表 記)の 歴史は、明治3年12月7日

開校の京 都府 中学 まで遡 る①。 当初 二条城北 に置

かれ た同校 は、 その後校地 や名称の変更 を繰 り返

したの ち、1897年10月 に上京 区吉 田に移転 、そ

の2年 後 の1899年 に京 都府 尋常 中学校 か ら京都

府 第一 中学、 さらにそ の2年 後の1901年 に京都

府立第一 中学校 に改称 して、 よ うや く制度的 に落

ち着 い た(京 都 府 立京 都 第一 中 学校 へ の改 称 は

1918年)。

一 中が移転 した吉田には、1889年 以来第三高等

中学校(1894年 第三高等学校に改称、以下 「三高」

と表 記)が あ り、移転 と同 じ1897年 の6月 には、

京都帝 国大学が三高か ら敷地 と建物 を譲 り受 けて

設置 されている。それ とともに、三高は京大の南隣、

一 中の北隣 に新 たな校地 を求 めた。つ ま り、1897

年 以降、吉 田には南か ら一 中 ・三高 ・京大 が隣接

するよ うになったので ある。

この一中 ・三高 ・京大 は、京都の いわば進 学エ

リー トが通 ったコース として知 られて いる。 ノー

ベル賞受賞 者 の湯 川秀樹(1923年 一 中卒業)、 朝

永振一郎(同)を は じめ、今西錦司(1920年 一 中

卒業)、 桑原 武夫(1922年 一 中卒業)な ど、特 に

学界 に多数 の人材 を送 り込んで いる。 そ して、 こ

れ らの三校は、地理的 に近接 していただけでな く、

教員の人事面 で も相互 的に交流 が あるなど、影響

を及ぼ し合 っていた。 その様子 は聞 き取 り記録 か

らも窺 うことがで きる。

聞 き取 りの 中で も、一 中の もつ 自由 な雰囲気 に

ついて何度 も触れ られてい るが、そ う した校風 に

大 きな影響 を与 えたの が、1911年 か ら22年 まで

校 長 を務 めた森外 三郎 で あろ う。森 は、 自 らの教

育方針について着任早々 「訓練の方針は規律的精

神の養成 を主 とす。其方法としては今 日一般の通

弊たる形式主義を排 し、不自然なる検束を加へず、

成るべ く生徒の個性 を発達せ しめ、各自の自重心

を喚起 して自主独立の精神を酒養せ しめん とす」

と述べたように、生徒の個性を生かした教育 を行

うことを目指 していた。その一つの表れが図書館

の自治管理であった。従来の有名無実化 していた

図書室にかわ り、1913年 に静思館と名づけた(命

名者は内藤湖南)図 書室 を設置 し、図書の購入、

整理、出納などをすべて生徒に任せたという②。

ちなみに、聞き取 りで も出ている、生徒に教練時

以外でのゲー トル着用を免除したのも、森校長で

あったという。

その森の後任が山本安之助であった。山本の一

中校長 としての最 も大 きな業績は、老朽化 した吉

田校舎 を離れ、下鴨への移転を成功 させたことで

ある。移転は森校長時代か らの悲願であったが、

紆余曲折があって進行せず、結局新校舎への移転

は1929年4月 にようや く実現 した。当初計画 に

はなかった体育館を府当局に対する説得によって

実現 させたり、プールについても工事費節約のた

め上級生による夏休みの勤労奉仕で掘削が行われ

たりするなど、苦労を重ねての竣工であった。

八木氏の入学はそれか ら4年 後であり、食堂の

竣工(1935年)も 合わせて、正に下鴨校舎が定着

し始めた時期の在学であったと言えよう(食 堂は

1939年6月21日 に厨房の火の不始末から焼失)。

しか し、八木氏が5年 生であった1937年7月7

日の盧溝橋事件をきっかけに日本は中国 との全面

戦争に入り込んでいくことになり、学校の雰囲気

も変わ りはじめていく。1937年 か らは従来の教育

勅語奉読式(10月30日)以 外 に戊申詔書(10月

13日)、 国民精神作興に関す る詔書(11月10日)

奉読式が年間行事となったほか、国威宣揚武運長

久祈願遠足が実施 されたりするなど、少 しずつ統

制色、戦時色が強くなっていった。
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② 三高時代

第三高等学校の前身は、明治2年 に化学 ・物理

の学校として大阪に置かれた舎密局である。その後、

度重なる学校制度の改編によって名称の変更を繰

り返 したが、1886年 の中学校令により第三高等中

学校にな り、次いで前述のように1889年 に京都

市上京区吉田(現 在の京大本部構内)に 移転 した。

さらに、1894年 には高等学校令によって第三高等

学校と改称 され、1897年 京都帝国大学の創立とと

もに京大に敷地 と建物 を譲って、南隣の吉田二本

松(現 在の京大吉田南構内)に 移転 した。なお、

三高の本館はこの移転時に建て られた木造校舎で

あったが、1934年 の室戸台風で損壊 し、八木氏が

入学す る3年 前の1936年 には鉄筋3階 建ての新

校舎が完成 していた。

旧制高等学校は、それぞれ独自の校風 をもって

いたと言われるが、三高のそれは 「自由」であった。

そしてそれは、前後約30年 校長の職にあった折田

彦市(在 職1880～1885、1887～1910)に 負うと

ころが大 きかったとされる。例えば、折田在職時

に在校 していた片山哲は、三高の校風について 「三

高の特色は自由である。これは勿論放縦乱雑では

なく、勉強する者は一心不乱に勉強するし、文学

に耽るものは文学に、運動に熱中する者は運動に

という具合に、各々その欲するところに精進 して

おった。〔中略〕その自由の代表 は何 と云 っても

当時の折田校長であった。〔中略〕干渉すること

なく、圧迫することなく、学生の意思を尊重する

という態度は全く特色があり大いに敬服 されて特

色のある風格をもった校長であった」③と回想 し

ている。

とはいえ、一中と同様に八木氏の入学 と相前後

して、三高でも戦時体制が徐々に強化されていく。

1938年 か ら行われていた勤労動員は、八木氏が入

学 した1939年 から本格化 し、この年には7月 に

三重県志摩郡加茂村にある三高自昭会(三 高創立

七十周年における募金による財産を管理するため

に作 られた財団法人)所 有の山林において、また

9月 には橿原神宮において勤労奉仕が行われた ω。

さらに、1940年 には文部省は各学校に対 して、従

来の課外活動を統括 していた校友会的組織 を解消

し、生徒の体育 ・文化組織を再編するとともに国

防訓練 も加え、各種の勤労作業の主体 ともなるこ

とを目的とした学校報国団を結成することを訓令

したが、三高でも従来の嶽水会に代わり報国団が

結成 された。

こうした戦時体制の深化と三高の 「自由」の校

風 との相克が、配属将校殴打事件の背景になって

いると言えるであろう。草川靖大佐が三高に配属

される以前の軍事教練については、聞き取 り記録

の中にも 「のんび りしておった」 との八木氏の証

言 があるが、その他にも例 えば1942年9月 三高

卒業の宮里尚氏は 「教練なんか全然やらなかった

の じゃないかな。一番初めに覚えているのは、第

三高等学校は慶応 と日本で初めてラグビーを取 り

入れたんです。由緒あるあれだか ら、お前 らもラ

グビーをせえいうて、配属将校みずか ら率先 して

ラグビーをやったのを覚 えていますよ」(5)と証言

している。

しかしその一方で、やはり英米開戦後には 「フィ

リッピン戦線帰 りの陸軍中尉」である教員が 「生

徒課を支配的に牛耳っていたという事実があった。

顔色を変えて問答無用に殴ったりもしていました」㈲

と、三高内部においても状況が変わっていったと

いう証言 もある。

③ 京大時代

京都帝国大学 は、日本で二番 目の大学 と して

1897年 に設置された。設置当初の分科大学(の ち

の学部)は 理工科大学のみであったが、その後拡

充 され、八木氏が入学した1942年4月 現在は法 ・

医 ・工 ・文 ・理 ・経済 ・農の7学 部を擁す る総合

大学となっていた(7)。

当時、「京都学派」と呼ばれた京大の若手研究

者⑧による戦争の意味づけが学生たちの強い支持
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を受 けて いた。例 えば1945年4月 に京 大文 学部

に入学 した梅原猛 は、のちに 「戦争で死 ぬことが、

私達の必然 的運命 で あるとすれ ば、単 に死 ぬ用意

だけではな く、戦争 で死ぬ用意 が、す なわ ち、死

ぬこ とと同時に、戦 うことを私達 に十分説得 す る

哲学 が もっとも必要で あった」 と述 べ 「私達 がよ

り合理 的な理 論に よる戦争肯定の道 を見付 け よう

と して見 出 したの が、いわ ゆ る 「世 界史 の哲学」

であった」 と回想 してい る⑨。

聞 き取 り記録 の 中に も、 こ う した 「京 都学派」

の影響 を窺 うことので きる証言 があ る。 そ して さ

らに八木氏 に強い衝撃 を与 えたのが、彼 らの師匠

格 にあた る田辺元 の講演 「死生」 であ った。月曜

講義 の一環 と して1943年5月19日 に行われ た こ

の講演 には多数の聴衆 が詰 めかけたが、その中に

は八木氏 同様 の ちに軍隊 に入 った学生 たち も多 く

いたはずで ある。八木氏 と三高1年 の ときに同級

生 だった林サ夫 もその一 人で ある。林は、田辺の

講演 につ いて 「十九 日のT教 授 月曜講義 「死 生」

を聴 講。すなわ ち、死 は自然現象 で あ り、我々の

本性意 志のいか んと もしがたい もの とみ る、 ス ト

アを代表 とする自然観的認識論 と、これにたいして、

死 を現 実の可能性 とみ て、 それへ の覚悟 に よ り蘇

生の意義 をみ るハ イデ ッガー を代表 とす る自覚存

在論的態度 を説 明 し、 このいずれ も現代 の我 々の

死生の迷いを救 うものでない とする。 しか らば我 々

を救 う死の態度 とは"決 死"と い う覚 悟の なかに

あ りとT教 授 は説 く。つ まり、死 を可能性 の問題

と して我 々の生 を考 えるので はな く、我々 はつね

に死 にとび こんでゆ くことを前提 に現在の生 があ

るとい う。 この場合、死 はSein(存 在)で はな く

してSollen(当 為)で あるとい う」 と日記に記 し、

さ らに 「T教 授の論理 は、あ き らか に今 日の我 が

国の現状の必要性 に即応 す ることを考慮 した考 え

方であろう。ここに今 日の死生の問題がある」〔lo)と、

まとめて いる。残 され た当 日の記録 による と、 田

辺は こう した第三 の立場 を 「死 は生 の果て に起 る

もので はな く、その ために我 々が死 すべ きもの に

死 す といふ 死 に方 で あ る」 と した上 で、「平 常の

時は国 と人 とに隔 た りを置 き、国の行 き方 に懸念

をもつ こともあ らうが、危急 の時には国 と人 とは

一 で あって、国民 は必然 的に国に身 を捧 げる。国

に距 離 を置 くことは同時に 自己 自身の破滅 を意味

す る」(11)と、国の ため に 「決死」 が求 め られ る と

説いて いた。戦局 が悪化 し、自 らの入隊 も現実味

を帯 びて くるなか、学生 たちは拠 り所 を求めて 田

辺の講演 に集 まったので あろう。

なお、聞 き取 り記録 によれば、八木 氏 は京大在

学中 に徴兵検査 を受検 し第一乙種合 格で あった と

い う。入 営 日(1943年11月1日)か らす る と、

受検 したのは在学徴 集延 期臨時特例公布(10月2

日)に よる一斉入隊者 のために実施 され た臨時徴

兵検査(1943年10月25日 ～11月5日)で はなく、

この年 に実施 され た一般 の徴兵 検査で ある と考 え

られ る。在学徴集延期臨時特例公布以前であって も、

在学 中の学徒 は法 令で定 め られた年齢以上 に達す

ると徴集延期 が解 除 され、徴兵 検査 を受検 しなけ

れば な らな くな る。その年 齢はたび たび改訂 され

てい るが、八木氏 は1941年10月16日 公布 の陸軍

文部省令第2号 「在学徴集延期期間短縮二関 スル件」

の適用 を受 け(12)、受検 した もの と考 えられ る。

(2)軍 隊生活

前述 の1943年10月2日 の在学 徴集延 期臨 時特

例 公布 に よって、「当分 ノ内在学 ノ事 由二因ル 徴

集 ノ延期ハ 之 ヲ行ハ」 ない こ ととな った。 これ に

よ り、満20歳 以上 の学 徒 は臨 時徴 兵検査 を受 け、

合格 す れば徴 集 され るこ とに なった(理 工 医系、

教 員養成 系 を除 く)。 該 当す る学徒 た ちは、陸 軍

には12月1日 、海 軍の場合 は12月10日 に一 斉入

隊す る ことになる。狭義の 「学徒 出陣」 の始 まり

である。 これは、9月21日 に閣議決定 され た国内

態勢強化方策の一環 であ り、国民 は翌22日 夜7時

半 か らの東 条英 機 首相 によ る ラジオ放 送 で この
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ニュースを知ることになる。そのときの衝撃は聞

き取 り記録から窺 うことができる。

しか し、既 に述べたように、八木氏の入隊は上

述の制度変更によるものではなく、年齢が徴集延

期の上限を超えていたため召集されたと考えられ

る。このようなケースは決 して例外的なものでは

な く、京大の場合、八木氏 と同 じ1942年4月 入

学生1732名(内 地出身の正規の学生)の うち、6.6%

にあたる114名 が入学から1943年11月 までの間

に徴集 されている(ち なみに経済学部は296名 中

8.4%に あたる25名)(13}。 「学徒出陣」以前か ら、

在学生の徴集は珍 しくなくなっていたことに注意

すべきであろう。

八木氏 が所属 した第116師 団は、1938年5月

15日 に京都で編制された。 日中戦争開始後の大動

員において編成 されたいわゆる特設師団である。

歩兵第109・120・133の 三個連隊などで構成 され

ていて、1939年9月 以降中国大陸で種々の作戦に

参加 した歴戦の師団であった㈹。

八木氏が入隊 し、南京で幹部候補生 としての訓

練 を受けていた頃、中国大陸の 日本軍は大陸打通

作戦(一 号作戦)を 展開 していた。当時、アメリ

カ軍は中国奥地成都だけでなく中国南西部の飛行

場から空襲を行っており、こうした根拠地の覆滅と、

海上交通路が危険になって来ている状況下におけ

る南方 と日本本土の間の陸上交通線の確保とい う

目的が、この作戦にはあった。

1944年4月 にまず京漢作戦が実施 されて北京漢

口間の京漢鉄道打通に成功 した日本軍は、次いで

5月 には武昌から南に延びる噂漢線および奥漢線

の途中にある衡陽から桂林 ・柳州に延びる湘桂線

の打通を図 る湘桂作戦が展開 された。この作戦に

よって、 日本軍は衡陽 ・桂林 ・柳州などを占領 し、

当初の目的は達成 したが、占領地支配は 「点と線」

に過ぎず、また、同年7月 にアメ リカ軍がサイパ

ン島に上陸 して飛行場を建設 したことで 日本本土

のほぼ全域がB29に よる空襲の圏内に入ってしまっ

たため、作戦自体の意義は大 きくなかった。なお、

第116師 団は、このときの衡陽攻略の主力となっ

ていたが、中国軍の頑強な抵抗により大きな損害

を受けていた㈲。八木氏が当初情報将校としての

教育を受け始めたが、1カ 月で中止 となり第一線

に配属 となったと語っていることの背景には、こ

の戦闘による損害があったものと考えられる。

続いて翌1945年 になって発動 されたのが韮江

作戦である。1月29日 、支那派遣軍総司令官岡村

寧次は、第六方面軍に衡陽より西約190キ ロで空

軍基地がある韮江の攻略を命 じた⑯。岡村は、遠

く重慶までの攻略を視野に入れていたとされる(17)

が、第六方面軍 はこれに消極的であった。作戦前

の研究に基づいて、第六方面軍は 「当面の重慶軍

の米式化等による戦力の向上 と空軍勢力の増大、

活発化は予期せられるところであり、これに対 し

わが作戦使用予定兵団は戦力が低下 しているので、

従来のように重慶軍を軽 く考えるのは危険である」

とした上で 「作戦兵団 として予定できるのは第

百十六師団と第四十七師団であるが、第百十六師

団は衡陽作戦において大 きな損害を受け、未だそ

の回復が十分でなく骨幹兵団としては不安である。

第四十七師団は優良装備兵団であるが、 目下内地

か ら転用中で、その到着は相 当遅延するものと考

えねばならず、 しかも大陸の戦場には不慣れであっ

て、作戦準備の余裕 もなく師団としての戦力発揮

が困難な状況にある」(18}との結論を得ていた。

しか し、結局作戦に消極的であった第六方面軍

の唐川参謀長は更迭 され、第116師 団に加 えて第

47師 団の先着1個 連隊、第34師 団の1個 連隊の

1師 団と2個 連隊の兵力で、4月 中旬から作戦が

開始された。日本軍は中途の山岳地帯に進出 した

ものの、制空権を掌握 し豊富な武器 を装備 してい

た米中軍に対 して苦戦が続 き、5月6日 には師団

の退却命令が下達 され総退却が開始された。特に、

八木氏が属 していた第109連 隊は正に最前線にあ

り、退却途中で部隊長が何度か連隊長に玉砕を進
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言す るほ どであったが、何 とか16日 に山岳地帯 を

脱 して九死に一生 を得 た。

韮江 作戦後 の5月28日 には、梅津参謀総長 が岡

村支那派遣軍総 司令官 に対 して、中国戦線の縮小

を命令 してお り、 また6月11日 には大連 での視察

を終 えた梅津 が昭和天皇 に中国大陸の 日本軍 が壊

滅的 な状態 にあ ると上 奏 して、講和への動 きの一

つの画期 となったと評 されてい る('9)ように、 この

段 階で は中国大陸 において も日本軍 の敗勢 は蔽 い

がたく、その事実 を突 きつけたのが韮江作戦であっ

た と言 え るだろ う。

[註]

(1)以 下、一中の歴 史は、特に断らない限 り校史編

集委員会編 『京一中洛北高校百年史』1972年 、に

よる。

(2)ま た、森は 「読書之栞」という小冊子 を生徒に

配付 したが、そこには 「本校に同情 を有せ らるる

新村、西田、河上三博士等の読書に関する説を掲

げて、諸子に読書の心得を知らしめたいと思う」と、

親交のあった新村出、西田幾 多郎、河上肇 といっ

た京大教授陣の読書論 を掲載 し、古今東西の書物

百余冊 を 「科外読物書 目」として生徒へ推薦 して

いた(竹 田篤司 『明治人の教養』文藝春秋、2002年 、

72頁)。

(3)片 山哲 「自由の三高」(大 浦八郎 『三高八十年回

顧』所収、高橋佐門 『旧制高等学校全史』時潮社、

1986年 、418頁 より重引)。

(4)『 昭和十四年以降 勤労作業一件』(京 都大学大

学文書館所蔵 『第三高等学校関係資料』識別番号

MP50183)a

(5)京 都大学大学文書館編 『京都大学における 「学

徒出陣」調査研究報告書』第2巻 、2006年 、408頁 。

(6)1944年9月 卒業の野嶋董の証言(神 陵史編集委

員会編 『神陵史 一第三高等学校八十年史』1980年 、

938頁)。

(7)聞 き取 りの中では特に触れ られていないが、八

木氏と同じ1942年4月 に経済学部に入学 した近藤

春昭氏の証言 によれば、この年 ドイツ語と論文の

入試が あった。そしてその論文の題 目が 「必勝の

信念」であったとのことである(前 掲 『京都大学

における 「学徒 出陣」調査研究報告書』第2巻 、

307頁)。

(8)「 京都学派」 とは、広義には西田幾多郎 ・田辺元

と彼 らの教えを受けた哲学者 グループを指すが、

狭義には1940年 代前半に 「世界史の哲学」 を説い

た京大文学部哲学科出身の高山岩男 ・高坂正顕 ・

西谷啓治 と史学科出身の鈴木成高の4名 の研究者

を指 している(子 安宣邦監修 『日本思想史辞典』

ぺ りかん社、2001年 、123頁)。

(9)梅 原猛 「京都学派との交流私史 一天ぷらと哲学」

(『思想の科学』1959年8月 号、31頁)。

(10)林 サ 夫 『わ がい の ち 月明 に燃 ゆ』筑 摩書房、

1993年 、180頁 。

(11)『 田 辺 元 全 集』第8巻 、筑 摩 書 房、1964年 、

259・260頁 。同書に収録 された 「死生」は、講演

を聴講 しな当時文学部副手の大島康正が、田辺の

依頼でとったノー トをもとに している。

(12)こ の省令では、「大学令二依ル大学学部(医 学部

ヲ除ク)」 に在学 している者で 「四月二 日ヨリー月

一 日迄 ノ間二出生 シタル者」は 「年齢二十四迄」

延期するとある(『官報』号外、1941年10月16日 、

5頁)。 八木氏は本稿 冒頭の略歴 によれば1943年

4月22日 に満24歳 になったので、延期が解除 され

たと考えられる。なお、八木氏本人が 「記憶がない」

と述べている受検場所および時期であるが、1943

年京都府下の徴兵検査は4月16日 の綴喜郡を皮切

りに府内22カ 所の徴兵署において7月31日 まで実

施 されている(『京都新聞』1943年4月17日 付)が 、

八木氏が居住 していた京都市左京区で行われた日

時 ・場所は新聞報道か らは不明である。ちなみに

隣接する中京区では6月8日 か ら実施 されている

(同6月9日 付)。

(13)京 都大学大学文書館編 『京都大学 における 「学

徒出陣」調査研究報告書』第1巻 、2006年 、33頁 。

(14)古 賀牧人編著 『近代日本戦争史事典』光陽出版社、

2006年 、299頁 。

(15)臼 井勝美 『新版 日中戦争 和平 か戦線拡大か』
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中央公論新社、2000年 、181頁 。

(16)こ の作戦に関する当時の陸軍の指揮系統は、大

本営一支那派遣軍 一第六方面軍一第20軍 一第116

師団、の順になっていた(外 山操 ・森松俊夫編著 『帝

国陸軍編制総覧』第3巻 、1993年 、1371頁)。

(17)岡 村は、「挺進奇襲の目的は重慶勢力の衰亡であ

り、目標はすべて重慶軍側の飛行場である。多数の

小部隊を以てする組織的長期にわたるもので、小さい

部落であってもうるさく行動す る。このや り方は

南部再漢打通作戦の思想であって、大本営でやれ

とい うのはわが思 う壺であった。この体験 を基礎

にして大規模にやろうと考えた」と回想している(防

衛庁防衛研修所戦史室 『戦史叢書 昭和二十年の

支那派遣軍 〈2>終 戦まで』1973年 、75頁)。 ま

た、「1944年末、新たに支那派遣軍総司令官に就

任 した岡村寧次大将は、一号作戦の余勢 をかって

重慶進攻 を大本宮に進言 したが、太平洋戦線の戦

局悪化の折、これは受け入れ られ ることとはなら

なかった。その代替案 として浮上 したのが、老河

八木 通夫氏 「一 中 ・三高 ・京大 、軍 隊」

口と韮江作戦である」 と、漢口の北西300キ ロに

ある老河 口攻略 と並んで韮江攻略作戦が重慶進攻

の代替案であったと位置づ ける見解 もある(等 松

春夫 「日中戦争と太平洋戦争の戦略的関係」(波 多

野澄雄 ・戸部良一編 『日中戦争の軍事的展開』慶

慮義塾大学出版会、2006年 、406頁))。

(18)前 掲 『戦史叢書 昭和二十年の支那派遣軍 〈2>

終戦 まで』77頁 。なお、第47師 団は1944年6

月に弘前で編制 され、11月 に中国大陸に出動 して

きたばか りで あった(前 掲 『帝国陸軍編制総覧』

第2巻 、994頁)。

(19)山 本智之 『主戦か講和か 帝国陸軍の秘密終戦

工作』新潮社、2013年 、188頁 。

(本解説の執筆 および聞き取 り記録の編集 ・註記の

執筆は西山伸が行った。数次 にわたる聞き取 りに

快 くご協力下 さった八木通夫氏に心からお礼申し

上げる。)
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[聞き取 り記録]

1幼 少 期 ・一 中 時 代

西 山 まず、お生 まれか らお願 い します。

八木 生 まれは大正8年4月22日 、1919年 です。

生 まれ た ところは京都市の、鴨川 の東側 に川端

通 りってあるで しょう。 ここに夷川 とい う通 り

が あるんです。昔、 この夷川 に も橋が あったん

ですよ。 その夷川 の角で私 は生 まれ ました。

そ こで生 まれ ま して、私 の祖父 が ここで お酒

の小売 をやっていたんです。元治元年に生まれて、

明治 時代 か ら大正にか けて お酒の小売店 をや っ

ていま して、娘ば っか り4人 で きた もんで跡取

りの男 が生 まれなか ったん です。三女 が私 の母

親 なんです け ど、三 女に養子 を取 りました。 そ

して継が そ うとしたんだが、その養子が高島屋

に勤めてい ま して。 サ ラリーマ ンで しょう。 そ

した ら、私 が三女の長男 として大正8年 に生 ま

れた もんですか ら、大変祖父 が喜び ま して、私

に継 がせ よ うと しておったんです よ。

西山 お酒のお店 を。

八木 ええ。 ところが、 ち ょうどここが錦林学 区

なんですね。錦林小学校 の。錦 林小学校 とい う

のは ご存 じの よ うに非常 に インテ リの 多いとこ

ろです。錦林学区 は本 当に京都 で も程度の高 い

中の この川端通 りが一番端 の商業地区。 ご くわ

ず かついてお った。 そこで私 は生 まれ ま して錦

林へ行 った ものです か ら。錦林校 とい うのは本

当に秀才 ば っか りで、特 にそれ は大学 の先生 た

ちの子弟 がおいでにな る もんだか ら、非常 に勉

強 もよ くしてい る し、 もう既 に家庭教師 がつ い

ていた り、そ うい う家庭が多か った。

それで、祖父 は私 を商売人 に させ よ うと思 っ

たんで しょ う、京都一商(1>が割合有 名で よか っ

た ものだか ら、それ を考 えて おったんですけれ

ど も、小学校 で案外 私 はで きたんですわ。 とい

うのは、4月 生 まれで す と一 番有 利 なんで す。

早生 まれ とは約1年 違 うわけです。 そ うい うこ

と もあって、やや 自慢 になって恐縮 ですが、4

年 ぐ らいか ら級 長 とか副組長 をや っていた。

それで、小学校の教師 が衣川 實 とい う人 だっ

たんです けど、 その人 がわ ざわ ざうちの家 まで

来て、両 親 に 「通夫君 は大変 で きるか ら、一商

なんかへ や らん と一 中か ら三高へ やった らどう

ですか」 とい うこ とで説得 に来 て くれ ま して、

それ で昭和7年 の3月 に小 学校 を卒業す るんで

すが、昭和6年 の秋にそ うい うことにな りまして、

急遽変更 とい うことになってね。

何 せ試験 も近 いのでそんな こととて もだめで

す と言 うておったん だけ ど、「いや、 あんたや っ

た ら入れる」とい うもんだか ら受けてみたんです。

7年 の3月 に。 そ した ら見事滑 りました、や っ

ぱ り。滑 って、1年 間 は高 等小学校へ行 って浪

人 を した らどうか とい うことになって、お恥 ず

か しいで すが高 等小学 校へ1年 行 ったんです。

そ して、行 きま した ら浪人が集 まって1ク ラス

で きてお ったんです よ。 やっぱ り一中や三 中な

んか難 しか った ものですか ら。そ して明 くる年

の昭和8年 にこれはもうわけなく入れ た。それで、

1年 まずそ こで遅れ た。 それ か ら一 中時代 が始

まるんです。

西 山 そうい うことですか。 わか りま した。

八木 そ うい うことなんです。

それで、小学校 はご存 じの ように平安神宮 の

す ぐ北側にあ ります。今でもありますけど、我々

の行 ってい たと きには木 造で。あれは京都で も

一番古い小学校です。歴史 もあ りましたんですが。

今度 は一中へ入 ります と、一中は、吉田か らもう。

西 山 移転 した直後 ②ですね。

八木 一 中 は昭和 の始 め ぐらいに移転 して い る。

そこへ行 って一番初 め に驚 いたの は、非常 に き

れ いな学校 で。 あの当 時珍 しい鉄 筋3階 建て。

上に小 さな天文台 まであ りま したわ。それか ら

驚 いたのは運動場がす ご く広 い。本 当に広 か っ
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たんです よ。 とい うのは、 あの時分 あの辺 は人

口が まば らに しか なかった。昭和8年 といい ま

す と周 りは水田、田んぼ とか、琵琶湖疏水がずっ

と、第二疏水 が哲学 の道か ら賀茂川へ曲 がって

くる、 その琵琶湖疏 水のほ と りだけに人 家があ

るもんで、あとは水田とか畑 とか田んぼ。そ して、

比叡山 のほ うを向 くと高等工芸 ③とい うのが あ

る。 あれ も百万遍 か ら移 って きた。

西山 移 ってい ましたね、松 ヶ崎 に。

八木 松 ヶ崎 に。 それ がぽ こっと見 え ま して、あ

と人家 は何 もないです。ほ とんど。 あって もば

らば らです。大変景 色の よい ところで。 それで

まずび っ くりしたんです よね。 いい学校 やな と

思い ま して。

それで入 りま した ら、一 中 とい うのは本 当に

一種の スパ ル タ式 とい うの か。非常 に制服 制帽

その他、 ちゃん とした校則 があ りま して、や っ

ぱ り長年培 われた伝 統、歴 史 を感 じま して。生

徒の控室 が運 動場 の横 にあって、 そ こへ 入 りま

す と全部 ボ ックスが割 り当て られ て あって、校

内服 に、体操 をやるときはもちろん着替 えまして、

校内靴 を必ず履 か されて、 も うちゃん とそ うい

う規定 が決 まってお って、必ず そこで服装 をか

えるん です。 そ して教室へ入 る、 そ うい う学校

だったんです。

それで、控室の手前 には屋 内体操場 があ りま

して、主 と してや るのはバ スケ ッ トですわ、屋

内バ スケ ッ トの試合 を。それ が西側 に くっつい

て あって、東側 には兵器庫 がある。

西山 軍事教練 ωのための ものですね。

八木 ええ、軍事教練 の銃 が いろいろあ る。それ

の横 には またテニ スコー トが2面 か3面 あ りま

して、 その また東 には プール があって。 今様 の

ちゃん とプールが あるよ うな学校 で、屋外 プー

ルで した けど全部そ ろっているんです。

西山 さすがですね。

八木 これ は さすがすば ら しい学校 や と思 い ま し

てね。そうい うことにまず驚いたんです。そ して、

教室 へ入 って驚 いたのは、全 部 スチ ーム。小学

校 は石炭 の ダル マのス トー ブです よ。 それ が蒸

気 のス トーブ。 これ はす ば らしい学校 や と私 は

思 い ま した。 それ に昭和4年 に移転 し、私 が8

年 に入 った か ら4年 しかた って ない。 だか らま

だぴかぴ かなんです よね。

そ して授業 を受 けた ら、 その先生 た ちが また

すば ら しい。若手 の いわゆ る少壮教 授 ですね。

私 が卒業 してから恐 らく三高や京大 の先生 になっ

た人が大分 お ります。 その先生 が一生懸命教 え

て くれま したね。それが知識だけじゃなしにやっ

ぱ り人間的 な意味 において も接触 して くれ ま し

て、大変親 しみの ある先生た ちだったです 。

また、我々がその先生に最 も適切なニ ックネー

ム をつ けま して、 「カバ さん」 とか 「カブール」

とか 「チューインガム」とか 「コーチ ン」とか 「う

どん」 とか。教 えるだ け じゃな しに非常 に人 間

的な親 しみ を持って、そ して厳 しく教 えて くれる、

大変 いい学校 だったと思い ます。

西 山 で は、教室 以外 で も先生 との おつ き合 い、

例 えば ご自宅 に遊び に行 った りとい うこと もあ

りま したか。

八木 同好会 とか あ りま して、 時々先生 の お宅へ

伺 ったりとか。私は歴史同好会 に入 りましたので。

運動 部か らの誘 い もあ ったんです よ。私 は小

さい ときか ら、小学校か ら野球 をや って いたん

です。だか ら、野球 部か らえ らい誘 われ たんだ

け どもね、私、入試 に滑 って苦 い 目を見て いま

すので、一中に入 った以上 は三 高へ行 きたい と

思 ってい ま したんで、 もう運動 部へは入 らん と

専 ら勉強 しま した。

それで、何 で また三高 が記憶 に あったか とい

い ます と、 ちょうどこれ は また住 んで いる場所

がよかったんです、私の ところの川端の場所 が。

寮 にお る三高生 たちが河原 町に私用や とか何 か

で遊 び に出 るで しょう、映画 とか見 に。 あの当
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時で カレ ドニ アや とかフ ランソワとか夜の窓 と

かい う喫茶店 もあったんです よ。 そこへみ んな

行 った帰 りに、ち ょ うど帰 り道 にな るんです、

私の うちが。大体 鴨 の河原 を通 って 二条か ら、

丸太町か ら上へ 上が って吉田へ帰 って い く。 そ

の ときには必ず三高の 「紅 もゆる」 を歌 った り、

「琵琶湖 周航 の歌」 を歌 い なが ら歩い て帰 るん

です よ。 だか ら、私 も小学校 の ときか ら三高 っ

て どん な学校 かわか らな んだけ ども、何 といい

学校や なとい うんで、わ けもわか らん のに私 は

「紅 もゆ る」 を歌ってい ました。

西山 それ を聞いて覚 えたわけですね。

八木 聞 きもって。必ず歌 って帰 って くるんです。

家の前をずっと通 るんです。ちょうど通 り道です。

三条河原 町か ら吉田 まで。 だか ら私 、今か ら考

えた らいい ところへ生 まれ て。孟 母三遷 とい う

ことがあるけ ども、孟母 に してみ た ら三遷 目の

一 番い い ところが私 の生 まれた と ころです ね。

そ うい うこともあ りま して。 その時 分か ら三高

とい うのはいいな と思 っていた ところが、衣川

先生 が一 中へ行 けと言 うたので、一遍 浪人 して

で も一 中へ入れ たか ら、何 と して もこれは三高

へ 入 らん とと思 ってね。

西山 なるほど。 それで勉強 を一生懸 命。

八木 そ うい うこともあって、言 うた ら性格がや っ

ぱ りち ょっと内気 な面 もあ った し、それか らま

じめはまじめなんです。頭はよ くないんです よ。

よ くないん だけれ ど も、 ま じめなほ うだったも

んですか ら。

こ こに当時の英文法の 本があ りま してね 【写

真1】 。3年 生 で 、岡 倉由 三郎 とい う有 名 な先

生 です よ。 プ リン トとかね、それか ら自分で 書

いたもの とかね、 こん なもの を書 いて張 った り、

こんな勉強 したん です よ。 こんなのや って いま

したね。 これは英文法の教科書です よ。だか ら、

英 文法は大変わか ったんですが、会話がで きな

いんです よ。 こんなことばっか りや っていた ら。

【写真1】 一中時代の英文法教科書

単語帳 もまだあ りますけ ど、黒 くな るほど単 語

をや ってみ た りね。 一中は英語 と数学 を一生懸

命教 えていた。 そ うい うこともあって、や りま

したね。

西 山 …中はよ く自由な学校だ った と言われ ます。

例 えば図書室 を生 徒の運営 に任せ た りとか、そ

ん なよ うなこ とがあった と聞 いてい ます けれ ど

も。

八木 それ はあ ります。 これは、一・番 は山本安 之

助 ㈹とい う校長 が偉:かったん です。偉:かった と

い うか、非常 に しっか り した いい校 長だったで

すね。 あの方 は、 た しか東大の哲学 を出てい る

んです よ。 そ して、聞 くところによ ると、東大

の哲学 を2番 で出 たと。 ところが、後 か らあれ

は違 うんや った と。東大哲学科 は2人 しかお ら

なんだ と。 本当か うそか知 らんけ ど、そん な笑
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い話が私 らがい るときにはあ りま してね。

それ と、私 は西 田幾 多郎(6〕の全集 を持 ってい

たんです。 もう売 りま したけ ど。戦 後、軍 隊か

ら帰 って昭 和30年 ごろに20巻 ほ どの全集 が出

たん で す。そ の 中 で、 「山 本 安之 助 君 に答 ふ」

とい う、何かそ うい う題の文章が ありまして ⑦、

その山本安 之助が この山本安之助 じゃな いか と

私 は思 って いる。年配か らい・うて も同 じよ うな

ものです か らね。

西山 な るほ ど。交流が あったわ けですね。

八木 じゃなかったんか と思い ます よ。

その 山本安之 助 さん が非 常 に名校長 で して、

校舎 を吉田 か ら下 鴨へ移 すの も山本安之助校長

がや ったんです。 そ して、それ こそ本 当に 自由

の精 神 とい うか、人格 を重 んず る校長 で した。

あの 当時、京都 の中学生 は カーキ色 の服 を着 ま

して、必ず巻脚絆 を巻いて通学 していた。二中

も三 中 も全部。立命 も同志社 も。 ところが、一

中だけは巻か さなか った。16、17歳 の発達す る

体 を締 めつ けてはいかん とい うのが表 の理由で

す が、本 当は軍国主義 に対す る反対です。 もっ

と自由の精神を懐かせ る。そうい う校長ですか ら、

変 わ った校長 だったけ ども、一つ の信念 を持 っ

た校長 で してね。

当時 の中学校 には修 身 とい う科 目が あった。

大体1週 間 に1時 間 あ りま した。4年 生 と5年

生は校長みず か ら出て きて、 自由 だ とか、精神

的 な講義 をや るんです。そ して、山本校長 は英

語が得意で いつ も黒板 に英 語 を書 いて説 明 をす

る。あの人はいつ も 「ラジオ」の ことを 「レィディ

オ」 と言 うんです よ。

西山 きちんと した発音で おっ しゃるわけですね。

八木 それ が記憶 に残 ってい ます け どね。 そ うい

う校長 であったんですね。 それが 自由の精神 と

か倫理、道徳、難 しく言 うた ら哲学 を修 身の時

間 に教 えて くれ ましたね。

そ して もう一つ その山本安之助校長 で思い出

され るの は、配属将校 との巻脚絆の 問題。毎年

10月 に京都市の 中等学校の連合競技 大会、陸上

競技大会 があったんです。植物園の東側 に大 き

なグ ラウ ン ドが あ りま した。 これ は もう一 大 イ

ベ ン トで して、 あれは昭和11年 やったと思い ま

す。私 が4年 生 かな。 いつ も授業が始 まる前 に

は朝礼 とい うの をや るんです。50人 の クラスが

5組 あ って250人 が1学 年 です か ら、5年 あ っ

た ら1,250人 で、それ が全部 一列 に組 ご とに並

んで、その前に一段高 い通路 が あって、 そこへ

各担任 が生徒の方 を向いて並んで、校長 は真 ん

中で、毎 朝、その 日の授業の心得 なんか をや る

朝 礼が必ず あ りま した。

ち ょうど10月 の連合運動会の前の 日だ った と

思 うんです が、朝礼 に配属将 校 が、 あの ときは

松本音次郎 とい う少佐 だ ったん です が、 その下

に小川 とい う予備役 の中尉 と渡辺 とい う軍曹 が

つ いて お りまして、その小 川中尉 が正面 に出て

きて、「あす の連 合 運動会 には、一 中生 はい つ

も脚絆 を巻 いてお らん けれ ど も、脚絆 を巻 いて

いけ」 と言 うたんです。 そ した ら、 それ が終 わ

るやいなや、校長がつかつか と前 に出て きて、「小

川 さん、今あなた は巻 け と言 うたけ ども、それ

はわ しは知 らん ぞ」 と。そ した ら、 「きの うの

職 員会 議で 決 め ま した」 とい うか ら、 「私 は欠

席 してお ったか ら知 らん。だか ら、あすの連合

運 動会には、今小川 中尉 が脚絆 を巻 け と言 った

けども、巻 く必要な し」 と堂々と言われた。我々

は喝采 を しま したね。 そ うい うことをどか っと

言 うんです。

だ けども、その明 くる年 ぐらいに もう辞 め ら

れたん じゃないですかね。それは私聞いたのは、

荒神橋の西北に久通宮のお屋敷 があったんです。

ち ょ うど今 の文書館 の向かい側 に。 その 中の家

彦 王 とい うのが私 の1年 上にお られ た。 その人

が ち ょ うど卒業 して、家彦 王 は三 高へ 行 った。

それで大任 を果 た したとい うこ とで、 もう年 も
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六十幾つにな ってお られたか ら。

西山 それでお辞めに。

八木 お辞め になった ら しいです け どね。その辺

の事情 はわか らんけど も。

家彦王 にはおつ きがついておったな。 そ して、

ちゃんと した控 えの部屋 を持ってお られ ました。

トイレまでおつ きがつ いて行 っていた よ うに思

う。 だけど、 あの当時で宮 さんが一般 の中学校

へ行 ってい るとい うの は珍 しか った。珍 しい っ

て初めて じゃないですか。

西山 大体 学習院 とかに入 ります よね。

八木 学習院 とかね。 まだ戦前の、皇室 が大切 な

ときです か ら。 それ が一中に見 えていた。 その

弟の徳彦 王 も四、五年 後 に また一 中へ 入 った。

もう私 が卒業 してか らですが。それか らお姉 さ

ん も府一 に入 られ た。家彦王 の2年 ほ ど上 にお

姉 さんがおりました。 それは京都府立第一高女(8>

に。 だか ら、一 中 と府 一 とい うの はまあ まあ そ

うい う学校 だったん じゃないかと。

それで、山本安之助 さんの話 をす る と、私 は

巻脚絆 事件 を思 い起 こすんですね。

西 山 今、ち ょうど配属将校 の話 も出 ま したけれ

ど も、中学 で初めて軍事教練 をおや りになった

ん じゃないかと思 うんですが、 どんなことをやっ

たんで しょう。

八木 軍事教練 が始 まったのは昭和の初 めですか。

西山 ええ、大 正の終 わ りです ね。

八木 大正の終 わ りですね。私が入 った ときには

ニ ックネームは 「ガ タパ ス」 とい うたな。 ニ ッ

クネ ー ムが 先 に わか る。何 とか少 佐、名 前 は

ち ょっ と忘れ ま した。 それ が配属 将校 だったん

です。 その下 に 「チ クワ」 とい うて、小 川 とい

う予備の中尉。

西山 先ほ どお っ しゃった。

八木 それか らもう一 つ下に、下士官の軍曹 で渡

辺 とい う、 これ は 「カバ」。 この渡 辺 軍曹 が大

きな声で、わ 一っと自分 が号令 をか けた ら比叡

山 まで 聞 こえ るとい うけ ど、 そん なの は うそ。

そ うい うよ うな。小川 中尉 と渡辺軍曹 が主 と し

て1年 生、2年 生、3年 生、 ぐ らい を教育 した

んです。

それは、非常 に緩や かで穏 やか な教育 で、年

も昭和8年 、9年 、10年 ごろですか ら、 まだそ

う戦争 が激 しくない ころで しょ う。 それ と、大

正の終 わ り、昭和 の初めか らそ うい う軍 事教練

が始 まった ものだか ら、 まだ初期の ころ とい う

ことでね。穏やかで、特 に小川中尉なんかは 「チ

クワ、チ クワ」 とい うぐあいに親 しんで いたん

ですが、将校の 「ガタパ ス」 さんがなかなか しっ

か りしていま したね。

1年 生、2年 生、3年 生 はいわ ゆ る徒 手訓練

とい うて、徒手で。

西山 何 も持たずに。

八木 持 たず に。兵器 は持 たず に隊列 を組 んで行

進す る とか、横一列 にな って行進す るとか、縦

一列 や二列 にな って行進 して
、90度 右 に曲がる

とか ね。 そ うい うこ とを訓 練 した。そ れか ら、

帽子 のかぶ り方か ら服装 の着 け方 か ら敬 礼の仕

方 か ら、気 をつ け、回れ右、 そ うい う基 本的 な

動作 を1、2、3年 でや ったんです。

4年 、5年 になって初 めて執銃 とい うて銃 を

とるんです ね。 これに な りま して、兵器庫 か ら

銃 を、三八式歩兵 銃ですわ。大 きいやつ。三 八

式歩兵銃 には、上 の ところに菊の ご紋章 がつ い

てい る。 ところが、学校へ払 い下げた銃 は削 っ

てあ る。消 して ある。 それを持 た されて、各個

訓練 の戦 闘訓 練、つ ま り葡旬 前進 してみ た り、

突撃 してみた り、銃剣 術で わ ら人形 を突いてみ

た り、そ うい う訓練 を4年 生 ぐ らい でや って、

5年 にな る と今度 は戦 闘訓練 。隊列 を組 んで、

一つの小隊、 中隊 が相 手 と向か い合 って、鉄砲

を撃 って突撃 して攻撃 をや る。そ うい うことを

やったんです。

1年 に一遍 必ず教練査閲 とい うのが ありま し
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たね。 これは師団の現職の大佐 ぐらい が出て き

ましてね。その学校の程度 に点数 をつ け る。 そ

こに は2、3人 将校 も連れ て きま して、 それ が

並 んでい る我々の中へば一っ と入 って きて、「お

い、軍人勅諭の精神 を言 うてみい」とか質問す る。

「こ うい うときに はど うす るん だ」 とか。 そ う

い うこ とがあったんで、学校 の配属将校 は非常

にそれ が気 になったんです。 自分の点 数にな る

わ けです か らね。そ うい う査 閲 は、毎 年一 遍、

秋 口にありま したね。

そのほか5年 生 にな ります と、実弾射 撃 を実

際 にやった。 これは深 草の山手 のほ うに大亀谷

とい うところが あ ります。 そ こで実 弾演 習 を、

初 め て実 包で 撃 たせ て くれ るんです。順 番 に。

的が80メ ー ターほど先 にありま して、それを 目

がけて撃つ んです よ。

それ と、学校 同士の対抗 の夜間演習。校外で。

片一方 は白い鉢巻 きを巻 いて、そ こで は昼 間の

戦闘訓練、夜の夜 間訓練 。そ こで また、斥候 と

か歩哨 とかそ うい うものの訓練、 そ うい うもの

を させ る。 それ か らもう一つ は、確 か5年 ぐら

いの と きには深 草の兵営へ3泊4日 かそれ ぐら

いの泊 まり込みで軍隊の生活 を体験 します。

西山16師 団の。

八木16師 団の、深 草 の兵舎 で2泊 か3泊 して、

そ して兵隊と同 じ食事 を食べて、同 じようにベ ッ

ドで寝て。 そうい うこともや りましたね。

あの 当時 の、 その 時 分 に は も う昭和11年 、

12年 です か ら、支那事変 は12年 か ら始 まって

い ますか ら、戦時色濃厚 にな りま して、 そ うい

うこともや ってい た。軍隊 とい うのは どうい う

ところだ とい うことを学 んでいた。だか らあの

時分 を考 えます と、 日本の 国が もう兵営国家み

たい にな ってお った。 男は もう普段 で も軍人、

健康 な らば。兵営国家 です わ、当時 は。 そん な

感 じの 日本 にな りま したね。

西山 先ほ ど三高 に行 くのが当然 とおっ しゃって

い ま した けれ ど も、 お友達 の中で、例 えば陸軍

士官学校 とか海軍兵学校 に行 かれた方 はい らっ

しゃいま したか。

八木 いた と思 います。

西 山 一 中か ら。

八木 はい。最 も典型 的な陸軍のエ リー トコースは、

普通中学2年 修 了で受験 して3年 間通 う陸軍幼

年学校へ行 き、卒業後2年 間の陸軍予科士官学校 、

その卒業後部 隊で半年勤務 して2年 間の陸軍 士

官学校本科 を経 て、再 び部隊 で見習士 官 を2ヵ

月勤 務 して20歳 か ら21歳 くらいで 少尉 に任 官

す る とい うもので した。 また幼年学校 を経 ない

で 中学4年 修 了で士官学校 を受験 し、入学 す る

こ ともで きま した。私の とき一 中の4年 生 か ら

1人 、5年 生 か ら7人 行 って い ますね、士官学

校 へ。士 官学 校 は非常 に難 しか ったです か ら、

や っぱ りなか なか頭 のいい人が行 きます。幼年

学校 は私の錦林小学校 の友人で1人 、藤 林武夫

君 とい うのが お りまして、 これはおや じさん が

陸軍大佐 で予備役 になって、吉田に住んで お り

まして。東条英機 さん と同期だった らしいですわ。

西山 お父 さんが。

八木 うん。その長男ですか らね。幼年学校へ行っ

て、 とん とん拍子 で上 へ上が っていって、ち ょ

うど私 が見習士官 で韮江作戦に参戦 している と

き彼 はもう大尉 だった。終戦の ときに少佐になっ

た。その ぐらい とん とん とんと上がっておるわけ。

もっ と軍 国主義の状態が続 いておった ら、あれ

は もう必 ず ああい う人間 は少将、長官 になって

いくタイプですね。そ うい うのがお りま したね。

中学校 は結 局、250人 卒 業 しますね。落第 な

んか した者 があ るか ら240人 ぐ らいだ けど、 そ

の 中で三 高へ何人入 ったのかな と思 ってね。皆

言 い ませ んか らわか らんのやな。三高 の名簿か

ら繰 ってみ たんです よ。 そ した ら、や っぱ り一

番 秀才 は4年 か ら入 る。四修 ⑨、 これ は もう最

も秀才ですわ。私 らの昭和8年 に一 中に入学 し
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たク ラスか らは四修 で入った者が6人 おる。 だ

か ら一 中は本 当にす ごい。 それ か ら、13年 に卒

業 して浪人 せず に入 った者が5人 。 これはや っ

ぱ り秀才 ですわな。そ して、私 らの よ うに一中

を卒業 して三高へ入 った1年 浪人組が18人 かそ

の ぐらいお る。 これが普 通 です わ。 それか ら、

まだ おるんです よ。 もう1年 遅れ たの、二浪 し

た者がや っぱ り4、5人 お ったんです。 その ぐ

らい。 だか ら、全部で35、6人 。

西 山 それ が三高へ。

八木 ええ。 その程度 で した。 あ とは、20人 ぐ ら

いはおったと思 うけど、いわゆる地方の高等学校、

高知高校 とか姫路高校 とか松本高校 とかあ りま

したね。 ああい うところへ行 きま したね。 また

京大へ戻 って きた者が 多いです よね。金沢 の四

高 も多かった。大体 そ うい う感 じでね。京都 一

中 とい うの はや っぱ り進学傾 向が強か ったです

ね。

私 は、 頭は秀才 じゃないんだけ ども年 は食 っ

てい ま した もん だか ら、お世 話係 や級長 を して

み た り。級長 はHと い う字 をつ けるんで す よ。

Hと い うのはHeadと い う意味。襟章があるで しょ

う。 その襟章 の ところに級長 はHを つ け るんで

すね。

それ と、5年 生 にな ります と、 これ は山本安

之助校長 の発案 だ と思 うんだ けど生徒役 員 とい

うのをつ くったんです。この生徒役員 というのは、

下級生の指導、生徒 同士の指導、 あるいは一 中

精神 をた た き込 む。教 師だけ じゃな しに。教師

の お 手伝 い で す ね。 これ はMを 襟 につ け る。

MasterのM。4年 生 以 下 が1学 年5組 で20組

あるで しょう。だか ら5年 生 か ら勉 強だけ じゃ

な しに、 ある程度 しっか りして貫禄 のあ る者 を

20人 選ぶ わ け。その 中に私 も入 った。 そ して、

朝礼の と きで も自分 の クラスの中へ入 らん と担

当の クラスの一番先 頭に立 って、 ちゃん と並 ば

せ た り、 ごちゃごちゃ言 うた ら 「こ ら」 と怒 っ

てみ たり、そ うい う役 目をやっていま した。

それが また今言 った連合運動会の と きの応援

団の旗振 り役 なんです。連合運動会 では2、3

日前か ら猛烈 に応援 の練習 をや るんです。一 中

のマ ークが入 った白い旗です。そん なふ うな こ

とも。 つ まり教師 だけ じゃな しに同 じ生徒 同士

で後輩 を指導 しよ うとい う山本校長 のや り方 な

んですね。私 は非常 にいいや り方 や った と思 い

ます。 そんな ことをや っていたんで、三高へ一

浪 しま したね。

あと、食堂 も山本校長のときにで きたんです よ。

広い食堂 を。 全校生徒1,200人 が全部入れ る。

西山 一度 にですか。

八木 は い。教室で食べ ないんです。食堂へみ ん

な集 まって、 そ して20人 ほどの生徒 役員が交代

で誓 いの言葉 を述べ るんです よ。

西 山 毎 日です か。

八木 毎 日食 べ始め に、み んなが集 まった ら。 そ

の ときに、 「自然の恵 み で こ うい う御飯 がいた

だけてあ りが と うご ざい ます」 とい うて、それ

で 「いただ きます」 とい うのが非常 によか った。

1年 か ら5年 全部集 まって、学校 の教師 も横 で

一緒 に。 それ をず っ と、4年 生 ぐらいか らやっ

てい まして。

西山 入学 されたときはまだなくて、途 中か ら。

八木 ええ。3年 か4年 でで きたんです。そ して、

それでず っとや って いたの が大変 よか ったです

わ。食堂でつ くってくれたものも食べ られます し。

と こ ろ が、私 が 卒 業 した の が 昭和13年 で、

15、6年 ごろに火事 で焼 けて しまった。私は も

う卒業 してお りま したけどね。中学校 で こうい

う食堂 をつ くったのが山本安之助 とい う名校長

がや ったんです。

西山 一中の頃のお話 で もう一つ お伺い したいこ

とがあ りま して、 ご在学中、 昭和12年7月 に盧

溝橋 事件 が あって、 当時 は支那事変 と言 ってい

た と思い ますが、 それが始 ま りますね。学校 で
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何 か中国 との戦争 に関す る話 とか、 あるいは友

達同士で も結構 なんですけれ ども、 そ うい うも

のが出た とい うこ とはあ りま したか。

八木 それ がち ょっ と、まあそれは何かや ったに

違い ない と私 は思 うんです が、 ち ょっ と記憶 が

あ りません けどもね。

楢原廣雄 とい う漢文か古文 かの教 師がお りま

して、それ が士官 学校出 だったんかな。要す る

に もうその当時予備役の少佐 だ ったんです。 そ

して応 召にな られ ま して、 その先生 の ところに

はが きを送 ったんです よ。 その程 度で、特 に行

事 をや ったとか何か とい う記憶 は ち ょっとない

です ね。 しか し、12年 の あれは7月 で す か ら、

ちょうど私 は12年 の……。

西山13年 の3月 に ご卒業 ですか ら、5年 生 です

ね。当時は。

八木5年 生ですね。ないですね。ちょっと記憶が。

西 山 そ うですか。では、学校 の中 は特 に何 か変

わった とい うことは。

八木 いや、あの当時はい ろんな ことをや りま し

たが、少な くともどこかへ は参 拝 して、戦勝祈

念 とか必ずや って いるはず ですか ら。 それ は も

うど この学校 もや ってい るん じゃ ないです か。

一中で もや って、山本安之助校 長は ゲー トル事

件が11年 だか ら12年 に辞 めてお られ ます か ら。

次 に、青柳泰雄(lo)とい う校長 にな りま した。そ

の時分だった ら当然や ってい ると私 は思い ます。

恐 らくど こか参拝 したか何か は して い るん じゃ

あ りませんか。

西 山 そ うで しょ うね。 多分何 かは。 ただ、 あま

り印象 に残 るよ うな ことで はなかった とい う感

じで しようか。

八木 いや、そ う思った ら、た くさんいろん なこ

とをや りました。私 ら橿原神宮 も参拝に行った り。

あれ も歩 いてい った りす るんです よ。訓練で。

西 山 行軍ですね。

八 木 桃 山御陵 とかね。興亜奉 公 日な どにはど こ

か参拝 す るとかや って い るか ら、その中の一つ

にあったに違い ない と思い ます。

西 山 な るほ ど、わか りま した。 あ りが とうご ざ

い ます。

2三 高 時 代

西山 では、話を三高時代 に移 らせていただきます。

志望の動機 は先 ほ どお伺 い しま したが。

八木 孟母三遷 目で。

三高ですね。何か ら言 うたらいいんかな。や っ

ぱ り三高 は、一 中が あま りにもよす ぎたか ら三

高 を見た らえらい ポロな校舎や な と思 ったんで

す。 もう本 当に、京大は時計台 ががつ ん とあり

ますから、正門か ら見たらいい学校や と思 うけど、

三 高は私が行 った ときには本館 だけは鉄筋でぽ

ん とあ りま したけど、 あとの教室 も寮 も木造で、

そ して運動場 は東 山通 りに面 してい るところで

すね。案外狭 かった。

西山 ええ、そ うですね。狭いですね。

八木 それからもう一つ、南に小 さい運動場がある。

その ぐらいの もんで、一中なんか と比べ ものに

な らん。 まず それ に驚 きま した。第三高等学 校

とい う校札 がかか って いま したが、あれは高 橋

是清m)さ んが書いた らしいです な。

西 山 そ うですね。

八木 それが何か二 ・二六事件の ち ょっと前 に書

かれた絶筆 らしいです よ。

西山 鉄筋の校舎の正面 にかけ られていた そ うで

すね。

八木 だか ら、 しょっちゅ う見ておったんだけど。

後か ら、ああ、 そ うだったんか と思 って。

三高 も明治2年 ぐ らいに大 阪で 自然科学 か何

か を教 えていた舎密局(12)が京都へ移 って。あれ

は明治20年 ごろですか。

西山 明治22年 ですね。移 ったのは。

八木22年 ですか。京大 よ りも古い んで しょう。

西 山 古 いです。
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八木 そ うだか ら、三高 とい う学 校は京都市民 に

非 常に愛 され たん です。京都大 学 よりも三高 の

生徒 さんや った。三高生 が一 高戦で勝 って、河

原 町あた りで肩 を組んで ス トームで踊 って少 々

交 通 を途絶 え させ てみ て も、 「ああ、 また三 高

の生徒 さんが暴 れては るわ」 とい うてわ ざと見

過 ご して くれ た。 それほ ど三高 とい うものは特

別 扱い を して もらった学校ですね。悪 いんです

け ど京大 よ りも三高の ほ うに何か愛着 を。

何 でか とい うた ら、京大の正 門 と三高の正門

が大体 向かい合 って いるんです よ。 こんな学校

はあ りません。

西山 ないですね。

八木 だか ら、京大の雰囲気がもう十分入っている。

当時、文学部で は西 田幾 多郎 さんの影響 が非常

に強か った時分 です。先生 が まだ吉田 に住 んで

お られた。西田 ・田辺系統の いわゆ る京都学派

と言 われ る、先生の直弟子 さんがた く さん お ら

れて、 その直 弟子 さんが また三高へ 講師だ とか

教授 になって来 られ た り、 あるいは講演におい

で になった りして、我々三高生 は京大 の文 学部

の西田哲学の影響 を非常 に受 けたんです。

私は昭和14年4月 に入 りま してね、1年 浪人

して。 そ して、14年 の11月 です わ。西 田幾 多

郎 さんが三高 に講演 においで になった。講堂で

講演 に見 えま して、 その ときは もち ろん三高生

の全部 と、それか ら京大の文学部 の先生 もみん

な聞 きに見 えて。 ところが、私 らが14年 の4月

に入 って、14年 の11月 で しょう。6カ 月や7

カ月で しょう。先生 が来て講義 な さって も何 に

もわか らない。 わか るはず あ りませ ん。 それ は

三 高へ入 って5、6カ 月の ところに晩年の西田

幾 多郎 さんが 自分の哲学 を述べ に来 られ たん だ

か ら。

ただ、何 もわか らなか ったけど も、演壇 で も

思索 しなが ら、 メモ も何 も見ん とあっち行 った

りこっち行 った り、考 え もって講義 をな さって

おった。眼光燗々で眼鏡をかけて、羽織はか まで。

それ だけは記憶 に残 って い るんです。だ け ど、

内容は さっぱ りわか らん。

西田幾多郎全集の第20巻 目ぐらいの ところに、

先生の 日記がず っと並んで いる。 その中に 「昭

和14年11月 、三高にて講i義す」と(13)。ところが、

内容 は何 も書 いて ない。 「三 高 にて講義 す」 と

書いてあるだけ。 あ、 これを聞いたんだなと思 っ

て。 だか ら、私 は いつ も友人 に言 うのは、 「西

田幾 多郎先生 の講義 を聞い たの は今 では私一人

やろう」と。 ほかはみんな死 んで しもうてお らん。

そん なことで、西田幾 多郎 さんの直弟子 さんが

文学 部にいっぱいお られ た。高山岩 男 ω だ とか

西 谷啓 治(15)だとか、それ か ら鈴 木成 高(16}さん

も三 高の西洋史の先生 だったんです けど、後ほ

ど京大に行かれたですね。 それか ら高坂正顕(17)。

それ に田辺元 〔18)さん。 こうい う人 たちの講義 を

おか げで直接 聞けたのです。

私 は経済学部 ですけ ど、あの当時 は文学部 ま

で行 って田辺 さんの哲学概 論 を聞 けたんです。

別 に ど うもない。 そんな時代 ですか らね。大学

で も哲学概 論 が1年 の ときはあって、田辺 さん

の講義 は聞い たです けど、単位 は取 らなか った

んです。 だか ら、失 礼です けれ ど も、私 は西 田

幾 多郎 さん、田辺 さんのお弟子 さんの その また

弟子で孫弟子や と思 うています。

西山 なるほど。 ち ょっ と話は先 に飛んで しま う

んですが、今名前 が出た西谷 さん とか高山 さん

とかが戦争の世界史的 な使命 に関 して座談会 を

されて、それが評判 にな りました けども、 ああ

い うもの にも影響は受 けましたか。

八木 受 けま したね。私 の在学中 は鈴木成高 さん

が まだ三高教授 でお られて非常 に親 しく西洋史

を教 えて もらって。 その後先 生が京大 に移 られ

てあの中に入ってお られる。高山、高坂 、西谷、

鈴 木成高 と。 そ して 『世界 史的立場 と日本』('9)

とい う座談会 をされたで しょう。成高 さんが入 っ
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てい るわ けだか ら、や っぱ り我々 も先生 の方へ

惹 かれ て しまう。批判 は若干 して いた と思 い ま

す け ど、成高 さんが入 ってい るんだか らとい う

ことで。

西 山 そ うす ると、 自分が軍隊 に行 くときになっ

て も、 あの先生方 が おっ しゃって い た ことが、

何てい うか……。

八木 いや、 それ がね……。その西 田哲学 の4人

の先生 の話よ りも私に影響 を与 えたのは田辺 元

さん。 あの 当時 は月曜講義 ⑳ をや って いた。 あ

れの中で、昭和18年 の5月 ごろに時計 台の階段

教室で田辺 さんが月曜講義で 「死生」 と題す る

講演 ⑳ をや られ た。死ぬ、生 きるです。 これは

当時の学生 として、 まだ学徒 出陣 は決 まってい

なか ったんですけ ども、いずれ出 た ら戦 争に行

かなきゃならない。 そのときに先生 が 「死生」と。

普通は生死 というけど、死のほうが先なんですよ。

死ぬ、生 きるです よ、講演は。 それで、 うわ一っ

と皆 が階段教室 いっぱいに集 まって聞 いた。 は

み出 た者 は隣の教室 で ラジオか何かで聞 いた ら

しい。私 も階段教室で聞 きま した。

しか し聴 講後、 かねての先生の純粋 な哲学 思

想で はな く、何 か時局に迎合的 な ものが あるこ

とを感 じました。その予感 どお り田辺先 生 は戦

争 が済 んだ らす ぐに臓悔 道の哲学(22}を出版 され

て俄悔 され ています。

西山 そうですね。実際はそれの もとになる講義は、

昭和19年 ごろか ら始 めてお られたみたいですね。

八木 そ うい うこともあ って、や っぱ りそれ は疑

問 は持 ってい ま した よ。 とい うこ とは、 中学 時

代 は もうかんかんに軍 国主義 に育 て られ たけ ど

も、や は り三高 に入 ってか らとい うものは、特

に西田幾多郎 さんの まだ前半の思想 です か らね。

そ うい うカラーの ない時分 の 『善 の研 究』 だと

かああい うものですか ら、私 らが読んだのはね。

それ と、岩波文庫(23)がち ょうどさかんな とき

で、岩波 文庫 は昭和2年 ぐらいか らあって、10

年 ごろとい うの は一番盛 んな ころですね。外国

文学に して も何 に して も割合 に気 安 く手 に入 る

ようになったんですね、文庫 本で。 そ して案外

安いんですよ。星1つ が20銭 だったか らね。 だ

か ら、星 が3つ つ いて おった ら60銭 なん です。

帯が巻いてあって、白帯は経済、赤帯は外国文学、

青 は 日本文学 とあったで しょう。 あれが非常に

私 らには安 くて手 に入 ったわけですね。 そ して、

昭和8年 か9年 ごろに新潮文庫(24}がで きる。 け

ど、岩波 が トップだった。 ロシアの文学だ とか、

北 欧の ほ うの文 学 とか、み ん な翻 訳 されて ね。

割安で私 らは読めたんです。

そ うい うこ と もあ って、 この講 演 も何 だか

ち ょっとおか しいなと私 は思 っていたんです よ。

西 山 なるほど。 田辺先生の講演がですね。

八木 だか ら、や っぱ り非 常 に複 雑 な感 じでね。

で も、結局私 は どう思 ったか とい うと、 そ うい

うの はい ろい ろあるけれ ど も、要す るに もう戦

争 は始 ま って しまって おるんだ と。 しか も昭和

18年 は もうだんだん負 け戦 が強 くなってい るこ

とがわか って きた時分 で しょう。だか ら、 これ

で文句言 うた ところで言 い よ うがない んです。

治安維持法 はある し。行 かな きゃな らんか ら行

くけれ ど も、 これ までの読書 や講義で培われ た

私 な りの思想 や哲学は捨てて、 自分 を育てて く

れ た肉親 とか友 人 とか、 あるい は自分 を育 てて

くれた郷 土の山川 を護 る とか、 日常 目の前 で接

してい る現実 を護 るため に行 こ うと決 心 して私

は出て行 きま した。

西 山 わか りま した。すみ ませ ん、話 が先のほ う

に行って しまいま して。

今文庫 の話 が出 ました けれ ども、当時 はほか

にどんな本 を読 んでい らっ しゃい ましたか。

八木 それ は、 ここに もち ょっと持 って きたんで

す けどね。 これ は三 高時代の本 です。文三 甲類

ですか ら3年 生ですかね。ル イス、デ ィケ ンズ。

こうい うの は訳が ないか ら原 文で読 みま した。
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【写 真2】 哲 学概 論受 講 ノー ト

西山 教科書ですね、それは。英語、デ ィケンズの。

八 木 こ うい うの を、全部 読ん でい るで しょう。

それか ら、『更級 日記』。 これは 『古事記』とか 「日

本 書 紀』 と か古 代 文 で す。 『風 土 記』 とか ね。

こ ういうようなもの とかですね。

それ か ら、私、土井虎賀 寿 ㈱ 先生 が好 きだっ

た。 ドイ トラさん。

西 山 哲学ですね、た しか。

八木 哲学 、哲学。 これは私が とった ノー トで今

まで残 してい た。 「哲学概論 、土井 虎賀寿」。文

三 甲類と書いて いるで しょう。3年 生です。 こ

んなに勉強 したんですよ 【写真2】 。

西 山 これ は、 先生 がお っ しゃることをその まま

ノー トに写 してい くよ うな感 じなんですか。

八木 いや。初 めのほ うは講義でや って いくけ ど、

後のほ うはどうもそうらしいですな。この辺か ら。

先生のおっ しゃっていることをずっと書いてね。

そ して、先生 が区切 って区切 って は講義 をな さ

るん だけ ど。 それ か ら、 これは ドイ トラ さんの

「PhanomenologiedesGeistes」 、精 神 現 象 学。

これ も土井 さんの講義 を聞いたんです 【写真3】 。

これ は完全 に聞いてい るんです。本 を読 んだん

じゃないんです。

これは、鈴木成 高 さん の講義 ノー トで文三 甲

類 とあ り3年 生 の頃 で しょ う 【写 真4】 。 これ

もず っとローマ時代 か ら第 一次大戦 ぐらいまで

の西洋 史です。 これ こそ先生 が言 うた ことをす

べて書いています。

そのほかでは 「三太郎の日記』㈱、 「善の研究』、

『古寺巡礼』12"とか、和辻 さんの 『風土』㈱ とか

『愛 と認識 との 出発』(29}だとか、 『哲 学 以前』(301

とか を読んでい た。 そうい うもの を読 まん と高

校生 じゃないと言われ る。

西 山 友達 同士の間で こ うい うもの を読め とい う

の はやっぱ りあるわけですね。

八木 先輩 や とか友人や らが言 うんで。あ とは土

井虎賀寿 さんの 『董恥 ・同情 ・運命』。ニーチェ

の ツ ァラ トース トラにつ いて土 井虎 賀寿先生が

書かれたんです。 こうい う もの をみんな昔の高

校生 は読ん だ。

だか ら、 こうい う思想が頭の 中に入 ってお る

で しょう。 そ こへ 田辺先生の 当時の主張が入 っ
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【写真3】 精 神現 象学 受講 ノー ト

て来 ると何 だか混乱 して きま してね。 もう目の

前 にある親 兄弟や 日本の現実 を護 るんだ とあ き

らめて出陣 しま した。

西山 な るほ ど。わか りました。

先ほど子供 の ころに三高生 がご自宅 の近 くを

散 歩しているのを見ていいなと思ったとおっ しゃ

い ましたけ ど、ご自身が三高生 になった ときに、

学校 の授 業が ないお休み の 日とか、あ るいは夜

とか、どんなふ うに して お過 ご しにな ってい ま

したか。

八木 これ は、や っぱ り私 らは活字 文化で育 って

い るんです。 あるの は ラジオだ けです わ。 その

ラジオ も一 方通 行で しょ う。上意下達。 それ だ

けです よ。 だか らお もしろくない し、本 を読 む

ことと、映画は案外あ った。映画は昭和16、7

年 ご ろまで外国 の ものが あ りま した。 「会議 は

踊 る」(3Dとか、 あるいは有名な ものがあるで しょ

う。 「オ ー ケス トラの少 女」圃 だ とか、 「ブル グ

劇場」{33;とか、ち ょっ とど忘れ しま したが、 あ

あい うまだ今で も続 くよ うな映画 があ りま して

ね。 それが河原町三条のあの辺の映画館で しょっ

【写真4】 西洋 史受 講 ノー ト

ちゅ うや るんです よ。そ うい うものを見に行 っ

た り。

それか らち ょっと旅行 を してみた り、木刀の

素振 りを した り。琵琶湖周航 のボ ー ト、 あれ は

一中か らもあったんです。一 中 も瀬田川 に倉庫

を持 って いた。 その隣 が三高、京 大 と倉庫が並

んでお りま して、一 中時代 も余暇に ボー トを貸

した り して くれ る。8人 乗 りのエ イ1・の フ ィッ

クスです。あれで琵琶湖周航 はできませ んけども、

中学時代は瀬田か ら大津を通って、堅田の辺 まで。

あの辺 は太湖汽船 とい う汽 船が動 いていたんで

す よ、今津の ほ うへ 。 まだ鉄道 もな くて。江 若

鉄道(34〕もついていなかった。それで、堅田へ行っ

た とき船 着場 の桟橋が あって、 その腐 った杭 が

湖底 か ら出ていた上 に乗 り上げて、ボー トが傾

いて往生 した ことが ある。 そんなこ とをや って

みた り。

三高 時代 は大津か ら出て逆 回 りで沖 ノ島 あた

りで1泊 して、彦 根の辺 で1泊 して、竹生島 か

ら今津へ 回って、 そ して また戻 って くる。

西 山 一周 です ね。
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八木 一周。2、3日 かか る。そ して、京都へ戻

りす き焼 きを食 べなが らおい しいね と。 そんな

ことをや ってみた りね。

それか ら、一 中時代 は三重 県の津の寒松院 と

い うお寺 に行 きま した。そ こで、観海 流 とい う

遠泳 の泳 ぎです。 スピー ドじゃな しに長 く泳 ぐ

やつ。特 に戦 時中ですか らスピー ドは要 らんの

です。水 に浮 かんでお らないかん。観海流 とい

うやつ。 それ を2週 間 ぐらい合宿 しま して、夏

休み。その観 海流の練習 を してい る。50町 泳 い

だ り、 あるいは3里 泳 いだ りや るん です。 そ う

い うことをやった り。

三高時代 は、 スキーですね。 まだ スキ ーがで

きま してね、14年 ごろには。 だだ し、靴 は豚革

なんです よ。牛革 はないんですね。豚 を履 くと

毛穴 が大 きい もん だか ら、毛穴 か ら雪 が しみ込

んで くる。それで も構わ ん と豚革履 いて。信州

の白馬 のふ もとに蕨 平 とい うところが ある。そ

こが三高 の山岳部の合宿の場所 だった。 山岳 部

で な くて も希望者 は行 けた ものです か ら、 そ こ

へ1週 間、10日 行っておって。 そ うい うこ とを

しました。

西 山 三 高は近 くです か ら、 ご自宅 か ら通 って い

たんですね。

八木 それは、寮 に入れ と言われたけれ ども、や っ

ぱ り京都 の一 中か ら行 った者 はほとんど自宅 か

ら。

西山 近いですか らね。

八木 うん。私 は、山科 か ら通 って いた んです。

山科 に私の家の借家がありま して、 それがちょっ

と1軒 あいてい たもの で。 ち ょうど祖母 が まだ

60歳 ぐらいで元気でお りま したの で一緒 に。川

端通 りは もう人通 りも多い し。 山科駅前 の とこ

ろで す。 その時分、山科 の駅前 も、駅前 だけに

家が あって、 あ とは もうほ とん ど田 んぼ だった

んです よ。静 かで いいか ら、京 津電 車で 山科 か

ら行 った ら蹴上 でお りる。蹴上 か ら動物園の前

を通って、岡崎 を通 って三高へ行 くんです。

西 山 いつ も歩 いて。

八木 いつ も歩 いて。行 き も帰 りも歩いて。 そ う

い うことをや ってい ま した。

西山 なるほど。寮 に遊びにいった りは しましたか。

八木 まあ、遊 びにい くぐらいです。

西山 寮生 とそ うでない人 た ちとで雰囲気 が違 う

とい うことはあ りま したか。

八木 何 かや っぱ りち ょっ と違い ますね。 とい う

のは、寮 に入 ってい る者 はみ んな地方の人が 多

いで しょう。一中は京都市 だけの生徒 だ けの集

ま りですわね。三 高 にな ります ともう各地か ら

来 ます ね。特 に我 々の時代 は朝鮮 か らの生徒 も

2人 お りま した。私 の組 には台湾 か ら張徳 水 と

い うの が1人 お りま したね。そ うい う地方差 と

四修 か ら一浪、二浪 の年 齢差の者 が3年 間ク ラ

ス替 えな く過 ごす んです。だか らも う本 当に親

しくなる。

地 方の人 た ちは寮 に入 ってい た もん だか ら、

我 々通学組 とはち ょっ と雰 囲気 は違い ます。だ

から、私 は本当に昔のバ ンカラの高校 タイプ じゃ

なか った ような気が しますね。

西山 紀念 祭 〔35)とか、 あるい は一高戦 とか、いろ

んな行事が あったか と思 うんです けれ ど も、何

か思い出はあ りますか。

八木 これ とい うこ とはないけ ど、必ず紀念祭 は

運動場 で列 をつ くって踊 ってみ た り、三高がや

る もの には必ず 参加 してや って お りま したね。

特 にこれ とい う思い出はあ りませ ん。

ただ、三 高で は運動 部 にや っぱ り誘 われ て、

特 に野球部 と剣 道部か ら誘われ た。私 は まだ木

刀 を持 ってい るんです よ。だか ら、素振 りもつ

い この間 までは よ くや って いたんです け どね。

山科 か ら通 うときに蹴上で降 りて歩 くで しょう。

そ うす ると、八塚陽介 とい う人 が1年 か2年 上

でお りまして、 この人が剣道部 のキ ャプテ ンか

何 かや って いた。 それ がいつ も蹴上 で降 りて、
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そ して三高 までいろい ろ話 しもって歩 いたんで

すけど、「剣道部に来ないか」 とい うわけですね。

それか らいつ もク ラスの対抗の校内野球試合

が あって。1学 年 で文科 と理科 とで8つ ク ラス

が あるわけですね。 それで3年 生 までで24あ り

ます。 その24が トーナメ ン トで優勝 を争 うんで

す。私 も野球 をちょっと前はやっていましたから、

1年 生の ときに クラスの代表で引 っ張 り出 され

て、私がサー ドをやって、結局優勝 したんです よ。

その ときに2年 生 、3年 生で野球部の ピッチ ャー

をや ってお った吉田 とい う人 がおったんですが

ね。 それが 「八木 君、サー ドうまいか ら野球 部

に入れや」 と。

それで、剣 道部の八塚陽介 さん とピ ッチ ャー

の吉 田 さん と。吉田 さんは また一 中の先輩や っ

たですね。その間 に挟 まって しまってね。 どっ

ちの顔を立てていいや らとい うことで、結局 どっ

ちにも入 らなかったんです。そん なふ うな過 ご

し方 を してお りましたね。

西 山 ち ょっ と話 は変 わ ります が、前回 お伺 い し

たときに、1年 生 の ときに林サ夫(36}とクラスが

一緒 だった とい う話 があ りま したが、 どんな方

だったんで しょう。

八木 この人 とはね、1年 生の ときは同 じク ラス

で したが、そう親 しく話 をした覚 えはないんです。

その後 い ろい ろな人 か ら聞 くと、卒業 は1年 遅

れた らしいですわ。

西 山 休学 をた しか。

八木 した らしいです ね。2年 生 の ときに は一緒

じゃなかった。 ほかは皆一 緒で2年 に上が った

んですが、この人だけお らなかった。後で聞くと、

文丙 に入 って フランス語や った らしいんですよ。

三高の フランス語では有名 な伊吹武彦 ⑳ とい う

先生 がお りま して、 え らいか わいが られて。非

常 な秀才 で、彼 は しっか り したい い男 だ と伊 吹

先生が激賞 を してい ます。

林 は本 を よ く読 ん でい ますわ。 『ね じ曲 げ ら

れ た桜』㈹ だったですね。

西 山 ええ、大貫 さんの。

八木 あの 中に読 んだ本 がず っと並 んでい ます よ。

い ろいろな本 をいっぱ い読んでい る。

そ して、 あれ は海軍 に入 ったんですね。飛行

機 です ね。

西 山 はい。 それ で戦死 してい ます。

八木 それでや られた。そ ういうことを後で聞いて、

1年 しかお りませ んで したか らね。

西山 で は、 クラスの中では どち らか といえば地

味 な方 で したか。

八木 そう。地味だったですね。 あんまり派手 じゃ

ない。要す るに じっ くりと一人で もの を考 え る

タイプと違 ったですか。

西山 わか りま した。あ りが とうご ざいます。

三高 にい らっ しゃる間 に、 アメ リカや イギ リ

ス との戦 争が始 ま ります けれ ども、そのニ ュー

スを当時 どんなふ うに受 け とめてい らっ しゃい

ま したか。

八木 アメ リカと始 まる前に昭和14年 に ヨーロ ッ

パ で ヒ トラーが始 めた。 あの ときにはび っ くり

した。昭和14年 の あれ は9月 。私 は14年 の3

月に入ってい ますから、まだ1年 生です。それで、

これは大変 だとい うんで、その当時、藤田元春 ㈹

という有名な先生がおったんですよ。 これは 「よ

た っぱる」 とい うて、与 太ば っか りしゃべ って

お った。大変 お もしろい先生 だった。私 は この

先生 に もお うち まで よ くダベ りを聞 きにい きま

した。京都 の真 ん中 に住 んで お られ た三 高の先

生 だったんです。

その ときにほかの教室 で藤 田先生 は講義 をな

さっていたん だが、私 らのク ラスが ヨー ロ ッパ

で ヒ トラーが戦争 を始 めたぞ と、 これは大変 な

ことにな るぞと、 どうなるのか一遍 「よたっぱる」

先生 の意見 を聞 きにい こ うとい うて、授 業 中、

こっちの授業 をやめて もらって、別の教室 で講

義 をな さってい るところへ押 しかけて、 「先生、

一57一



京都大学大学文書館研究紀要 第12号2014年

今度戦争始 まった らどな いな ります ねん」 とい

うて。そん なこと もで きたんです よ、三高 とい

うところは。 その と き何 と言 われたか ち ょっと

記憶 が な いん です け ど も、適 当に先 生 は お っ

しゃったんじゃないですかね。それほどやっぱ り、

まず昭和14年 に驚い たんです。

西 山 ドイツ とイギ リス、 フランス との戦 いにな

るわけですけ ども、生徒 た ちの雰囲気 としては

どうなんで しょう。ドイツびい きの人が多いのか、

あるいはそ うではないのか。

八木 それ は、 ヒ トラーユーゲ ン トとい うの があ

るで しょう。 あれは昭和の三国同盟 を結ぶ前 か。

西山13年 ぐらいにた しか来 たん じゃないです か

ね(棚。

八木13年 ぐらいですね。案外 ドイツびい きが 多

かった。

西山 それ は生徒たちの間で もそ うですか。

八木 案外 多かった。多か ったけれ ど も、我 々の

気持 ちと して は昭和12年 、13年 ご ろは戦 争 の

ことはほとんど無関心で、 あれは兵隊 さんがやっ

てい る戦争 だ と。 自分 らは岩波 文庫 の何 を読 ん

だ とか、 『善 の研究』 が ど う した とかそん な こ

とば っか りや って、 そ う大 して問題 に して いな

かった。 ところが、 この14年 にな ります と、戦

争 が世 界 の ほ うに広 が りそ うだ とい うこ とで

ち ょっ と気にな り出 したんです。 それで、藤 田

先生の ところに駆 けつ けたわけなんです けどね。

その程度 で、特 にど うとい うことは なかったで

すね、 まだ。

西 山 な るほ ど。む しろ ヨーロ ッパ のほ うの戦争

のほ うに驚 いたと。

八木 それ はまだ16年 始 まってい ませ んか らね。

西 山 時 間がたつ につれて、 だんだんア メ リカと

の関係 が危な くなって きますよね。 その辺の動

きにつ いて何 か友達 同士で話 を した りとかい う

ことは あったんですか。

八木 それ は、友達同士 じゃな しに世の 中がだん

だんそち らのほ うになって きたで しょう。新聞

は じゃん じゃん そ うい うことを書いて くる。映

画 に行 って も、必ずあの ときは映画 の劇 が始 ま

る前、30分 ほ どはニ ュースをや るんです よ。そ

れで、必ず支那戦線 の何 とかで こ うい う交戦 を

した とか、 ヨー ロ ッパ で こうなって い るとか、

必ずニ ュース映画 を前篇につ けるん です わ。 そ

うい うこともある とな ると、やっぱ りそうい う

方面 か ら何 か知 らん気持 ちが、押 し迫 って きた

よ うな気持 ちにはな って きましたね。

それで もまだ本 を読 んでい ま したので。で も、

本 も少 な くな って きた。そ うい う自由主 義的な

本がだんだんだんだん手 に入 らな くなって きた。

や っぱ り新聞 を見て もこん なことばっか り書 い

て ある。映画 に行 って もそ うで しょう。一般 の

人だ って そん な ことを話題 に します わね。 そ こ

ヘ ヒ トラーが割合人気があった もんだから、ずっ

と勝 ってい ま したか ら、まだ。や っぱ りど うし

て もち ょっと ドイツのほ うに。

文科 の丙 に行 った フ ランスの専攻 者 たち は、

文学者 や とか文芸 家 なんて い うのが多いが、 ド

イツは案外 お医者 さんが 多かった。特 に理 乙な

んか いっぱいいたですね。 だか ら、 そ うい う意

味で は ドイツの ほ うが 日本では何か親 しみ を持

たれていたよ うな気 が しますね。

西 山 な るほ ど。で は、 そ うい う流れの 中で、昭

和16年12月 に真珠 湾攻撃 のニ ュー スを聞かれ

た ときは どんなふ うにお感 じにな ったんで しょ

う。

八木 これ はね。 あの ときは、聞 いた 日は 日曜 日

だったかな。何 曜 日で したか。

西山 月曜 日だった と思 います。

八木 この ときに、今 の記憶 で は、私 の父 親 と、

確 か 月曜 日が高 島屋 が休み だった。 それで、父

親 に誘われて平安神宮へ お参 りとい うか お祈 り

に行 きま したな。 そ して、勝 った、勝 った、ハ

ワイは全 滅 させ た とか、 マ レー半 島に上陸 した
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とかのニ ュースに引 き入れ られて しまって、特

別 に どうとい うことはなかったよ うに思い ます

け ども、全体的 にそ うい う雰 囲気 の中に入 って

しまっていま したね。

西 山 三 高 の先 生 た ちが何 か 特別 な こと をお っ

しゃった とい うご記憶 はあ りますか。

八木 あん まりなかったです な。

西 山 要す るにいつ もと変わ らず にとい う感 じで

したか。

八木 うん。特 にそれで どうとい うこ とはなか っ

たよ うに思い ます よ。

西 山 三 高では戦意 を高揚す るよ うな先生方 は特

にい らっしゃ らなかった。

八木 お られ なか った。戦意 を高揚 させ たの は、

またほ ら、三高 の例 の配属 将校の一件 があ るで

しょう。 あの ぐらいの もんでね。や っぱ り何 と

い うて も伝統 の 自由の精神 といい ますか、そち

らを重 ん じられて いるわけで あん まり。先生た

ち は何 か考 えは してお った と思 い ます け どね。

それ をもって しゃべ る とか、戦意 を盛 り立て る

とかい うよ うな ことはなか ったですね。

西山 わか りました。

三高の ことで もう一つ。今お っ しゃ りかけた

昭和17年1月 の、教練 中に生徒 が配属将校 をな

ぐったという、 その事件 ㈲ の 当時、 ご在学 され

ていたと思 うんですけ ど。

八 木 え え。17年 の た しか1月 です ね。私 は17

年 の3月 に三高 を卒業 してい ますか ら。

西山 では3年 生 の ときですね。

八木3年 生の、 しか ももう2カ 月で卒業 とい う

ときですね。その場に私は立ち会 ってお りません。

お りませ んけ ども、みんなの話題 にな りました

もんで聞いたんです けどね。私 が三高 に入 って

驚 いた もう一つの ことは、軍事教練 がのんび り

しておった。1年 生で入 った ときに。

西 山 一 中よ りもですか。

八木 はい、そ うです。三高で は中尉 クラスが長

で他 に補助 教官が2人 ほ どいて、穏や かな言 動

で教練 を教 えてい たんです。例 えば軍事 教練 を

2年 生、3年 生 がやって いるの を見た ら、ク ラ

スの中で靴 を履 かん と草履 を履 いてや ってい る

んです。 それで も中尉 はお もしろい ことを言 い

もってや ってい たか ら、三高 って気楽 な ところ

やな と。 一中は中学校 であ っただ けに、京都府

の締めつけもあるし、そう自由 じゃなかったけど、

三高は何 だかの んび りしてお ったんです。

ところが、2年 か3年 の ときに草 川靖 とい う

陸軍の大佐 が転任 して きま して、 それ がひ げ面

でニ ックネームが 「ヒゲ」という。 その ヒゲが 「わ

しが三高 を改革 してや る」 と宣言 して、徹底 し

て三高生 を教練で訓練 しだ してね。だか ら在校

生 に してみ た ら、 これ まで三高 の 自由の精神で

やって きたもの が、急 に草:川が出て きて そ うい

う雰 囲気 を変 えて しまった とい う気持 ちは持 っ

ていた。それが爆発 したのがそれなんです。我々

はその とき3年 生 だ ったが、その人 は私 よ りも

1年 ほ ど下にな るのかな。

西山2年 下ですね。

八木 それで、そのときにみんなが言 うとったのは、

査 閲が近か った もの です か ら草 川大佐 が非常 に

厳 しく指導 していた。何 しろ 「わ しが三高 を改

革 す る」 とい うて、軍刀 を ドン ドンと床 につ い

て叫ん だほどの男ですか ら。教練中 に級友 の一

人が行動 につ いて大佐 に激 しく叱 られて いたの

を見 た彼 は義憤 を感 じて飛 び出 して、銃 を逆 手

に持 ってな ぐりつ け、銃 を捨 てて、帯剣 も投げ

捨 てて逃 げたとい うんで しょう。

それ は怒 ると思 いますわね。現 役の陸軍大佐

です よ。私、軍 隊へ 行 ってわ か ったん だ けど、

現役の陸軍大佐 なんてい うた ら連隊長 クラスで

す よ。軍隊へ入 った ら顔 も しっか り見 られ んよ

うな上 の人 間です よ。 それ を、 しか も銃 でな ぐ

りつ けて、帯剣 まで投 げ捨て た とい うか らね。

これ はえ らい ことや りよったな とみ んな言 って
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い たんです けど。

ところがあの ときの校長 は、私が入 った とき

は森 総之助(42)とい う人。その 次 に前 田 鼎 〔43)と

い う校 長が私の3年 の と きにかわって こ られ ま

して、 その校長 がや っぱ りしっか りしてお りま

して。 あの当時は もう本 当に昭和17年 とい うた

ら戦争で、みんなもキ リキ リしておった時分です。

そ うい う時分 に陸軍 に対 して その よ うな抵抗 を

したとい うことは、 当時 としては大問題 なんで

す よ。今 じゃも うわか らん ぐらいに。それ を前

田校長 も教授会 も偉 かった と思い ます よ。 あん

ま り興 奮せん と冷静 に、恐 らく師 団へ 交渉 した

と思 いますよ。師団長 あた りと も交渉 があ った

ん じゃないですか。そ して、生徒は放校 させ る

けども、草川大佐 も転勤 させ るとい うよ うな こ

とで、けんか両成敗み たい な形で。

それか ら、 これ も後で ち ょっ と誰かに聞 いた

んですが、放校 させ られ た生徒 の母親 もまた偉:

かった。 とい うのは、その生徒が放校 にな った

ため郷へ帰ったんです。そ した らお母 さんが、「男

と して よ うや った」 とい って褒め て くれて、三

高みたい なところにお るのに何 てばか なこ とし

たんや と一切愚痴 らなんだ。偉 い母 さんや とい

うて、そ うい ううわ さが。 これ は本 当か どうか

わか らんですが、 そうい うふ うに聞 きましたね。

そ うい う一件があ りましてね。

だか ら、私 は配属将校 と学校の 問題 では、中

学校 で はゲー トル と山本安之助校長、 それ か ら

三高で は前 田鼎校長 の今 の一件、 これが ど うし

て も忘れ られん。 そ うい うことが問題 に なるよ

うな時代だ ったんですね。

西山 わか りま した。 あ りが とうご ざいます。

3京 大時代

西山 三高のご卒業が昭和17年 の3月 で、4月 に

京大の経済学部に入 られ るわけですが、京大の

経済学部を選ばれた理由は何だったのでしょうか。

八 木 これは、 まず私が ど うして も哲学 あるいは

社会思想 、そ うい うもの にち ょっ と関心が あ り

ま して、河上肇 働 さんが非常 に好 きだったんで

す。河上 さん は経済学概 論 を昭和の初 めに京大

の経済学部で教 えてお られて、その お弟子 さん

連中が大分お られ ます。特 に私 が京大 を選 んだ

のは、 もちろん京 都 にあ った ことで もあ る し、

私 が入った時分には そ うい う社会主義 的な本は

もうほ とん どありません し、先生 たち も転 向な

さっていま したけ ど、やは り資本主義経済 にお

ける利潤の発生 とい うことに対 して非常 に疑 問

も持 って いた し、 そ うい うことも一遍勉強 した

い と思 って、 その ためには京大 は もともと社会

主義 のほ うが強い経済学 です か らと思 って京大

の経済 を。 それ と、家系が そん なイ ンテ リじゃ

なくて商売人のほ うの家ですか ら、経済系へいっ

たほ うが何 とかな るだ ろうとい うよ うな、そ う

い う2つ の理 由で京大の経済 を選んだんです。

そ して、2年 生のゼ ミは静田均(45)先生 だった。

静 田先生 は、 もともと社会主義 を研究 してお ら

れ たそうですが、私 が入ったときにはもう変わ っ

てお られて、カルテル 、 トラス ト、コンツェル ン、

企業合 同、 こ うい う経 済学。 こ うい う方面 も好

きだったか ら、静 田先生 のゼ ミナ ール に入 った

んです。

西 山 大学 で出 られ た授業 で印 象に残 ってい るの

は。

八木 それで またおも しろい書類が出て きま した。

大学時代 の履修 した科 目と私の点数 まで入 って

い る書類 です。1年 生 は半年です わな。2年 生

は1年 。3年 生 は1カ 月と復 員後の3カ 月ぐ ら

いです。経済原論は私は90点 取 っている。経済

原論 は高 田保馬 ㈹ 先生 を受講 しました。

西 山 高 田保馬 さんは学生 さん に人気 が あった と

いうことをよく聞 きますけども、 どんな授業 だっ

たんで しょうか。

八木 これ は本 当にやっぱ り頭が明晰 ですな。 そ
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して、この人がいいのは経済学だけじゃないんだ。

文学 もわか るん です。歌 あるいは詩 とか、 ああ

い うもの も大変 お詳 しい。 そ うい う意味で非常

に人気がありましたよ。看板教授です。それが 『勢

力説論集』 や 『第二経済学概論』 な どを書かれ

てい ました。

西 山 も う修学 年限 が短 縮 ㈲ にな ってい ますね。

1年 生 を半年で済 ませ るとい うことだったので

すか。

八木1年 生 を6カ 月で や る。 昭和17年4月 に

入 って、17年 の9月 に も う2年 生。17年 の10

月か ら18年 の9月 まで、 これが2年 生で1年 間。

その ときに静田先生の ゼ ミに入って1年 はゼ ミ

をや りました。そして、18年 の10月 中1カ 月行 っ

て、 その11月 入営。21年 の7月 に帰 って きて、

す ぐ復学 を して、21年 の9月 に卒業 しました。

大 学在籍 は4年6カ 月です が、私 の学力は短

大 出です。いや、本 当に。 いつ もそ う言 うとる。

短 大出です けれ ども、三高の3年 間はみ っち り

や りま した。私 の青年 時代 に得 た三高の 自由の

精神や、目の前の京大の西田 ・田辺関係の思想が、

私 な りの解釈 だけ ども腹の底 にず しん とあるわ

けです。 これは本当に よかった と思 います よ。

あんな恵 まれた高等学校 は私 はなか った と思

うんで。前 に京大があったばっか りに。 ツーツー

ですか ら、いつ も。だか ら、京大 には残念 なが

ら1年10カ 月 ぐらい しか勉強で きなかったけど

も、三高 も加 えて もらった らあ る程 度 はと思 っ

てい るんですけどね。

西山 なるほ ど。京大 に も山科 か ら通 ってお られ

たんですか。

八木 いや、 それ が また違 うんです。山科 はやっ

ぱ り遠 いか らやめて。東 山仁王門 をち ょっと西

へ 入 った あた りは お寺 が割合 に あ るんで す よ。

あの中の清 光寺 とい うお寺 に下 宿 しま して。仁

王 門通 りに あ ります。東 山通 りをち ょっと西へ

入った北側。今、幼 稚園 も兼ね てや ってお るん

ですわ。 そ こで一室借 りま して、勉 強 しま した。

西山 では、歩いて通ってお られ たわけですね。

八木 歩 いて。食事 は、ち ょうど熊野神社 の横 に

食堂 が あ ったん です。 そこ と契約 して、食 事。

戦時 中にな りますか らそん な大 したごちそ うは

あ りません。

西 山 外食券か何かでですか。

八木 外食 ですわね。 ああい うのは。そんな こと

があって、腹 が減 ると川端 の うちが まだ あ りま

したので、そ こへ補給 しに。帰 りに寄 って食べ

物 をち ょっと持 って帰 った りとい うこ とで、主

として清光寺 か ら通 って いま した。

西山 わか りました。

17年 の4月 に ご入学 に な って、17年 の うち

は新聞 などで は まだ まだ勢 いの いい ことをい ろ

い ろ書いてい ます けど も、18年 ぐらいにな って

くると戦 局が押 され気味 になってい くよ うな こ

とがだんだんわか って くるか と思 うんです。何

かその辺でお感 じにな っていた こととか、 ご友

人 とか先生 たちと話 したことはあ りますか。

八 木 だんだんや っぱ り迫 って きま して、教練 も

だんだん厳 しくなって きて。教練は農学部 の裏

の運動場 でいつ もや りましたね。

それ と もう一つは、徴兵検査。 その記憶 がな

い んです よ。だ け ど、 この 記憶 は あるん です。

18年 の5月 か6月 ごろですね。琵琶湖疏水が岡

崎の武徳殿 の ところか らず っ と鴨川へ 向か って

流れ てい くのです が、 その途 中にち ょっと舟 だ

ま りみたい なの があるで しょう。あれが夷川 ダ

ムです。そ こで区役所主催 で兵隊に行 く者 の水

泳 を、遠泳 をや らせ ま した。その ときに私 は呼

び出 されて、列 をつ くって、 あの舟 だま りみた

い なところを何 回 も何 回 も遠泳 で。 これ は何 で

か とい うた ら、 どうせ 兵隊 にと られ て外地 へ行

くんだった ら、 も しもや られ た ときに泳 げ るよ

うに と。 それ はは っき り覚 えてい る。それは水

泳ですか ら夏ですね。7月 、8月 ごろで しょう。
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徴兵検査 はど こで受 け たか。9月 で学徒の徴集

猶予停止 が出て、 そ して もう11月 に軍 隊に入っ

てお るわ けです か ら。 どこで徴兵検 査 を受 けた

のかな と思 って。私は第一乙 なんです。 だけど、

そこの 記憶 がないんです よ。 ほかの方 は どこで

受 けたんですか。

西山 いわ ゆる学徒 出陣 された方 たちは臨 時の検

査で、昭和18年 の10月 の末 に本 籍地 に帰 って

検 査 を受 けて い らっ しゃい ます。 ただ、恐 らく

八木 さんの場合 は、大正8年 のお生 まれ とい う

ことで、 この ときに もう24歳 です か ら、 多分通

常 の徴兵検 査 をほかの人 たち と一緒 に京 都でお

受 けになったん じゃないかな と思 います。

八木 それで、第一 乙であ ることは覚 えてい るん

です。 イン ドアよ りもア ウ トドアの ほ うが好 き

だ った か ら、体 は頑 丈 だ ったんで す。 だ けど、

目が悪か ったんです。 これは もう近眼で ね。一

中の ときか ら。 それ で第一 乙に下 げ られ た。 そ

の ことは覚 えて いるんです。第一 乙だ と言われ

た とい うことは、検 査 を どこかで受 けて い る。

受 けてい るんだ けど も、 それ がど こか。 どこで

受 けたの かな と大 分考 えたけど思 い出せ ませ ん

のです。

西山 よ く言 われ るのは、例 えば18年 になってか

ら山本五十六の戦死が発表 され ますね。それか ら、

ア ッツ島で最初の玉砕 と言 われて、それが新聞

で とて も大 き く取 り上 げ られ て、 あの辺 か ら

ちょっと雰 囲気が変 るとい う話 もあります けど、

そ うい うこ とを何 か実 感 と して感 じる ことが あ

りま したか。

八木 実感 と して は結局 新聞ですね。 その前 にガ

ダルカナルがあったんです。 あれ は、17年 ぐ ら

いか らもう始まっておって、長 くやっていたけど、

結局 は退 却。転 進 と言 うて ましたけ どね。 あの

あた りか ら、 これはい よい よいかん とい う気持

ちは持 ってお りま した。 そこヘ ア ッツ、キス カ

がや られ て。 あれ は山崎 とい う大佐 の玉砕 が発

表 されたんで しょう。 あのあた りか ら玉砕の話

が多 くな って、 そ こへ18年 の5月 ご ろに 山本

五十六 さんが飛行機 でや られたんですね。 ああ、

もうこれ はだめだ と。 山本 さんの戦死 もしば ら

くは伏せて おったん だけど も、5月 か6月 に国

i葬があ りま した。

西 山6月 ですね。

八木 あれで初 めてわか りましたね。 これはだめ

だと思い ま した。

西山 何かその辺の ことで知人 とお話になるとか、

そうい うことはなかったです か。

八木 話 した ことは記憶 にあ りませんね。

それ と、京大の ころにつ いて もう一つ話 して

お きたい ことがあ ります。11月1日 に入営す る

10日 ほ ど前か ら、思いつ いて恩師や友人や知人

にお願 い して送別の言葉 を書 いていただ きま し

た。 それ が、墨痕鮮 やかな筆跡で集 印帳に記 さ

れ ていて、父 が私 の出陣後 これ を 「征途 録」 と

名づ けて残 しておいて くれ ま した。今 となって

は私の宝物 の一 つです。一部読んでみ ます。恩

師の言葉 は、谷 口吉彦 先生 「君 命達成 ・大悟徹

底」、柴 田敬 先生 「祈敢 闘」、高 田保 馬先生 「祈

武運長 久」、渡 辺宗太郎先生 「自彊不息」、静田

均先生 「熱血氷心」、小島昌太郎先生 「尽忠報国」、

森六 郎先 生 「健 心健 身」、白杉庄 一郎 先生 「背

私向公」、 中井宗太郎 先生 「身心脱 落」、汐見三

郎先生 「至誠忠行」です。学友や知人 は20人 が

書いて くれていますね。そ して、父の言葉が 「男

子奉還」 です。24歳 まで育て た長男 を天皇 に奉

還 し、 ご自由に使 って くださいとい うことで しょ

う。 これ は こう言 わ ざるをえない時代環境 に閉

じ込 め られた善 良な一市民で ある父 の悲痛 な叫

び だと思い ます。

いずれ に して も、帝大 や三高の教授 さえ、そ

の教 え子に対 して本音 を言 えなかった時代で あっ

た ことを知 ってほ しいと思い ます。

西 山 わか りま レた。 ありが とうござい ます』
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4軍 隊 時 代

(1)概 要

西山 では次に、軍隊時代 についてお伺 い します。

昭和18年11月1日 に京 都藤 森の 第128連 隊 に

お入 りになるとい うこ とで、地元 だ ったわ けで

すね、当然入 る部隊 は。 いただいた軍歴 だ とこ

の ときに一緒 に入 った人 たちが約60名 。

八木 はい。5、60名 ですが、ち ょっ と正確 な数

はわか りませんけ ど。

西 山 その人たち は、大学や高等専門学校 を卒業

した方 たちで しょうか。

八木 大学、高等専門学校、 中学 出 もお ったと思

い ますよ。

西山 その 中にはいわゆ る一般 の徴兵検査 で入 っ

た方 はな くて。

八木 それはない。 もう学徒 ばっか り。その学徒

がず っと幹部候補生 にな るまで団体 で教育 を受

けた。

西山60人 がですか。

八木 はい。分配せ ずに。中国へ行 って か ら一 時

分配 は され ま したけ どね。

まず、11月1日 か ら11月26日 まで は伏 見で

訓 練 を受 けて いま した。別府 とい う中隊長の も

とで。そ して、訓練 を終 えて家 族 と別れ て汽車

に乗 って、佐世保 か ら釜山へ出 ま して、 これは

船 です 【地 図1】 。 そ して 朝鮮 を ぐ一 っ と北 へ

上 が ったんで す。満 州 の奉 天 まで行 きま して、

また下がったんです、貨車の中に閉 じ込め られて。

そ して、ず 一っと下 がりまして、徐州 を越 えて、

浦口 とい う南京の向かい側へ来 ましたんですが、

行 くべ き第116師 団の司令部 は安慶 とい うとこ

ろにあ ったんです。そ して、転属 先の第109連

隊は東流 とい うところに駐在 していた。 それで、

我 々初年兵は東流へ行ったんですが、東流 におっ

た はず の109連 隊 は洞庭 湖の西 にあ る常徳城 の

攻撃 に全部参加 してお ったんです。東流 も留守

だったんです。

留守 だ けれ ど も、本籍 の部隊 にここで初 めて

入 りまして、 まだその ときにも50人 まとまった、

最初 の メ ンバ ーで。指導 教官 はかわ りま した。

白井 とい う少尉 で した。後で戦死 され ま した け

どね。 それ で また訓練 を受 けて、それか ら今度

は訓練途 中で揚子江 を上 が って、漢口の向かい

に油坊嶺 とい うところがある。ここで常徳作戦 ㈹

で勝 って戻 って きた109連 隊 に初 めて会 ったん

です。そ して、 ここで出陣部隊は解散 にな りま

して、約2カ 月一般 の各分隊に分かれて しまって。

西山 なるほ ど、 そこで分かれ るわけです か。

八木 え え。 それで私 は第8中 隊の星1つ の二等

兵 です。そ こで古参兵 に2カ 月間い じめ られ ま

して ね。 「お まえ らはやが て将 校 にな って偉 そ

うな顔 をす るん じゃろ う。 なぐって お くな ら今

の うちや」 なんてい うて、何で もない ことでな

ぐられた りなんか して。 それが昭和19年 の3月 、

4月 です。

そ して、そ こで幹部候補生(49)の試験 があった。

それ を受 けま して幹 部候補生 に通 りました。通

らなか った者 は一般の兵卒 です。 そ して、幹 部

候補生 に30人 ぐらい合 格 したんです けども、甲

と乙 に分け る試験 が半 月ほ ど後 に また ありま し

て、 甲種 と乙種 に分 かれた。甲種 が将来の将校、

乙種 が下士官 です。甲種 にな った者は16、7名

だ った と思います。

その と き学校 が南京 にあったんです、予備 士

官 学 校(50)が。 そ して、甲 種 幹 部 候 補 生 の16、

7名 だけが また揚子江 を下 り南京 に戻 りまして、

ここで19年5月 か ら12月 まです ごい訓練 を受

けたんです。

その ときに、第109連 隊 は油坊嶺 に お りま し

たけども、湘桂 作戦(51)が始 まった。私 たちが こ

の学校 で訓練 して いる ときに部 隊は これに参加

したんです。私が もしも乙幹 にな ってい た らこ

れに参加 したわけです。私 らだ けが幸 いに も免

れた ために生 き残 れ たわ けです。 そ して、連 隊
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【地図1】EI中 戦 争期 の 東ア ジァ (八木通夫 『軍国昭和 と私』より)
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は宝慶に駐在したんです、作戦が終わってから。

駐在 というか警備ですね。

そ して昭和19年12月 に私は士官学校 を卒業

しまして見習士官になりましたが、同期生の中

から私と塩見悦夫君の2名 が将来情報要員将校

となるべ く、その受講のため南京の総司令部に

残 されまして受講が始 まりま した。ところが、

小隊長クラスが先の湘桂作戦で多く戦死 された

ものですから、次の韮江作戦のために早 く補充

を要するということで、もっと長い期間受講の

予定が急に1カ 月で中止され、私は途中で第一

線に引っ張り出されたものと思っています。

それで、塩見 と2人 で、龍山丸 とい う3000

トン弱の貨客船に便乗 してまず漢口まで追及 し

ようとしました。ところがその船が九江近 くの

揚子江でぽかん と浮遊機雷 にぶつか りまして。

重慶から浮遊機雷 を流 していたんです。

西山 川に浮かんでいるわけですね、機雷が。

八木 浮かんでばかばか流れて くる。ちょっと当

たるだけで破裂する。忘れもしない昭和20年 の

1月27日 に、 しかも夜中、寒い真っ最中にが一

んとやられまして。乗 っていた兵隊は皆やられ

ましたけど、私 と塩見は追及のため上甲板の個

室にいましたので助か りましたが、私の眼鏡が

衝撃で割れて吹っ飛び、また右肩に柱が倒れて

きて長 く右腕が不自由で した。また父から送金

して もらっていた1200円 とい う当時の大金で

12月 に南京で調達 した私の軍装品を詰めた将校

行李が私の身代わ りになり、わずか1カ 月私の

手許にあっただけで揚子江の藻屑となりました。

そして漢口にやっと着いたんです。

ところが先に南京を出発 した同期生たちは漢

口でまだ滞留 していたんです。その当時、それ

より先は敵情が悪 くて進めなかったのです。長

沙 とか衡陽の敵の飛行場は先の打通作戦で日本

軍に取 られたものだから、韮江にアメ リカが強

烈な飛行場をつ くったんです。それでここから

ぶんぶん飛んできたりなんかして。

その当時はちょうど沖縄戦が始まりかけて、

もう次は本土だと。あるいはひょっとしたらア

メリカ軍が上海の方へ上陸してくるかもわから

んから、それに対抗す るために日本軍は上海方

面に移動集結 しつつありました。ところが我々

第116師 団は益江飛行場の近 くまで進んで きて

おり、飛行場か らの激 しい攻撃を防ぎ友軍の移

動を助けるため、あえて韮江作戦実施に踏み切っ

たんです。この作戦で10倍 の敵につかまって、

私 も自爆 しようと思ったんですが、逃げて帰っ

てきたんです。それが20年 の6月 です。

そして、その頃に漢口に滞留 していた同期生

16名 が歩いてきたんです。漢口か ら宝慶 まで、

初年兵 を連れて歩いてきたんです。

西山 その見習士官たちがですね。

八木 ええ。つまり韮江作戦に出たのは私だけです。

西山 ああ、お一人だけ。

八木 先に南京の総司令部で情報について受講 し

ていたために、ここでも情報将校と言われてい

ましたので、情報将校は韮江作戦用の地図 を運

べ と命 じられて。「汽車に乗って もよし」とい

うんです。それで、私は汽車で行けると思って

喜び勇んで、塩見 もお りましたから2人 が長 と

なり地図を運んだんですよ。ところが盛んに敵

機の攻撃を受けて夜 しか動けない。 また、とこ

ろどころで線路が破壊 されていて運べないなど、

散々苦労を重ねましたが、宝慶へは苗江作戦開

始の2日 前にやっと着きました。塩見はちょっ

と関係があって師団司令部のほうへ移 りました

ので、私だけが第3大 隊長付になって、作戦に

参加する羽目になりました。

すでに作戦用の編成がで きて しまっていて、

もう行 くところがない もんだから第3大 隊長の

本部付の見習士官とい う変則的な任務 を受 けま

してね。そして作戦に参加 したわけです。そん

なことで、同期生の中で私だけが参加 した。死
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ぬこ とをたび たび覚悟 した1ヵ 月半に及ぶ悲惨

な作戦で した。

そ して、作戦が終 わった ころに残 り15名 が歩

いて きたんです。 それで、初年兵 も来 ま したの

で ここで また新編成 にな って、私 は第3大 隊の

第12中 隊の 第3小 隊長 に なった。初め て50名

ほ どの部下がで きたんです。それ まで部 下はな

かったわけです。 それが昭和20年 の6月 です。

それで、敵が また攻 めて くるといかん か らと

い うんで、6月 か ら8月 まで宝 慶の近 くの 山で

暫壕 掘 りを一生懸 命や りま して。暑 い最 中、真

夏 に裸 にな って2カ 月間、 タコつ ぼ掘 りです。

そん なことを してい るうち に終戦 になったんで

す。

それで、宝慶か らまた洞庭 湖 まで歩 いて まだ

武装 を した ままで撤退 しま して。洞庭湖 の南に

呉伏 とい うのが あるで しょう。 ここで武装解除。

そ して、呉伏 で抑留 生活 が始 ま ったんです よ。

昭和20年9月 か ら21年 の6月 まで捕 虜抑留生

活。 そ して、21年4月 末にい よい よ帰還 だ とい

うこ とで、無 蓋貨車 に詰め込 まれ ま して、真 っ

直 ぐ上海へ 行かせて くれ る と思 った ところが違

うんです。北 へ上が りま して、楊子江 を越 えて

まだ北上す るんです よ。「おい、 どこへ行くんや。

ソ連へ 行 くの と違 うか」 と心 配 しま した が、黄

河 の手前 の鄭州で朧海線 に乗 りか えて東へ行 っ

て、徐州 で ま た津 浦線 に乗 りか えて南下 して、

南京 を経て5月21日 上海 に着 きま した。 そして、

上海 で順番待 ちでや っと6月20日 に船 に乗 って

鹿 児島へ着 きま した。

だか ら、中国 に2年 と7ヵ 月 ぐらいお ったん

ですね。 うろ うろ しましたか ら。 これが私の軍

歴 のすべて なんです よ。大体 おわか りい ただけ

ま したか。

西山 わか りま した。

(2)入 営 ・訓練

西山 そう しま したら、軍隊に人ったところに戻 っ

て いただいて、少 し具体的 に伺 っていきます。

八木 その 前に私 が学 徒出陣が決 まった ときに父

か らもらった ヂ紙の ことをお話 し します 【写真

5】。

【写真5】 八木政太郎氏(通 夫氏の父)よ りのr紙

西山 はい。

八木 宛 先の滋 賀県高島郡今津町 とい うのは、父

が生 まれ た ところで、 ここか ら父が 八木家へ 養

子に来たんです、,私はいつ も夏休み とか学 年の

か わると きには ここへ 勤労奉仕で 手伝 いに行 っ

て おったんです。 そ こへ速達で送 って きて くれ

たんです、学徒出陣になったとい うことを鉛筆で。

父 は 手紙 を こんな鉛筆で 書 くの は初 めてです け

ど、走 り書 きで、今夜の ラジオの ニュー スで 東

条 さんの こんな演説{52〕があったと書いて きて く

れ たんです,

西 山 そ うす ると、 これは まだ軍隊 に人 られ る前

ですね,

八木 はい、 そ うです。
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西山9月 の下旬にラジオの放送があって、それを。

八木 日付 を見ますと18年9月22日 と書いてあ

ります。

西山 ああ、そ うですね。9月22日 夜11時 。ま

さにラジオ放送を聞かれて直後ですね、これは。

八木 ち ょっと読んでみてもいいですか。最初は

家族のことを書いていますが 「君は本 日午後七

時半の ラジオを聞かなかっただろう。是非君に

聞いて もらいたかった。それは、この苛烈なる

戦局の現段階に処する帝国の一大覚悟 と、凡て

を決戦態勢に力強く切 りかえの必要 あり、これ

を全官民に徹底すべ く、東条首相の七時半から

八時に至 る半時間の悲壮極まる大演説があった

のです。そして九時のニュースには、内閣情報

局からこの具体的な大綱が発表されました。即ち、

この戦争を飽 くまで勝ち抜 くためには、飛行機

の超大量生産に逼進する国内態勢とする。これ

がために、

一、官庁事務の一層の簡素化。

二、国民動員の強化 と女子動員及び学生生徒の

戦線への転換。即ち、学生、生徒の徴兵猶

予制の一時停止。文 ・経 ・法科の教室一時

閉鎖。但 し、理 ・工 ・医 ・農科は徴兵猶予

制を継続実施。

三、国内防衛の強化。重要都市の人口疎開。官庁、

学校の建築物の重点使用。

四、各統制会社、組合等の統合整理。

五、陸海運輸の強化。

以上の五項目による画期的決戦態勢とい うも

のです。予て覚悟の上ではありますが、いよい

よ最後の処まで到着 したという気持ちです。今

更 らじたばたす ることはない。折角の勤労奉仕

を充分 してお帰 りなさい。明二三日付新聞は是

非熟読を勧めます。

右、疲れた体で乱筆 しました。皆々様によろ

しく。当方一同無事」という手紙をくれたんです。

それで初めて、ああ、これは大変なことになっ

たなと私 は思い ま した。

そ うい うふ うなことがあ りまして、そ して軍

隊へ入 ったんです

西 山 最初 、京都 で入 られ た ときには学 徒ばか り

だった とい うことです けれ ども、内地 にい る間

はど うい う訓練 を してい ま したか。

八木 それ は、別府中尉の もとで、深草の藤森だっ

たんです。その向かい側 に練兵場があったんです。

深 草練 兵場 とい うのが。 今は もう住宅 地 になっ

ていますけど。 そこで訓練 を受 けた。訓練 といっ

ても戦闘訓練ですよね。 これは学校教練にちょっ

と毛の生 えたよ うな もので したけ ど。夜 間訓練

もや った し。夜や ってい ます と京阪電車 が明か

りをつ けて通 るんで す よ。 よ う見 えるんで す。

あれに乗 った ら40分 ほ どで家 に帰れ るの にな と

何遍 も思い ま したね。

そ して、 ち ょっ と した部品 を落 として も腹 ば

いで探 させ られ た りしま したが、 これは まだ学

校教練 にち ょっと毛の生 えたよ うな訓練です。

西 山 そ うす ると、 それ は将校 としての訓練で は

な くて、一兵卒 と しての。

八木 一兵卒、それ は戦 闘訓練 ですか ら。敵 と撃

ち合 い をす る。指揮 的 な もの じゃない んです。

兵 隊 としての戦闘能 力の向上のための訓練です。

西山 先ほ どおっ しゃった よ うに、す ぐ幹部候補

生の試験 を受 け られ るわ けです け ども、 この段

階か ら受 ける ことが前提 とい うこ とで はなかっ

たのですか。

八木 それ もう、学校教練の合格票を持っていたら、

当然、受 けう とい うこ とにな る。特異 な人間だ

けは ノー と言い ま したけ ど、当時 として は中学

よ り上は高等教育 なので、高等教育 を受 けた者

は幹 部候補 生 とい うことが大体 みんなそ うだっ

た ものです か ら。

西 山 では、 その60人 は試験は受けるということは。

八木 つ も りだった と思い ますね。 それで集 団訓

練 をやっておったんです。分 けないで。
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西 山 大陸 に渡 られ るときに行 き先は知 ら され た

ので しょうか。

八木 それが わか らなか った。大体116師 団 とい

うの は16師 団の後 でで きた んです。16師 団が

もともとの。それ はフ ィリピンへ行 って いるん

です よ。 フ ィリピ ンでや られ て お る。 そ して、

116は 恐 ら く中国 だ ろ う と言 うて いた け ど も、

正式 にはわ か らん。だけ ども、私の父が高島屋

でその当時部長 クラスでおりました もんだか ら、

高島屋の部下で昭和14年 ごろか らもう赤紙で取

られ て軍隊 に入 られ た人間 がいるんです。その

うちまだ内地にい る人は 日曜 日は自由に外出で

きま したか ら、曹長 とか軍曹が高島屋 まで出て

きて、父 と話 を してい る、 それ を聞いて父が大

体私 は中国 じゃないか とは想像 しておった ら し

いけれ ども、正式に中国へ 行 くとい うことは誰

も言わん し、 また言 えないんです。防諜が厳 し

い ものです か ら。 だか ら、わか らん とい うこと

が本 当で したね。

西山 なるほ ど。 出発 され るときには、ご家族 と

会 う機 会が あったんで しょうか。

八木 それ が あったん です。別れ の と きは ま た、

父 が熱心 に ノー トをつ くって くれ ておったんで

す。 ノー トには私が入営す ると きの饅別 も書か

れ ています 【写真6】 。

西山 これ はご近所の方たちか らですか。

八木 軍 友会だ とか、 ご近所の 方 とか、高島屋関

係 も案外 多いです ね。 お金 だけ じゃな しに、 当

時はぜ ん ざいとかす るめ とか、 こんな ものが貴

重品だ ったんです よ。柿 とか こんな もの を送 っ

てね。

西 山 この ころは、 こ うい うことをす る もの だ っ

たんですか。

八木 そうです。いい ものをお見せ したいんですが、

【写 真6】 八木政 太郎 氏 の残 した ノー ト、 通夫 氏 入営時 の鰻 別 が記 され てい る。
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こ うい うもの をも らうと同時に、 これは父が残

しておいて くれ たんです。 これ は何 だ と思い ま

すか 【写真7】 。

【写真7】 歓送会の際に用意されたのぼり

西山 のぼ りですね。

八木 これ はのぼ りです よ。 こうい う もの をね、

高 島屋 が くれ たん で す。 「祝」 と書 い て あ る。

こうい うもの を立 てて、み んな送 って くれ るん

です。 こんな もの を持 って、そ して万歳、万歳

とい うてみん ながず っ と送 って くれ るんですか

ら、嫌 とは言 われ ない。

西 山 入営時の見送 りの場所 は、地元の駅 ですか。

八木 これは私の 自宅の近 くに小学校 が ありま し

て、小学校 で歓送会 をや って くれ たんです。運

動場 に集 まって。

西山 錦林小学校ですか。

八木 その当時は御池 に住ん でいたんです。その

地区 に銅駝 小学校 とい うの があ りま して、そ こ

でや った。 そ こか ら河原町三条の朝 日会館 まで

送って もらった。

西山 これは八木 さんお一人のためにみんな集 まっ

て。

八木 私一人のために。こんなことやったんですよ。

西 山 その と きは何か ご挨拶 を。

八木 ああ、 もうその場 で。

西 山 や は り立派に戦 って きます とい うよ うな。

八木 そ う言 わ ざるを得 ない。み んなそ う言 うこ

とになっていた もんだか ら。

そ して、 ノー トの ここに完 全軍装で 前線へ 出

て行 くときの東本願 寺境 内での家族 との最 後の

別れ につ いて、 こんなに書いて あ ります 【写 真

8】。

西山 東本願寺 でだったのですね。

八木 東本願寺で。当 日は軍隊か ら完全武装 して、

深 草 か ら東 本願寺境 内の広 場 があ るで しょ う。

ここで編成 がえを しまして、そ して汽車 に乗 っ

て出てい ったんです。家族 との面会時間 はわず

か50分 だけで した。

西 山 入営 してか ら初めてですか。

八 木 その前 の 日に も う1日 と、2日 間続 けて。

普通、兵隊は 日曜 日は外出がで きたんだけども、

我 々は学 徒組の団体です か ら、 日曜 日も外出で

きなかった。

西 山 「家庭 よ りの携 行の食品等 も自由な りとの前

日の 予告」 とノー トに あるよ うに、家 か ら食 べ

物 を持 って きて くだ さったんですね。

八木 持 って きました。

西山 そ うす る と、一緒 に入営 した方 々は大体 京

都の方 たちばか りで、ど この ご家族の方 も同 じ

ように見 えて。

八木 そ うそ う。同 じよ うな状態 です 、みん な。

それ までや っぱ り腹 が減 るんです よ。軍隊の 食

事 とい うのは。

出発の 日の ところをち ょっ と読んでみ ま しょ

うか。

西 山 お願 い します。
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【写真8】 八木政 太郎 氏 の残 した ノー ト。11月26日 の 家族 との別 れ につ いて くわ し く記 されて い る。

八木 「い よい よ今 日は通夫 が晴の征途 につ く吉 日

であ る。我 が家庭 にとっては一大記念 日である。

今 日朝の七 時か ら八 時までの一 時間、東本願寺

境 内で公然 の面会 が さし許 され、家庭 よりの携

行の食品等 も自由 な りとの前 日の予告 に、今 日

こそはと家内中、一生懸命の準備大多忙 である。

これがため、昨夜 は妻 えんも典枝 も全 くの徹 夜

でい ろい ろの もの を調理 して くれ たの であ る。

統制 強化の今 日、 これ だけの ものが整 った こと

は実 に奇跡 と もい うべ きことで金 では及ぶ とこ

ろで ない。全 く人間の一心一 出征 す る通夫のた

めに一 との真心 は恐 ろ しい もので ある。今、そ

の品々を列 記 して おくと、

おはぎ一〇個 、す し二五個、鶏卵煮ぬ き五個 、

甘栗瓶詰め一瓶、鮭缶詰め二個、む しパ ンニ○個 、

富有 柿三個、つ る し柿一 〇個、蜜柑二 〇個、わ

らび餅 一 箱、 亀末 生菓 子一 〇個、す るめ二 枚、

あめ玉、干菓子 、大根煮物 、ほうれん草おした し、

番茶

以上の品々である」これが貴重品 だったんです、

当時は。

「その原 料は何 れ も今 日の 日を見越 して少 し

つつ貯 えたもの や、富士 さん宅 で心 配 して頂 い

た砂糖 、わ らび餅、 あめ等、 それ に江州か ら頂

いた柿 、配給 の菓子や蜜柑 、それ に妻が特 別苦

心 して くれ た亀末 の菓子 な ど、何 れ も貴重 な る

苦心工風 の もの ばか り。卵 の煮 ぬ きは典枝君 の

心づ くしによる宅 の鶏 の生んだ もの。 これ らの

材料で徹夜で苦 しい ともいわず、通 夫に食 べ さ

せてや りたい との真心一杯 でいそいそ と調理 し

て くれた女達の努 力、や さしさには全 く頭 が下

がるのみ。 これで こそ、勇士は一命 を捨てて 『醜

の御楯』 となれ るので ある。

さて、 これ らの品 々を、 それ ぞれ の工夫 に よ
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る容器 に入 れて、通夫 が車 中 に持 ち込 む もの、

面会場で食べ る ものに分 けて、数個 の風 呂敷 に

包んで準備全 く成 りしは朝 もまだ暗 き五時で あ

る。一 同起床 。今 日は悦 子 も、満 も、明 生 も」

これ は 弟、妹 です わ。 「飛 び起 き て仕 度 す る。

五 時半、一行七 名で宅 を出る。六時過 ぎ、兵 隊

は行進 して来 る。一隊 また一隊。 しか し、通 夫

は見 えない。幾 隊かの後の学生部隊 の中に通夫

はいた。分隊長 として勇 ましくやってきた。あっ、

通 夫君だ、お兄ち ゃん だ と群衆 に混 じって大声

で家内中の者が叫 んだ。私 も手 を上 げて叫んだ。

通夫 も喜び勇んで手 を上 げて これ に答 えている。

門内 に入 ってか ら約二時間、混 雑 はます ます激

しくなる。兵隊は整列のままあちこちと移動 して、

通夫 の姿 を また して も見失 う。兵隊 は各部 隊か

ら集 まって来たの を、 ここで輸送部隊 を編成 し

ている らしく、仲 々時間がかか る。

八時一〇分、漸 く解散 の命令 が下 った。九時

まで で あ る。一 時間足 らず だ。 さあ この間 に、

せめて家庭 の味 を、香 りを、皆 の真心 をあ りっ

た け与 えて、通夫 に最 後の?満 足 を与 えたい と

本願寺境 内お茶場 の一角 に陣取 って、家 内中取

り巻 いて前 記の ご馳走 を開 いたので ある。富士

さん も結構 なお はぎや菓子 な どを用意の上、先

刻 か ら頑張 って いて くれるのであ る。通夫 は先

ず背 嚢 を下 ろ して くつ ろ ぎ、ご馳走 を片 っ端か

らうまい うまい といって食 べて くれ る。食べ る

方 も食べ させる方 も皆満足だ。 いつ もならだまっ

て はい ない筈 の悦子 や満や明生達 も、今 日こそ

はお兄 ちゃんの出征 の饅 だ とこの ご馳走 を欲 し

が りもせ ず、か えって、い ろい ろとお世 話 をや

いてい るの もい じらしく、実 に美 しい兄弟愛だ。

祖母 や妻は 目頭 を熱 くしなが ら、何 くれ と抱 き

つ きもしたい面持で、一生懸命でいたわっている。

附近の人 々も混雑の 中か らこの有 様 を眺めて い

る。何 とい う清 らかな美 しい愛 の発露であろ う。

まだ時間 は一 〇分あ る。 これ も食 べ な さい等 と

次 々に勧 め るが、通夫 も今 日こそは満腹 した ら

しく、 とて も喜んで くれ た。入営 して二〇数 日

後 の昨 日と今 日の二 回だけの面会だ もの、 それ

は嬉 しいに違 いない。

かくす る内に制限の時は来た。最後のお別れだ。

用意は よいか、持物 は持 ったか、身体 に気 をつ

けてね。一命 は惜 しむな、但 し無駄死 はす るな。

元気で征 け、頑張 ってや って こい。で は さよ う

な ら。通夫君万歳!と 家内中の激励の声 に送 ら

れ て、通 夫 は元気 に笑 って 『皆 さん お元 気 で、

お祖母様 もお母様 もお体 に気 をつ けて、では有

難 う、 さよ うな ら』 と我等一家 団樂 の傍 を離れ

て隊伍 に加わ って いった。見 送 り人の大混雑の

中に兵隊 は整列 して いる。通夫 はむこうにいる。

時々 こち らを向 いて笑 って合図 を している。 こ

ち らも手 を振 り旗を さし上 げては別れ を惜 しむ。

やがて九時一〇分、最後の命令一下、隊列は堂々

と本願寺 前 を出発 だ。 ああ、 いよいよ征途 につ

くのだ。通夫の隊も動 き出 した。今門を出て行 く。

通夫万歳 、お兄 ちゃん万歳 と最後 の声援歓 呼 に

送 られて通夫 はと うとう勇躍 征途 にのぼ り、 そ

の影 は門 に隠れ たので ある。

ああ、 もう征 って しまった。 これで 当分、或

い は、永の お別 れだ。征 く先は何処 か、 どの道

を征 くの か一切 判 らない。 この戦争 に勝つ ため

の大 計画 に繰 りこまれた小 さな一分 子で あ る。

ただ、何処 に行 こ うと、何時到着 しよ うと、道

中や先 々で無事で あって くれ ることを、神か け

て祈 るのみで ある。通夫はとうとう征 って しまっ

た。後 に混雑の埃 に まみれて、朝 か らの余 りの

感 激 に誰 も彼 も目頭 を赤 く腫 らした顔 で、気抜

けが した様 に、 ただポ カンと している。母 のえ

ん も一入の面持 ちだ。抱いてい る我 が子 を取 ら

れ たかの状 態で ある。無理 もない。悦子 も泣 い

ている。典枝君 も泣いている。祖母 も泣いている。

私 も不覚 なが ら涙が出て しかたがない」

こ うい うふ うな状態ですね。

一71一



京都大学大学文書館研究紀要 第12号2014年

それで、私 もこうい うた くさんの食べ物 を持っ

て汽 車 に乗 りま して、 ほかの戦友 た ちも同 じこ

とですわね。 だか ら、佐世保 までの汽車 は、わ

いわいがやがや と、 お互いに弁 当を出 し合 って、

本 当に修学旅行 に行 くみたいな形で した。

ところが、釜山へ渡 る ときは もうこの辺 に米

軍 の潜水艦が来 ておったんです。本当 に注意 を

しません とば ば一ん とや られ ますか ら、監視 を

しもって行 きま した。 それ が大体 出征時の とき

の状態 です。

西山 わか りま した。

話 を少 し先 に進 め ますが、幹 部候 補生受験 のあ

た りの話 を伺 い ます。最終 的には甲種 になった

の は全 体の 四分 の一 ぐ らい にな ります ね。16、

7名 とい うことです か ら。

八木17、8名 ぐ らい だった と思い ます ね。

西山 か な り難 関です ね。 どんな試験 だったか覚

えてい らっ しゃいます か。

八木 難関ですね。それが全然覚 えていないけども、

あの ときの軍 隊 とい うのは非常 に精神主義 です

か らね。恐 らくは陸海軍軍 人 に賜 りたる勅諭 だ

とか、 そん なもの を言 わ された りなんか したん

じゃないか と思いますね。

西 山 何 か筆記 の試験 が あ ったわけで はな くて、

それ こそ暗唱す るよ うな、 そん な感 じの。

八木 それが具体的には全然わからん。忘れ ました。

西 山 軍隊 に入 って まだそんな に年 月 もたってお

りませ んので、軍 の技術 的な ことを問 う試験 で

はないですね。

八木 ああ、 そんな試験 じゃな いんで す。つ まり

精神的な、将来、将校 としてで きるかど うか を。

統率力が あるか どうかなんかを。

それ と、案外や っぱ り学校 を中心 に してい ま

したね。京大 か らはあま り来 ていなかった。60

人の 中で恐 らく京大生 は4、5人 しかお らんの

じゃないですか。あ とで情 報将校 に選 ばれたの

も私 と塩 見悦夫 とい う男 です が、塩 見 も三 高、

京大 です。京大 の法学部です。私 とほ とん ど同

年配 です ね。 園部 の もうち ょっと向 こうの中学

校 を出てい ます。その2人 が選 ばれ てい るんで

すね。 そ うい うところがや っぱり判断の底 にあっ

たん じゃないです か。 それ と、学校時代 の教練

の成績 とい うか報告です ね。試験 はせ ん といか

んか らして、大体 そ うい うことが選定 の基礎 に

あったと思い ます。

西 山 なるほ ど。わか りま した。 それで、南京 で

予備士官学校 に入 られ るとい うことで、そ こで

は具体的に どうい う訓練 を。

八木 保定 とい うところがあ るんです。北 支のほ

うに。保定 に予備 士官学校 があったんです。 と

ころが、私 らのときにはもうその保定 じゃなしに、

もう一つ増 や した んかな。南京 の方 は もともと

下士官 を訓 練す るところだった。下士 官の訓練

所 だった ところで、 この 当時保定 だけ じゃな し

に士官 も訓 練す るよ うに しまして、そ して そこ

で訓練 を受 けま した。 私は幹部候補生の第11期

なんです。10期 まで は保 定 だったんで す けど、

11期 か ら南京 の予備士官学校 で訓練 を受 けま し

た。金陵部隊 といい ま したね。

そ こで各中隊、歩兵 とか大隊砲 とか連隊砲 と

かみ んな各科 に分 かれ まして、歩兵は小銃 と軽

機 関銃 で しょうね。私 の記」1意で は3中 隊、4中

隊 と、それに6中 隊が あ りまして、中隊長 は大

体少佐 、区隊長は学校の担任み たいな もので大

体 中尉です。私 は第3中 隊の第4区 隊、区隊長

は 目崎 とい う中尉 で、 中隊長 は井藤 とい う少佐

で した。そ こには区隊付 の少尉 も片岡 とい う人

がついて おりま したけどね。 そこで50人 ぐらい。

写真があるんです 【写真9】 。 これが第4区 隊。

西山50人 ぐらいはい そ うですね。

八木 黒 い腕 章巻 いてい るで しょ う、私 が腕 に。

これは取締役候補生 といって、いわば組長 なん

です。京大 出 が私 だけなんです よ、 この ク ラス

では。そ うす ると、や っぱ り京 大 とい うの は何
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【写真9】 南京の幹部候補生隊時代の集合写真。前から3列Fl左 端が八木氏。

か効 くんかなと思 って。

西 山 なるほ ど。 この11期 は全部で何 人 ぐらいい

るんですか。

八木1区 隊50人 と して歩兵 は4区 隊 あ りますか

ら歩兵 は200人 ほ どにな りますね。

西山 や っぱ り数 は歩兵が一番 多いんで しょうね。

八木 はい、歩兵 が一番 多い。 あとは大隊砲 とか

連隊砲 とかそ うい う科 目が、第4中 隊 とか第6

中隊。第6中 隊はた しか大隊砲で した。

西山 そ うす る と、全部で300人 ぐらいですかね。

どうなんで しょうかね。

八木 う一ん。そ うですね。200人 に50人 、50人

で100人 で、合計300人 余 りで しょうかね。

西 山 な るほ ど。その 中で今 お っ しゃったよ うに

京大 とか、あるいは東大 とかは非常に数が少ない。

そ ういう人たちがや っぱ りこの中の核 とい うか、

リーダー的 な役割 を。

八木 中には、そ うでない人 もお りますが。

西山 そ うい う例 が多かったとい うことですか。

八木 う一ん。判断の 基準 にはあ ったん じゃない

か とは。 これは想像です よ。

西山 わか りま した。

八木 これがもう本当にす ごい訓練。 戦闘訓練ばっ

かり。南京の場外で、原 っぱのところで毎 日毎 日、

しか も5月 か ら12月 まで ですか ら真 夏です よ。

南 京の夏は暑 い。 スズメが家の屋根 に とまった

ら焼 き鳥 にな って転 げ落 ちて くるとい うんです

よ。 そ うい うこ とを言 われ た。それ ほ ど暑い。

それを汗 み どろに なって、突撃訓練 か らもうは

いず り回 ら され ま してね。

西山 それ1よ 内地での訓練 とはや っぱ り違 って。

八木 ああ、それ は違い ますね。夜間訓練 も多い し、

斥候 だ とか、それか ら遠 くへ歩 いて いってか ら

の訓練 とか、それは内地 とはるか に違い ます。
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西 山 いずれ見習士官 になって、そ して小 隊長 ク

ラスにな ることが期待 され ていた と思 うんです

け ども、やは り訓練の 中身 もそれ に合 わせ たよ

うな、小 部隊 を指揮す る、 そ うい う訓練 とい う

ことで しょうか。

八 木 そ うい う訓練で す。 かわ りばん こに小隊長

をや らされた り、中隊長 をや らされた りしてね。

ここ、今 どうす ると聞かれて。そのほかは普通

の兵士で、要 は交代 で役につ くんです。今 日は

小隊長 は何 とか候補 生 とい うよ うに。今度 の演

習の大隊長 はお まえとか。そ して指揮の訓練 を

受 ける。そ うい う訓練 を受 けま した。

西山 なるほど。家族 とのお手紙のや りと りはで

きたので しょうか。

八木 ああ、 ここではで きま した。 この学校では。

もちろん検 閲はあ りましたけどね。

西 山 もちろん元気です よとい うこと しか書 けな

いわ けです よね。

八木 それ はそ うです。内地か ら新 聞 を送 って く

れ て おっ たんです よ、父 が この学 校 まで。 「何

時モ送 付 シテ戴 イテヰル 新聞ハ、都合 ニ ヨリ止

メテ頂キ タク思 ヒマス。悪 シカ ラズ」 とこの葉

書に私は鉛筆 で書 いて あ る 【写 真10】 。 これ し

か書けなか った。 とい うの は、本 当は もう卒業

して これか ら第 一線へ 行 くか ら、 もう送 って く

れ るな とい うこ とを書 きたか ったん だけど、 そ

の理 由は書 けない。 だか ら、父 に してみた らお

か しいな と思 ってね。何 だろ うと思 ってお った

ん だけ ど。それ か ら もう全 然音信 は不通 です。

復員する まで。

卒業 して 見習士官 に なって か ら1カ 月、南京

の総司令部で情報将校 の教習 を受 けて おったで

しょう。 その と きは父 と葉書のや りと りを して

い ま したか ら、父 は私 が支那派遣 軍の総司 令部

で勤 務 してい る と思 って いたん です。だか ら、

南京 にいるんだ った ら早 く復員 して帰 って くる

の に、何で1年 間 も帰 って こんのや と。一体生

【写 真10】 南京 か ら家族 に 送 った葉 書。

きてい るのか死んで いるのか どこへ行 って いる

のか不明 とい うことですね。そ うい う状態 だっ

たんです。

西 山 な るほ ど。 ちょっ と話は違い ます が、訓練

もお休 みの ときはあるんで しょうか。

八木 あ ります。 あ ります け ども、舎外 には出 ら

れない。

西山 では、その 日は洗濯 を した りとか。

八木 班内で友人 同士 ダべ った り武器の手 入れ を

した り、 そ うい うことですね。外へ出 して くれ

ません。

西山 そ うですか。

昭和19年 で、戦局が大分動いてい ますけ ども、

そ うい う状況 とい うのは何 か情報 は。

八木 これ も、時々話 も出 ま して、 まだ新聞 も取

れ ま したか ら大体分 か りますが、内地 と同 じよ

うな状態 で、本 当の ことなんか書いてないか ら。

西 山 ああ、そ うですか。新聞でわ か る程 度の こ

とだけだ った と。実際 はこ うであ るとい う話 が

例 えば教官か らあった とか、そ うい うことは一

切ないのですね。
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八木 ああ、それはあ りません。

西 山 それで、卒業 をして本隊 に合流す るはずで

あったのが、情報将校 に指名 を され た とい うこ

となんですけ ども、具体的 に情報将校 とは何 を

す るもの なんで しょうか。

八木 それ がね、わずか1カ 月 しかや ってい ませ

んか ら、本 当の教育は受 けてないんです。 ただ、

名前 が情報 としての教育 とい うことで、私 と塩

見 と、連隊 か ら2名 だけ残 れ と言 われて、あ と

の15名 は先 に原隊へ追及せい とい うことで。

西 山 ほかの連隊か ら来てい る方 たちとかは。

八木 ええ、ほかの連隊 もみんな一緒です。

西 山 や っぱ り何人かずつ 選ばれ て。

八 木 ええ。109連 隊 か らは2人 です。ほ かの連

隊 もあ ります か らね。総司令部 ですか ら、恐 ら

く30人 ぐらいおったん じゃないかね。みん な連

隊で選 ばれ た人 間ばっか りがね。それで、何 を

習 ったか と思 い出 します と、例 えばP-51と か

P-40と かB-29と かB-27と かの飛行機の飛 んで

い る姿 を見て、 あれ は何 の飛 行機 だ とか、 あれ

は偵察機だ とか爆撃機 だ とかそ うい うこととか、

それ か ら暗号 の解 読 だ とか、それ か ら中国人、

兵 隊で ない、つ ま り普通の 良民 の中国人 に対す

る話 し方 とか、 そこか らの話の聞 き方 だ とか。

西 山 宣撫工作 と言われ る。

八木 ええ、そ うです。宣撫工作 とか、その程度

は習 った覚 えはあ るけ ども、それ以上の こ とは

恐 らく教 えよ うと思 って お ったん だけれ ど も、

打通作戦で ほとん どの下級 将校 はや られ た もん

だか らそれ どころじゃな しに、第一線へ早 く送

ろ うとい うことで私 は途 中でや め させ られ た、

中断 したん じゃないか と思 いますね。

西 山 中途半端 な形 で教育が終わ った とい うこと

ですね。

八木 ええ。 だけ ども、名前 だ けは何 か情報 とい

う名前 がつ いてい ます か ら、苗江作戦 の地 図 を

輸送 させ られた り。

西山 も し教育 が最 後 まで完結 していた ら、 ど う

い う役割 をするこ とになったんで しょうね。

八木 それはや っぱ り、第 一線 じゃな しに支那派

遣 軍総司令部の何 か一番 端 っぽの仕事 を させ ら

れたん じゃないかな と思 います け どね。1カ 月

じゃ何 もで きませ んわ。

西 山 そ うですね。情報将校 として選ばれ たとき

とか、あ るい は教育 を受 けてい る間 に、 おまえ

たちの任務 は こうい うことで ある とか、 そ うい

うことは別 に言 われ ない。

八木 言 われ ませ んね。

西山 単 に教わ ることを教 わってい くだけとい う。

八木 はい。要 らん ことは あん まり聞 きませ んで

したね。

西山 わか りました。

それで、教育が 中断 とい う形で連隊 を追 及 さ

れ た とい うことなんです けど も、 ち ょっ と話 は

それ ます が、ほかの方 た ちは一足早 くもともと

配属 された連隊に戻 られ るわけですね。

八木109連 隊の将校 と して戻 るんです。

西 山 そ うす ると、 二等兵の ときに しごいた古 兵

が いるわけですね。 そこに上官 と して行 く。そ

の ときの指揮 はうまくい くものなんで しょうか。

八木 い きますね。や っぱ りそ こが、 この軍 隊組

織 とい うのは官僚組織、武器 を持 った官僚 組織

です か ら、上官の命令は絶 対に服従 です。

西 山 星の数で全て決 まるとい う。

八木 そ う。 しか し、 また他の部隊へ の転属 や他

の部 隊か らの転入 も多 くあ りま した。部下 と う

まくい く手段 だったのか も しれ ませ んね。

私 の場合は、幹部候補生の試験 を受けるまで、

油坊嶺 で まだ学生部隊 で各分隊に分かれ る前 に

訓練 を受 けていた ときに、第1分 隊長に松田軍

曹 とい う人 がお りま して、 これがす ごい有名 な

軍曹 だったんです。 この人 にしごかれ たんです。

ところが、見習士官 にな って戻 って韮江作戦

に出 た と きに、 また後 ほ ど話 します けれ ど も、
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青 山界 とい うところで10倍 の敵 に取 り囲 まれ、

敵 陣へ突 撃 した りされ た りしていた とき、私 は

最前線 の中隊へ連絡 に行 きま したが、その とき

その前線 で分 隊長 と して奮闘指揮 してい る松田

軍曹 に出会 い ま した。 そ うした ら、身 を起 こ し

て敬礼です よ、 あの経験豊 か な鬼軍曹 が経験 の

少 ない新任 の見 習士官 で ある私 に対 して。以前

の ことにこだわ ることな く。 そ こがや っぱ り軍

隊は上官の命令は天皇 の命令 と思 えと。 そればっ

か り訓 練 を受 けて おったんですか ら、 そうい う

軍紀 はまだ十分 ありま したね。

西 山 なるほど。わか りました。

(3)韮 江作戦

西 山 の ちに まとめ られ た資料 な どを見 ると、 こ

の作戦 その ものがかな り無謀 な作戦 で、あれは

支那派遣 軍の岡村寧 次 〔53)大将の独走 とい うか。

現場 はか な り反対 を して い た と読 め ます け ど、

そ うい う空気はその当時何か感 じられ ましたか。

八 木 私 らは下級将校 ですか ら、ち ょっとその辺

はわか りませ んけどね。 わか らん けど、私 もそ

の後いろいろな本 を読む と、大分 トラブルがあっ

たみ たいですね。大体、畑俊六 働 と岡村寧次 さ

んは、本 当は首都重慶 を占領 しない とこの戦い

は終結 しない とい う意見 を昭和18年 は じめ頃は

持 って お られたが、当時の戦局の推移 によ りこ

れ を変更 して、前面 の韮江 飛行場 を占領すべ く

作戦実施 に踏 み切 った。 ところが これ は敵 の兵

力の誤算 とわが兵 力への過信 によるものですね。

つ まり、 この頃 はご承知の よ うに インパ ール作

戦(55)は終 わってめ ちゃくち ゃにや られて、 それ

か らビルマの 占領軍 も敗退 した結果、それ ら米

英軍 によって近代 化 され た多 くの航空機 を持つ

昔 と違 った中国軍が、多数 ビル マ方面 か ら転戦

して きて韮 江 を守 って い た。そ こへ116師 団、

京都師団 が正面 を突 いて前面の龍潭司 を占領 し

て、次に況江 という川 を渡河 して韮江へ攻め込む。

その ときには116師 団 だけ じゃな しに、右翼 か

ら第47師 団、左 翼か らは第34師 団 と第68師 団

の二個大隊 も応援 に来て、3個 師団 あま りで韮

江 を攻 め よ うと しておったんです が、応 援部隊

が敵 の抵 抗 に遭 い2個 連隊 と2個 大 隊だ けの応

援 にな って、計画の二分の一 の兵 力であ えて実

施す ることに したのです 【地 図2】 。

西 山116師 団 は孤立 していたわけですね。

八木 孤立 しま した。特 に敵の飛行機の数 は予想

よ りは10倍 も20倍 も多 くて、 しか も韮江飛行

場 か ら戦場 まで6分 ぐ らいで来 られ るんです。

昼 は どんどん飛行機 でや られ るで しょう。行軍

もで きない。

そ して、 ドラム缶 と言 うてい ま したけ ど、油

脂爆 弾です な。 ちょ うど ドラム缶に ガソ リンが

入ってい るんだろ うかな。 それを落 とすんです。

陣地へ どかん と落 ちた らば一っ と飛 び散 って火

の海 になる。 ここは山ですか らね。

西山 山火事 にな るわけですね。

八木 うん、 山火事 にな る。そ うい うこと をやっ

てい た。 だか ら、敵 の兵 力や戦法 に対 しての我

が方の誤算があった と思 います。

この頃 の第3大 隊の状況 が 「第109連 隊戦 闘

詳報」 に記 されて い ます ので、ち ょっと読 んで

み ます。

「青 山界西 方約一 粁高 地要 点 ヲ確 保 中 ノ宇 梶

部 隊(第 三大隊)ハ 三十 日以来通信杜絶 スル コ

トア リシモ五月一 日未 ダ健在 ニ シテ奮 戦 ヲ続 ケ

ー ～二〇 〇米 ノ距 離 二於 テ敵 ト相対峙 シア リ。

一 日一七 時頃 ヨ リ約 六〇〇 ノ敵再 ビ全面 的二逆

襲 シ来 リ、 同部 隊ハ弾 薬殆 ン ド欠乏 シ、一 八時

三〇分頃宇梶大隊長 ヨリ 「大隊ハ生力死ノ境ナ リ」

トノ電報報告 ア リ。 ココニ大 隊ハ再 ビ危険状態

二瀕 シ、全員一丸 トナ リ奮戦 辛 ウジテ陣地 ヲ確

保 セル モ、敵ハ 若 干 後 退 セ シ ノ ミニ テ、彼 我

五 〇～六 〇米二於 テ相対峙 シア リ」

この頃、敵の行動はますます活発になっていて、
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【地図2】 第109連 隊を中心とした韮江作戦経過図

白兵 突撃 による陣地の攻 防が激 しくて、将 兵の

死傷 が相次いで大隊 はたび たび危機 に陥 ってい

ま した。私 は、南京 時代 に家か ら送 られて きた

家族 一同の写真 を大事 に持 ってい ましたが、 こ

れ を二つ折 りに折 り曲 げて、 そ こに手榴弾 を当

てて自爆 しようとしたのは、 この頃の ことです。

その古び た写真 は、無事 に持 って帰 ることがで

きて、今 も手許 にあ ります 【写 真11】 。 これ も

私の青春 時代 の宝物の一つです。

こん な戦局 が続 き、第一線兵 力の消 耗 は甚 だ

しくて、わずか十数名になった中隊もありました。

ところが、5月6日 連隊 は前進攻撃 を取 り止 め

反転せ よ との命 令 を受 け取 りま した。 これ は 日

本軍 には珍 しい英断で した。 しか し、敵 は我 が

軍の反転 に気づ き、総攻撃 を開始 して きたので、

第一線 か らの離脱 は困難 を極 め ま した。撤退す

る道 は谷底 の細 い一本道 しか な く、敵 は退路 を

遮断 して集 中砲 火 を浴びせて きま した。昼 間は

(八木通夫 『軍国昭和 と私』よ り)

【写 真11】 八木氏 が 肌身 離 さず持 ってい た家族 の写 真

山の上で防戦 して、夜のみの退却はなかなか進

まず、兵の中には足 を踏みはず して谷に転落す

る者や道を間違えて行方不明になる者 も出まし

た。

それで後に、中国におけるインパール作戦 が

韮江作戦だと言われています。支那派遣軍が編

成 されて以来55作 戦をやった中で51作 戦が勝

ち戦で3作 戦が引き分けで、あとの1作 戦だけ
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がこの韮江作戦の惨憺たる負け戦だったという

んです。そういう作戦だったんです。初めから

どうも強気一点張りでやり始めたものだから。

ただ、インパールのときは突っ込め、突っ込

めで、全滅 したんだけど、第20軍 の司令官から

もう109連 隊は見捨てろ、そうしないと師団 も

大 きな損害を受けるからと言われたときに、師

団長は、いや断固として109連 隊を救出すると

いって、平地への出口の山門 というところで師

団長の命により、友軍の133連 隊の一部が山門

の外側から援助攻撃をして くれたから平地へ脱

出することができたのです。

この時分の状態を、ある本にちょっと書いて

あるのを私が抜き出 しました(56)。参考 までに読

ませてもらいますかね。

「連隊では、一二 日以来主食が欠乏 し、雑草

と水で餓 を凌いでいる。疲労困態その極限にあ

る衰弱 した体に鞭打ち、目的地に到着後は休む

暇 もなく壕を掘 り、陣地を構築 しなければなら

なかった。しかし、壕 を掘る高地には岩石地帯

が多く、携帯用具である円匙や十字鍬が少ない

ため、兵たちは帯剣、鉄帽を鍬に替えて掘 り続

けなければならず、空腹 を抱えて血の出るよう

な重労働であった。所詮は応急的な野戦陣地で、

米空軍の新戦術によるガソリンタンクを主体 と

する焼夷弾攻撃にも極めて軟弱で防ぎようがな

かった。

韮江飛行場か ら五分 もかからないような至近

距離にあるわけで、米機は次々と交替 をして往

復 しながら、 日の出か ら日没まで上空 を旋回 し

続け、林で も草むらでも焼夷弾攻撃で焼野が原

と化 し、火焔に襲われ壕外に飛び出 した兵たち

は四周の制高地点で待ち構 えていた敵の機関銃

の標的となり、次々と倒れていった。

敵は圧倒的な優位を誇 り、瀧寺連隊の弾薬の

欠乏 を承知 していたから、何十組にも編成 され

た中隊単位の突撃隊が恐れ気もなく、自動火器

を連射 しなが ら反復 して各隊の陣地 に突入 して

来た。

これに対す る瀧寺連 隊の防戦 は、 もっぱ ら銃

剣 を武 器 とす る白兵戦 が主体 で あったか ら、敵

の攻撃 を受 ける毎 に一方 的に死傷者 が壕 を埋め

ていった。

玉砕 も已むを得 ない との深刻 な考 えが連 隊本

部 を覆 った。 弾薬 な く、糧食 な く、残 り少 ない

兵達が次 々 と損耗 して い く。玉砕 は明白な こと

で あった。

連隊長の指示 で、残 り少 ない軍馬 を殺 して最

後の糧 食 と した」軍 馬 も殺 したん です。 「但 し

敵前で充分焼 けず、半焼馬肉は固くて食 えなかっ

た」 と書いてあります。 「連隊長は暗号書を焼却、

重要物 を埋没 したうえで」 これは もうね。

西 山 もう玉砕覚悟なわけですね。

八木 うん。 もう全部荷物 は捨て うとい うんです。

穴 を掘 って埋 め うとい うんだ。敵 に取 られん よ

うに。

「左記の電報 を師団 に送電 した。 『弾薬 、糧食

無 ク、負傷 者 多ク四囲皆 敵、連 隊ハ玉砕 ヲ決意

セ リ。』 次の 敵の攻 撃 を迎 えて玉砕 しよ うと決

意 し、軍旗 を奉焼 しよ うと して いた と ころへ、

師団長の親 電 が届 いた。 『軍旗 ノ御稜威 ヲ信 ジ、

連 隊ハ死 力 ヲ尽 クシテ脱 出 セ ヨ』」 とい う命 令

が来 た。そ れで 「師 団 長 の この 親 電 に続 いて

一七 時二 〇分、 『師団 ノ現 反転作 戦ハ 今ヤ重 大

局面 二立 チ イ タル。各隊 自 ラ当面 ノ敵 二対 シ、

大痛撃 ヲ与 工、血路 ヲ開 ク方法 ヲ残 ス ノ ミ』 と

の電 令 を受領 した」 そん な状 態 だ ったんです。

もう弾薬 はない、食料 はない。

だか ら、連隊長や師団長 がめちゃくちゃに突 っ

込 まんで判断 よ く退却 を させ て くれた とい うこ

とが、やっぱ り生 き延びた理由だ と思ってい ます。

西 山 なるほ ど。わか りま した。

その作戦 の ときは、先ほ どお話 しにな った よ

うにち ょっと変則的な形 だったよ うです けども、
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大 隊長付の見習士官 だ った と。具体的 にはどん

な ことを され たんで しょう。

八木 それは、部下 がまず お りません。本 当言 う

と見 習士 官 とい うと小 隊長 で、部下 を50人 か

60人 持 たなきゃいかん。 ところが、私 は2日 前

に部隊 に飛び込 んで きた もので部下は お りませ

んか ら、結局大隊長付見習士官 とい うおか しな

任 務になった。

それは何 をす るか とい うと、大隊長 と第一線

の 中隊長 との間 の連絡 です よ。連絡 とか援助。

最前線の小 山でそれぞれ中隊が皆布陣 している

わ けで しょう。連絡 とい った って簡単 に連絡 で

きないわ けです よ。 無線 があ るわ け じゃな し。

そうす る と、や っぱ り重 大な命令 は夜 中に私 が

山伝いにお りて第一線 の中隊長 まで届 けに行 く。

そ して、届 けるだけ じゃな しに大隊長 の意 向 を

伝 える。 また、 中隊長の意向 を大隊長 に伝 える。

そ うい うことを主 と してや りま した。平 地な ら

わか るけ ども雪 峰山脈の 中の山で しょう。大体

陣地 は少 し高み につ くります か ら、各 中隊 も分

かれ るんですね。その間 には谷 があった り山が

あった りの ところを行 かな きゃいかん。 そうい

うこ とをや らされ ま したね。

大 隊長 に は岡崎 とい う中尉 の副官がお るんで

す。大隊長 と副官が作戦やなんかで相談 をす る。

私 は大隊長付 とい うけど、実 は副官付ですわね。

副官 と私 が考案 して、八木見習士官 、第12中 隊

へ行 って こ うい うもの を伝 えて こい とか、 こう

い うことを段取 りしてこいとか、そうい う。やっ

ぱ り部下 がお りませんか ら、その点楽 は楽 なん

です けど、言 うた らアルバ イ トですが。

西山 で も、 これは これで命 がけです よね。

八木 命がけです。 それは もういつなんどき敵が、

こんな ところですか ら出て くるかわか らん。何

しろこの辺 は当時は50メ ー ターで敵 と相対峙 し

てい るんです。 そ して、夜 は敵の声 が聞 こえる

んです よ。 「来 了(ラ イラ)、 来 了」 って。 こっ

ちへ おいで と呼 んでお る。そんな状 態の ところ

で したね。

第11中 隊長 に佐野 中尉 とい う人がお られま し

て。 これは私 が集団で訓練 を受けてい たときに

教官 にな って くれ た中尉です。非常 に私 をかわ

いが って くれ ま して、2つ3つ 年上 で したけど

ね。 それが青山界 とい うところの戦闘 で、私 が

連絡 にい った らもう塑壕 の中で砂だ らけの真 っ

黒 な顔 で指揮 を とってお られ ま した。 それ で大

隊長の連絡 を伝 えた ら、 「おお、八木見習士官か」

と言 うてくれましたけどね。 「こうい うことです」

と言 って 「頑張 って くだ さい」 とい って引 き上

げた ら、 その直後迫撃砲 を受 け戦死 ですわ。そ

うい うことがあ りますね。

敵が また うまい こと撃 って くるんです よ。 こ

の辺の地理 を敵 は よく知 って い ます か ら。山へ

上がってぼかん、ぽかん と。

西山 作戦 が惨憺 た る敗北 に終 わった後、先ほ ど

もおっ しゃった ように少 し下 がって陣地 の構築

を されたわけですね。

八木 ええ。それは また宝慶 でね。

西山 戻 って こられ るわ けですね。

八木 それ までに私、将校斥候 に出たんです、山

渓 とい うところで。 こ こで、連 隊長 か ら第3大

隊長 に将 校斥候 を出せ とい う命令 が来 ま して、

5月26日 に。 この ときの命令が戦闘詳報 に出て

いるんです。 「滝作命甲第一〇九号(五 月二六 日、

一八、三〇、山漢南方一粁)宇 梶部隊ハ本薄暮、

将校斥候 ヲ半辺 山(山 渓北々四粁)附 近 二派遣

シ敵前進状況 ヲ捜索 セ シムベ シ」 とい う命令 が

出 たんです。敵 は追 って きてい ます か ら。 ここ

ら辺 まで進 出 しているかど うか探せ と。

普通分隊長 が長の下士官斥候 は部下 を3、4

人 ほど連 れてい く。将 校斥候 とい うの はやっぱ

り7、8人 連れ て、軽機 も一応持 って戦 闘 もで

きるよ うに して出 るんで すが、 その ときに第一

線の小隊長 は もうほ とん ど戦死 してい ま してお
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らん。見回 した ら一番下の将校の 中で残 ってい

るの は本部 の私 ぐらい しか なかったんです。そ

れ で、大 隊長 は 「八木 見習 士官、 お ま え行 け」

と言 われ た。将校斥候 はそ うい う危 ない ところ

へ行 くときは、や っぱ り気心 の知れ た部下 ある

いは下士官 を1名 連れていくんです よ。ところが、

私知 らないです もん、誰 も。

西山 そ うですね。部下がいないわけです か ら。

八木 向 こ うも知 りません わね。 それで、大隊本

部の曹長 が選 んで くれ て、6、7名 で将校斥候

に出 た。大隊長 もまだ暗 くな る前 に小 山へ上 が

りま して、向 こ うが半辺 山で あの辺が ど うだ と

い うことを説 明 して くれ たんです。 それで、大

丈 夫、行 け ると思 って夜暗 くな ってか ら陣地 の

ある山か らお りま して、兵 を連 れて農村の小道

を敵 の方 へ向か って進み ました。中国の道 は古

くか ら真 ん中に石畳が敷 いてあ るんです。農民

がみんな一輪車 で物 を運 びま したか ら。

西山 ああ、その石畳 の上 を一輪車で。

八木 ええ。行 きます か ら、真 ん中 に少 しくぼ み

があるんでね。わだちがある。ず っと行きまして、

夜 で しょう。我 々は編上靴 ですか ら鋲 が打 って

あ るで しょ う。か ちかち音 がす るか ら、静か に

歩 けよ とい うことでず っ と行 くんです が、や っ

ぱ り友軍 の中にい ると気持 ち もしっか り して い

るんだが、友軍 か ら離れて、 しか も10名 ほ どが

闇の 中を敵地 のほ うへ 向いて歩 いて い くとい う

のは、 これは悲壮 です。 しかも夜暗いで しょう。

明か りが ない。途 中で部落 を2つ ほ ど過 ぎます

け ど、部落へ入 って も誰 もお らん。 も う皆逃 げ

て しまって。た またま犬 がわんわん とほ えてみ

た り、鶏 が鳴いてい た りしてい ま した。大体歩

いた方向 と時間か ら半辺山はここら辺かなと思 っ

て、兵隊 はそのふ もとで休 ませ て、私 と分隊長

と2人 でちょっと山へ登って眼鏡で見た ら、や っ

ぱ りその辺 も し一ん として誰 も来ていないか ら、

よ し、 もうこれ は来 ていないか らその報告 を し

よ うと思 って、 また歩いて帰 ったが、あ る部落

を通 りま した ら人の声がす るんです よ。 それで

兵 隊 に突入 させ た ら、軍人 じゃない良民 が3人

ほどひ そひそ話 をしておったんです。 そ して、「先

生(シ ーサ ン)、 助 けて くれ」 とい うわ けです、

3人 が。

シーサ ンとい うの は先生 とい う意味で、 日本

の兵士 は皆 あの時分、 シーサ ン、 シーサ ンと言

わ れた んです。先生 と書 くんです ね。そ して、

将校 は大人(タ イジン)で す。助 けて とい うこ

とで、 「見 習士 官殿、 ど う しま しょ う」 とい う

か ら、殺すわ けに もいかんか ら、よ しわか った、

それな ら連れて いって今後 の道案内 を させ よ う

と思って、そのうちで若い者2人 だけを引っ張っ

て帰 りま した。 そ して 明 くる 日か らの、つ ま り

山漢 か ら宝慶 までの道案内 を させ ました ら非常

によ くやって くれて、宝慶へ着 いてか ら、 よ う

や って くれ てど うもあ りが と うと言 って食 べ物

だけ渡 して逃が してやった ら、 「謝謝(シ ェイシェ

イ)、 謝 謝」 とい って え らく喜 んで帰 ってい き

ましたね。 そんなこともあ りま したね。

西 山 宝慶 に戻 られて、陣地 の構築 とい うこ とに

なるわ けです けど、そ こで初 めて部下 を50人 ば

か り。

八木 そ うです ね。 その ときに同期生 の見習士官

が漢 口か ら追及 して出て きたわけです。 それで、

ざっ と15人 横 に並 ば されて、連隊副官に滝中尉

とい うの がお られ ま して、私の2歳 か3歳 下 で

すけど も、陸軍士官学校 第56期 出の優秀 な人 で

ね。連隊旗 手 もや り作戦 中は連 隊副官だ った人

です。 この優秀 な滝中尉 がみ んなを並べて、 「お

まえたちは今 まで何 をぐず ぐず しとったん じゃ。

韮江作戦 に も出ん とどこで遊 んでたか」 とい っ

て え らい怒 りま した。その ときに、滝 中尉 は私

を横 に呼び寄せ て 「八木 見習士官 は一人追及 し

て花江作戦に参加 してきたぞ」と言われましてね。

その ときに前 に並 んでいた中で、今井君 といっ
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て非常 に親 しいのが、 これは同志社大学 を出た

男で15人 の中の1人 です が、彼 はもう亡 くな り

ま したけど も、 いつ もその後の同期生会 で酒 を

飲 む と言 われ たの が、「あの とき八 木、お ま え

は横 でにやにや笑 うて おったぞ」 と。

同期生が集 まって きたか ら新 しくまた再編成

をや って、 そ して私 は正式 に少尉 となって。 あ

れは6月 ごろに任命 されてお ったんです が。 だ

け ど、作 戦 して おった もんだか ら通達 が遅れ て

いたんですね。 そ して第12中 隊の第3小 隊長 に

な って部下 を50名 ぐらい初 めて持 った。

西 山 うまくい くものなんで しょ うか、部下 に対

す る指揮 は。

八木 い きま したよ。 それは もう兵隊 も、 その点

はや っぱ りさっき言 った ように階級が対応 しま

してね。

西 山 第一線の少尉 とか中尉 とかが た くさん戦死

したとい うこともあ るか と思い ます け ども、予

備 士官学校出の学徒 出身の将 校 たちがや っぱ り

多数 を占めて くるという形 になっていたので しょ

うか。

八木 はい、 そ うです ね。連隊 で陸軍士官学校 出

は3人 か4人 しかお りません。

西山 あとは予備士官。

八木 あ とは皆 、 もう幹 部候補 生上 が りの 中尉 、

よくや って大尉 。

西山 それが主 力になっておるんですね。 も う。

八木 ええ。

西山 なるほど。兵隊たちはいわゆる現役兵 なのか、

後 か ら応 召で来 る人たち もた くさんいたか と思

い ますが。

八木 応 召 もお ります し、分隊長 あた りは現役 で

入 って、 そ して もう軍 隊が好 きでず っ とい るも

んだか ら、伍長 、軍曹 、曹長 と上が って きた人

たち。 だか ら、歴戦 の勇士です。 それ は もう湘

桂作戦 も出た し、常徳 作戦 も全部 出てい る人が

分隊長です。

西 山 兵 隊 たちの中には応 召の人 たちで結構年 配

の人 たち もいたんで しょうか。

八木 一部古兵 もおる し、少年兵 もお ります。

西 山 いろいろいるわけですね。わか りま した。

作戦 の ときもそ うです し、 それか ら1ヵ 所 で

陣地構築 をす るときなどもそ うなんですけ ども、

食料 とか必要 な物資 とかは どうや って調達 して

いたんで しょう。

八木 それは、作戦 中 もそうですけど、略奪です。

これは、徴発 とい うたかな。 「ちょっ と徴発に行っ

て きます」 とい うて1個 分隊 が行 くん です よ。

そ した ら、作戦中 は住民 は逃げて しまって お り

ませ んわ。 その部屋へ入 って とって くる。

西 山 もう空 き家 になってい るんですね。

八木 空 き家です。 そ うだけ ど、住 民 は全部持 っ

て逃 げ られ ませ んか ら、豚 が残 って おっ た り、

鶏が残 った り。 それか ら、 ち ょっ と食べ 物 が。

あれは二重壁 とい って、壁 を抜 いて、 その壁 の

中へ 入れて またふ た して あるんです。 それ をま

た古参兵 はこ こじゃ ここ じゃとい うて。

西 山 その壁 を壊 して。

八 木 あ けると何 か出て きた りね。作戦 中は略奪

ですわ。 そうしな きゃ、前線で閉 じ込め られると、

飛行機 が10機 ぐらい しか 日本軍 はなか ったんで

すか ら。

西 山 もう物資 は来 ないわけですね。

八 木 作 戦中 はほ とん ど来 ない。時 々は乾パ ンと

か弾薬 を上 か ら落 と して くれ るんで すけ どね。

早 う帰れ、早 う帰 れ とい うんです、兵 隊は。見

て られ ん とい うんです。友軍機がぶ るんぶ るん

と飛んで来 て食糧 や弾薬 を落 として、ぶ るんぶ

るん と帰 る と、上 のほ うをき一ん とい う音 のす

るアメ リカの飛 行機 が来 るんです よ。 そんな状

態です。

(4)敗 戦 ・抑留 ・復員

西山 以前いただいた軍歴 には、昭和20年8月
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16日 、一 日お くれで敗戦 を聞か された とあ りま

すけ ども、 これ は全 く何 の予告 もな くい きな り

聞か され たので しょ うか。

八木 そ う、全 く。

西 山 この前後で も、戦局の動向 につ いて何か情

報 が入って くるとい うことはなか ったんで しょ

うか。

八木 いや、 それは もう、本部のほ うには あった

の か知 りませ ん けど、我 々の辺 にな ります と、

も う目前 の敵 に対処 す るの が精 いっぱいなんで

す よ。 だか らもう何 と してで も敵 の攻撃 を防御

せん とや られ ると。 もうそれで頭がいっぱいで。

ただ、制空権 は完 全に取 られて お るし、勝 って

い るよ うな気 は しませんで したけ ども。何 とか

この戦線で突撃 を食 らうとい うの は大変 だか ら

と、そのほ うに精 いっぱいで。

西山 例 えば フ ィリピンとか、 あるい は本土 で も

そ うです けど も、米軍 が ビラをまい た りとか し

て戦 争終 結 を知 らせ る とい うことが あったよ う

です が、 そ うい うの は全 くなか ったですか。

八木 そ うい うことはなか った。

西 山 では原 爆の話 とか、 あるいは ソ連 の参戦の

話 とか、そ うい うの は全 くわか らなか ったとい

うこ とですね。

八木 ない。わか りませ んで した。

西 山 そ うす ると、 もち ろん玉音放送 も聞いてお

られ ない とい うことで、 ど うい うふ うに連 隊長

か ら聞か されたんで しょうか。

八木6月1日 に宝慶 に帰 って きたで しょう。そ

して、7月 の早 々に新編成 にな って部下 を持 っ

たんです ね。 その後1カ 月半の問 は、宝慶の 近

くの山に陣地 を造 るため私 ら第12中 隊は この辺

の山 に塑壕 を掘 っていた。そ して押 し寄せ て く

る敵 をここで とめよ うとしたんです。 それで約

1カ 月半壕掘 りをや っていたんです。 ただそれ

だけです。

西 山 それ で、16日 に連隊長 か ら呼び出 され たん

で しようか。

八木 そ うです。私 が知 ったの は8月16日 です。

私 はその ときは小隊長 ですか ら、当番 兵がお る

ん です。 新谷 とい う上等兵 でね。 その人が青山

界 で貫通銃創 、胸 を。 戦死は しなかったんです

けど、 も う戦 闘で きない んです わ。 それで、私

が少尉 になった ときに その新谷 さんが僕 より3

つ ほど年上 ですわね。子供 もあるんです。 その

人が私の 当番兵 にな って くれ た。 その 当番兵 た

ちが戦後 、戦友会で8月15日 の ころの記憶 を思

い出 して小冊子 をつ くって くれ た、 その小冊子

を私 は持 っているんです。それ に書い てある こ

とを引用 してみたんです ㈱。 ち ょっ と読 んでみ

ます と 「ここで私の将校 当番 兵で あった新谷広

志 上等兵 が、戦後書 いた 『思 い出の記事』か ら

その一 部 を引用 す る。 『八 月一五 日、宝 慶 周辺

の警備 を してい た。』」つ ま り塑壕 を掘 って警備

しておったんですね。「「前面には中国兵がいたが、

撃 ち合 うことはなかった。夜 にな ると、敵陣地

が明 る くな り、爆 竹の 音で賑 や かに な った。』」

喜 びにつ け、悲 しみにつ け中国人 は爆 竹 を打つ

んです。だか ら、中国軍 は もう8月15日 に終戦

をわか っていたんですね。

西山 も うす ぐそばに来て いて、向か い合 ってい

るよ うな状態 だ ったわ けです ね。押 し寄せ て き

ていた。

八木 そ うい うことです。そ して、恐 ら く突 っ込

まなか ったの は、 この辺 まで くると中国の ほ う

は情 報が届 いて、や がて 日本 は手 を挙 げるぞ と

い うことだったん じゃないか と私 は思い ます ね。

我 々は知 らなかった。

それで、「『爆竹 の音で賑や かにな った。 その

日が八月一五 日だった ら しい。一六 日夜、将校

一 同大 隊本部へ集合。私 も当番兵 として八木小

隊長殿 に同行 した。 当番兵達の話 をきくと、"ま

た大 きな作戦があるらしい""い や、戦争は終わっ

た"と 色 々な憶測 が流れ た。』」将校 は連 隊長か
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ら話 を聞 くん です が、 当番兵 だけは一つの部屋

でわいわいがやがや と待ってい る。その話ですね。

「『会談は終 り、夜の山道を一同無言で歩 いた。

その夜 は月が皓皓 と照 り静 かな夜 だ った。中隊

へ帰 って夜 中一二時 ごろ、前の庭 へ 出て八木小

隊長殿 は言 った。「戦 争 は終 った。戦 争 に負 け

たのだ。 しか し、 こん な奥地 に突込 ん でい る。

無事 に帰 れ る と思 うな。」 と。涙 が とめ どな く

溢 れた。翌朝 中隊長殿 か ら説明が あ り、 日本 は

無条件降伏 した ことを正式 に知 った。』」 と、 こ

う書 いてあ ります。

そんな状態 しかわか らなかった、我 々は。

西 山 敵 陣で爆竹が鳴 った りした ことで、 これは

もしか した ら負 けたか もしれない と、何 とな く

察 したとい うことはあ るで しょうね。

八木 そんな ことは あ り得 ませ ん もんな、戦 争の

ときにね。私 はその爆竹 は ち ょっ と知 りませ ん

けどね。 だか ら、敵 は もう2、3日 前か ら大体

ポ ツダム宣言 を受 けそ うだ とい うことはわかっ

ていたみたいです ね。

西山 なるほど。その降伏 を聞いたときの反応 は。

八木 私の?

西山 はい。 あ と、 それか ら周 りの皆 さんの。

八木 それが、私 は今 こ こに書 いて い るよ うに、

一番 最前線 です わ。 当時の 日本軍 と して は。 こ

んな ところに突 っ込 んで おって無事に帰れ るか

なと。 このときは、相手は正規軍だけじゃな しに、

いわゆ る匪賊 とい う軍隊 がいっぱいい るんです

よ。彼 らは武器が欲 しいんです。そ して蒋介石は、

恐 らく日本 は も うお手上 げをす るだ ろうと。そ

うすると、 あの当時は毛沢東と国共合作 しておっ

たで しょう。いず れ遠 か らず毛沢東 と戦 わねば

な らん気持 ちが あるか ら、蒋介石 としては欲 し

い ものがあ るんです。 まず 日本軍 の兵 器、それ

か ら軍馬。 中国の馬 は背 が低 くて ロバみ たいな

馬 です。 とこ ろが、 日本 の軍 馬 はす ごいです。

足 は頑丈 だ し。 それ ともう一つ は将校 です。 指

揮官。 これ らを手 に取 っておいて、やがて起 こ

るで あろ う毛沢東 との一戦 に備 えよ うとい う腹

が ど うもあったみ たいです。 そ うい うこ とは私

ち ょっと誰か らか聞いてお った もんだか ら、「無

事 に帰れ る と思 うな」 と言 ったの はそ うい う意

味 なんです。

それ と、やっぱ り部下にはみんな私の心が通 っ

てい るのです よ、小隊長 にな るとね。私 は独身

だったか らいいけど、みんなは家庭 があるで しょ

う。 そ うす ると、無事に内地 まで何 とか して連

れ て帰 ってあげん といか ん とい う責任感 が私 に

はあ りま した。 だか ら、終戦でやれや れ とは思

い ましたよ。 もうこれで死なんで もいいな と思 っ

たけども、しか しそうい う責任感があ りましたね。

西山 同 じ少尉 ク ラス とか、 あるいはも うち ょっ

と上の方でも、あるいは兵隊で もいいんですけど、

もっと戦 えるん じゃないか とか、 ど うして降伏

す るんだ とい う反応 はあ りま したか。

八 木 それ は、そ こが私 は言 いた いんです よね。

将校 に もや っぱ り二種 類い る。一種 類 は士官学

校 出。 これは士 官学校 で軍事 教育 を受 けてい ま

すか らね。 「お国のために死ぬのが何で悪いんだ。

それで いい じゃない か。」 と割 り切 り、 それで

事 は済 むんです よ。 ところが、我 々の ような幹

部候補生 上が りは、や っぱ り高等学校 や予科で

ち ょっ と哲学 や宗教や歴史 をやってお りますの

で、お国 に殉ず るとは ど うい うこ とだ と一 度立

ち止 ま り、理念 的に、 また歴 史的 に検討 してみ

る習性 を持 ってい るで しょう。 そ うす る とどう

して も合 わんのです。 ところが、士官学校 出は

副官程度 に しかお りませ んか ら、 あとの 同僚 は

皆幹候上 が りだか ら案外仲 よ くて、やれや れ終

わ った と言 ってい ましたね。

西 山 では、いわ ゆる士官学校 出 との対立 とい う

のは、士官学校 出は数 が少 ないので。

八 木 それは恐 らく連隊本 部あた りで はあったか

もわか りません な。連 隊本部 あた りはま ざって
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いま したか ら。我 々の ところはま ざっていない。

ほとんど全部幹候です もん。アルバ イ ト将校です。

西 山 で は、 もっ と戦 えるなんて い う人 はほ とん

ど 目の前 にはい らっ しゃ らなかった とい うこと

ですね。

それで、武装解除 まではち ょっと時間があって、

移動 をされた とい うお話 で したね。

八木 宝慶か ら呉伏 まで歩い たんです。 また列 を

つ くって。 そして、これは武装をまだ したままで。

匪賊 に襲 われる可能性が あるので。

西山 それ は中国軍の指示 で行 った とい うこ とな

んで しょうね。 多分。

八木 この辺の軍隊 は呉伏 で武装 解除 をや ったん

で しょ うね。 だか ら、呉伏 まで歩か され た。武

装 のま まで行軍で。

匪賊 は行軍で歩 くと一番後 ろ をね らって くる

んです。前 をね らうと後衛部 隊に包囲 され ます。

武器 を持 って いるで しょう。後 ろ をね らうと前

衛部 隊がわ ざわ ざが戻 って こられ ませ んか ら後

ろをね らう。だか ら、行軍で歩 くときには前衛

になるか後衛 にな るか、 日によってかわ るんで

す よ。後衛 になったら注意 を絞 って歩 きま した。

私 も後衛 にな った ことが あって、後衛 の一番最

後で歩 いて、ああ、 もうこの後 ろには中国は広

い けど 日本人 はお らんのだ なと思 って歩 いた こ

とが あります。

西山 それで呉伏 まで歩い たとい うことですね。

八木 ええ、 呉伏 まで。 ここで武装解除 され る。

西 山 解除 したの は中国軍 に対 して とい うことで

すね。 そこにはアメ リカ軍はいない。

八木 ア メ リカ軍 はお りませ ん。 ア メ リカ軍 は上

海 とか南京 とか都会ですね。

西 山 その ままそち らで抑留生活 を されたのです

か。

八木 ええ。呉伏 の中国人の部屋 の軒 下で。中国

人の家 とい うのは大家族主義 ですか ら、親族 も

全部集 まって建物 の真ん 中が広場 で しょう。広

場 に親族一 同が集 まって、食事 は長 い箸 を持 っ

て真ん中でよ く食事 した りす る。

西山 中庭 みたいな ところですね。

八木 広 いです か らね。廊 下 や軒 があ るんです。

兵隊はそ こで。大体わ らを敷いたりなんか してね。

あ るいは防寒具 に して。将校 について は、 中隊

長 は一 部屋 を与 え られ ま して ね。第1小 隊長、

第2小 隊長、私の3人 は一部屋 で。

西 山 では、一つ の家で、将校 が中にいて、軒下

に兵隊が いるとい う。

八木 そ う。

西 山 そ うい う家 が あち こちに あるわ けですね。

た くさんその近辺か ら日本軍 が集 まって くるわ

けですか ら。

八木 周 り全部ず っ とそ うい うよ うな ことをされ

て いるわ けですか ら。

西山 そこに何 カ月かい らっ しゃるわ けですね。

八木9月 の始め ごろか らおりました。 それか ら、

出発 したのが翌 年の4月 ごろだったかな。 その

辺 までず っと約8カ 月間そこで過 ご しま した。

西山 その間は何 を。

八木 要す るにその間は、中国の蒋介石 が 「暴 に

報 い るに暴 を以 てせ ず」 と言 って、 シベ リアの

よ うな労働 は させ なか ったんです。 とい うのは、

蒋 介石 は大体、 日本の陸軍士官学校 に も短期間

お ったんですね。 だか ら、 日本通 だった もんで

す か らね。だけ ども、食事 は配給 です な。一 日

2合1勺 ぐらいで したけ ど、年末 には1合 何勺

に減 って きた。だか ら、や っぱ り腹 が減 るんで

す よ。何 もしない けれ ども、 まず寒いで しょう、

冬 だか ら。 そ うす ると、暖房 用 に近 くの草刈 り

にいって それ を乾か して、 たたいてみた り、部

隊全部 を引 きつ れて、草刈 りとか木材切 りとか

そ うい うもの をやった。それか ら、畑 を手伝 って、

その アルバ イ ト代 と して 現物 を もら うんです。

兵隊には いろんな職種 の人が いるで しょう。散

髪屋 がお った り、魚屋 がおった り。時々部落へ
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行 って指導 した り手伝 った りしま した。

西 山 特技 を生か して。

八木 そ して、帰 りには物 を もらって帰 って くる。

配給 につ いては、中国軍 が洞庭湖 のほ とりま

で船 で米 な どの 支給物 資 を運 んで きて くれ る。

洞庭湖 は呉伏 よりだ いぶ遠 いです が、一 日がか

りで部下10名 ほ どを指揮 して、取 りに行 くんで

す。その時は何 も武装は してい ませんよ。そして、

米 を担 いで帰 るんです。 そうい うこ とを何遍 も

や らされた。 その指揮はやっぱ り将校 が とって、

規律正 しく。そうしない と何が起 こるかわか らん。

西 山 その ときの軍紀は。

八木 これは正 しか った。復員で鹿 児島へ帰 るま

でち ゃん と隊長 は隊長 として対応 して くれ ま し

た。 ほかでは暴動 を起 こ した ところ もあるみ た

いな ことは聞い たけ ど、109連 隊 は京都 だか ら

お とな しか ったんですかな。それは規則正 しく

守 って くれ ま したね。

西 山 今のお話です と、現地 の方 と物 の交換 とか

交流 があったわけですね。

八木 私 も一室 を与 え られ てお った もんだ か ら、

その家の主人 と仲 よ くな りま して、 その主人 が

兵隊がみ んな寝静 まった らよ く自分の部屋 に呼

んで くれ ま して、 こっそ り抜 け出 して 囲炉裏 で

暖 めて くれ ました。 ふか し芋 をた くさんふ か し

て くれ て。私 は将校 だか ら大人 です。 八木 の八

はイー、アール、サ ン、スー、ウー、リュー、チー、

パ ーのパ ーで しょう。木 は 「モ」 と発音す るら

しい。 それ でパ ーモ大人 が私 なんです。パ ーモ

大人食 えとい うんです。 その かわ り私 に軍 か ら

配給 があ った ら、軍隊の靴下 とかたば こを渡す

んです。 中国の たば こは紙 が悪 い もん だか ら、

空 気がすかすか と抜 け るんです。 日本の配給の

たば こを渡 します とえ らい喜んで くれ た。 そ う

い う物 々交換 をや りま した。

西 山 日本軍 に対す る反感などはなかったので しょ

うか。

八木 それ は初 め はあ った。東 洋 の鬼 と。 「トン

ヤ ンキー」 とい うて行軍 して いる と石 を投げ ら

れ た り水 をか け られ た り したんです、初 めは。

ところが、8カ 月ほ どお ったが、 あ と半 分はだ

んだん仲 よ くな りま して。 そ うい う点 は中国の

ああい う農 民 とい うのは本 当に純朴 な人 たち。

今は ああい う社会 主義 になって い ます か らどう

な って いるかわか らん が、 その 時分 は まだ蒋 介

石の国民政府 の統 治下で したか ら、 しか もその

中国の ど真 ん中の農村地帯 ですか ら。非常に純

朴な人たちで した。最後は 「シーサン、シーサン、

もうお別れやな」 と手 を振って別れ ま したよ。

西 山 そ うす ると、行動 も比較的 自由に とれ たわ

けですか。

八木 ええ。割合 に 自由で した。 そ うだ けど、 あ

んま り自由にす るとまた何 が起 こるかわか らな

いか ら、ある程度の制限は もちろんあります けど。

で も師団のほ うもいろい ろと気 を遣 って、師団

とい うと、職 業が役者で あった人 も多 くいます

ので、集 めて何 とか師 団の演芸 団 を作 り、 その

ときに中国の良民 も呼 んで一緒 に見 させてみ た

り、 そ うい う宣撫方策 もや って くれ ま した。

西 山 そ うい う ときには いつ ごろ帰 れ るか とか、

そ うい うお話 は。

八木 それは いつ ごろかわか らないけ ど、要す る

に帰 りたい、み んな。帰 りたい けれ ど、船 が上

海 か ら しか出 ませんのでね。 そ うす ると、やは

り上海の近辺 の人か ら帰 ってい くと、我 々は一

番後 になるな とは覚悟 していた。 それ と、 こう

い うこ ともや りま した。将校 団が集 まって、何

とかせ ん とみんな退屈で しよ うがない。す るこ

とないんです よ。アルバ イ トの作業 をす る以外

には荷物 を運 んだ りす るだけで しょう。 それで、

それ ぞれみんな もと もと仕事 を持 ってい ま した

か ら、 内地 へ帰 って復職 してか らの参考 にす る

ために、職業訓練 をや ろ うか とい うことにな り、

各隊長が交代で兵隊 を集めて、例 えば証券 マ ン
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だった ら証券 について、銀行 マ ンだった ら銀行

の金 融につ いて。

西山 講義 す るわけです か。

八木 講義す るんですよ。帰った らす ぐに復職 して、

あるいは就職 して、こういうことをしな さいとか、

そ うい うふ うに して使 お うとい うてや りま した

ね、その体験談 を。

ところが、私 はまだ学生 で しょう。仕事上 の

体験 も知識 もない もんだか ら、言 うことがない

んです よ。そ うす る と、大学 で習 ったよ うな こ

とをわ か りやす くかいつ まんで話 を してみた り、

原理原則 を。

また困 ったの は電灯 がないで しょう。灯心 の

明か り しか ないんです。 だか ら夜 は寝 なきゃ し

よ うがない。

西 山 内地の情 報 は入 って きたんで しょうか、 そ

うい うときには。

八 木 内地の情 報 はわか らなか った。 ただ、何 か

知 らん、全 部丸焼 けになってい るぐらいの情報

はあ りま した。 どこが ど うだ とかなん とか い う

のはあんま りなか ったですな。

西 山 例 えば、マ ッカーサ ーが進駐 して きて いる

とか、全 くそ うい うの も。

八木 いや、それは。何 しろ私 も、私 の家が強制

疎開 〔58)でかわ ってい るとい うのは帰 って くるま

で知 らなか ったんです。 そんな状態。

西 山 前 にお伺 い した ときに、 そこで通訳 の勉強

を され たとい うことですが。

八木 上海 で身体検 査が ある。丸裸 になってや ら

れ るんです けれ ども、相 手 はアメ リカ さんだ と

いうんです。だから、通訳将校 をやれと言われて。

ところが、会話のほ うはや ってい ませ んか らね、

私 は学校 で。 たまた まフ ィリピ ンかど こかの二

世の兵隊 さんがおって彼 に教 わ りま した。昭和

21年 の1月 か ら4月 まで83日 間、連 隊本 部 に

集合 して、私 は第3大 隊 の代表 と して毎 日毎 日

午前中、その二世相手 に会話の練習 を。

西山 どうですか。実際役 に立 ちま したか。

八木 会社へ 入って か ら若干輸出関係で。

西山 ああ、会社 に入 ってか ら。

八木 軍隊では軍隊用語の通訳が必要です。例 えば、

大尉 とか中尉 とか少尉 とかね。それ か ら、案外

伝染病 の、腸チ フスや とか赤痢 とかね。 ああい

うのは兵隊がかか ります か らね。それか ら銃の

部 品の名称 だとか、 そ うい う特 異な単語が 多い

ですね。 ところが、一生懸命勉強 したんだけども、

使 えなか った。上海で はアメ リカ兵 じゃな くて

中国兵 による検査で した。

西 山 それで ようや く4月 の下旬 にな って呉伏 を

出発 したわ けですね。

八木 その帰 りが また、 さっき言 い ま した ように

遠回 りして行 ったんです がね。 これ もや っぱ り

敵1青が悪 い ところがあ りま してね。その ときは

もうだ一 っと飛ば して とま らない で。 そ して、

いつ とまっていつ出発するかわか らんのです よ。

時刻 の予定 もな くてね。乗せ られたのは貨 車で

すか ら、貨車 も行 くときの貨車 は屋根 も全 部 あ

りま したけ ど、今度 は屋根 な し。 そこへ50名 か

60名 詰め込 まれて、雨が降ったらかっぱで隠す。

そ して、 とまった ら急 いで トイ レに降 りない と

い けない。 それ も早 くして乗 らない といつ 出発

す るかわか らないか ら。停車 して いて状況 が悪

い ところは、無蓋貨車 ですか ら中国人 が出て き

て竿で積ん でいる荷物 を引 っか いて取 りに来 る

んです。軍服や なんか脱 いでい るとそれ を取 り

に来 るん です。そ うい う ところ もあ りま した。

だか ら、 とまった ら注意 を してね。

西山 それで上海か ら鹿児 島にお帰 りになるの で

すね。

八木 鹿児島へね。鹿 児島へ着いたんですが、ち ょ

うど船内 に疑似伝 染病 が発生 しま してね。1週

間ほ どとめ られ たんです よ。

西 山 船の 中でですか。

八木 うん。船 の中で。桜島が朝右側 で噴煙 を上
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げていた ら、明 くる朝 になった ら今度 は左側 に

なっていて船 が錨 を下 に して一 回 りしてい るん

です。夜 になった ら鹿 児島の灯 がち らち らと見

えるんです よね。 日本本土 に近づ き、水平 線上

にぽっか り富 士山の よ うな山が見 えて、一同甲

板へ 出て歓 声 をあげま した。 さらに近づ くとそ

れ は鹿 児島の開聞岳 だったんです。時 は6月 で

しょう。青々 とした、本当に緑 したた るよ うな、

日本 は美 しい国 だなと思 った。 中国 は砂 とか岩

石が多いで しょう、山で も。 「国破 れて山河あ り」

とい う、 あの とお り。

西 山 帰 って くるときに、荷物 を途 中で没収 され

ることはなか ったのですか。

八木 貴重 品は没収 され ま した。 時計 だ とか万年

筆 とかね。そ うい うのは取 り上 げ られたんです。

そ して、作戦 に関す るものは全部 ア ウ トです。

西 山 それ以外の ものは別 に。 当時、 日記はつ け

てお られ たの ですか。

八 木 私 は 日記 はつ けてい ませ んで した。 日記 な

んかは取 られ たで しょうな。そ して、大隊長以

上は抑留です。大隊長以下は帰 して くれたんです。

だ か ら、大 隊長 以上、連 隊長 とか 師団長 とか、

いわゆる偉い さんたちは戦犯容疑 でとめ られて。

その人たちが帰 って きたのは、私 は21年 の6月

に帰 って きたか ら、21年 の12月 ごろに、6カ

月ほ どお くれて。

西山 それは上海 に とめ られ ていたわ けですか。

八木 恐 らく上海 か南京 でや られて いたんで しょ

うね。

私の大 隊長 は宇梶 とい う人 ですけ ど も、第3

大隊長。約6カ 月ほ どとめ られ て、 そ してその

かわ り 「八木少尉 、わ しの将校行李を持って帰 っ

て くれ」 と言 われて。私 は背嚢 しか持 ってい な

いんだけ ど、大 隊長の柳行李 を担 いで私の家 ま

で持 って帰 って、 そ して私の 家の蔵 に置いて お

いた ら、昭和22年 の春 に帰 ってみ えて、茨城の

人 で した けどわ ざわ ざ京都 の私の家に まで取 り

にきて、1泊 していろい ろ話 した覚 えが あります。

西山 鹿児島 か ら京 都へ は列車 でず っ とお帰 りに

なったわ けですね。

八木 え え、列車 で。鹿児 島 は丸焼 けで しょう。

熊本 も、特 に下 関、広 島。広 島で は何 か乗 りか

えま したな。 大隊長 の重 た い荷 物 を持 ってね。

あの と きは汽車 はい っぱい だけれ ども乗 りか え

て、京都 に着 いて。京 都駅でみん な と別 れて立

ち話 を してお った ら、飯 盒 を盗 られて しまい ま

して ね。背嚢 に飯 盒 をつ けて、鹿 児島で分配 さ

れ た米 だけ を入れて いた。 その飯盒 がないんで

す よ。 あら、盗 られた と。そんな時代 です よ。

そ して、御池通 りへ行 った らす っか りないん

です、家 が。強制 疎開でや られたか ら。 どう し

た もんか全然わか らない。 どこにみんなが行 っ

たか。

西 山 京都 に帰 るまで は全 く音信 なか った んです

ね、お互いに。だか ら何 も知 らないわけです よね。

八木 全 然音信が ない。 それで、家族 は家族で物

す ご く気に して おったんです。 また父が手紙 で

1年 ご とに内地の 当時の状 態 を私 に知 らせて く

れてい ま した。昭和19年 の11月 に は私 は まだ

南京 に お りま したか ら、手紙 を受 け取れ た。受

け取 ったけど昭和20年1月 に龍山丸の一件で揚

子 江 に流 して しまい ま した。次 の 昭和20年 の

11月1日 に、 これ はち ょうど2年 目にな るんで

す よね、入営 か ら。 これ は、 「君 が帰 省 を千 々

の思いで待 ちつつ」 と題 され て、家で父 八木政

太郎 と、母、妹 、弟たちが署名入 りで書いてある。

それが私 が生 死不明 だったので発信 で きず、父

の机の 中に残 されてい たんです。父 の この文章

を読み ます と、前 半 は物す ご く怒 ってい る。全

て秘密 で、負 けてい るの を勝 った勝 った と言わ

れ て、 よ う東 条 はあん な ことを言 った もの だ、

許せ ん とい うて え らい怒 ってい る。 そ して、後

半分 は強制疎 開 にい かに苦 労 したか を書いてい

ます。
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さらに、 母親 もこうい うことを書いてい ます。

「今口、明Uか と通夫君の帰 りを待つ母のこころ」

ど,内 地にいた兵i:た ちはす ぐに復員しています。

ところが、私 は全然帰 って こない。 そ して、生

きてい るのか死んで いるの か全然 評信不通 なん

です よ。父 の意 見で は 支那派遣軍 の総 司令部に

い るに違 い ない とい う、例 の情 報将 校 と して

そ うだ けど、何で帰 って こんの だろ うと,.母 は

母で、岸壁 の母です わ。伏 見の兵営 まで聞 きに

いった とい うんです、何遍 も.そ して、 八木通

夫を知 ってい ます か ど,そ して どこにお るんで

す かと聞いて もみ んな知 らん、,

戦 争 とい うの はこ うい うもんな んです ね。家

族 もこうい うふ うに して 長 男が 一・体生 きてい

るのか死んで いるの か、ど こにお るのか も全然

わか らん,、私 も家庭 の ことはわか らん。私 も出

陣 した ところへ帰 って きた ら家 がな いんです。

もとの庭 に木 が残 っていた,そ の木の枝 にペ ン

キで書かれ た板 がぶ ら ドげて あった。 それ を読

むと 「この宅は疎開になった1,今 、川端の旧宅に、

み んな元気でお前の帰 るの を毎 日待 ってゐ るぞ、

川端の宅へ帰って来い」、、こうい うのがぶ ら下がっ

てお った 【写真12】 、それで初め て私はわか っ

て前の家 に回ったんです.そ うい うことです.、

西山 そうですかLIそ れで、お宅に帰 られて大学に,

八木 え ん,そ れで 大学へ 行 って、静田先生 には

大変親切 に していただ きま して。 ところが、経

済学部長をやっておられた、当時。 「八木君、帰っ

て きたか」 とい うわ けでえ らい歓迎 して も らい

ま した けど も、先生 は忙 しいんです よ。学校 も

制度 が変わった 一・番忙 しい ときで しょう。21年

の6月 で す か ら、,それ で、「先生、就 職[ど こ

かにあ りませんか」 と聞いたんだけども、 「いや、

紹 介 を したいんだけ ども忙 しゅ うて とって も手

が回 らんか ら、推薦状だけ書かせて くれ」 といっ

て、推 薦状 を先生 が書いて くれ ま した。 人物 評

と推 薦状 を占い て、 「八 木君、済 まん け ど探 し

【写真12】 強制疎 開となったIFI宅跡 に ドげられていた伝,亨を記した板

てくれ」 と言われて、それで私はほ うぼ うへ行っ

たけれ ども、世の中ひっくり返 ってい ましたか ら。

そ して、あの時分 はまだ、皆家族1義 の 会社 で

したか ら、旧社員が帰 って きた らそれ を優 先的

に人れてや らない かん か ら、新卒 さん は要 りま

せ ん とみ んな断 られた,

4、5軒 回ったんです よ,,大 阪 ガスとか関 西

電 力 とか も行 った し、丸紅 も行 った し、 あれ は

大建産 業といいま したね、あの時分。行 ったん

ですけ どね、みん なア ウ トです、それで、父 は

その 当時は高島屋で京 都支店 長 を して いま した

ので、高島屋だった ら人れて くれ るだろうと思 っ

て行 ったら、高島屋 も 「八木 さんの長 男だった

ら人 って も らわ ないかんのだけ ど、何人帰 って

くるかわか らん し」 とい うことで断 られ ま した1、

高蕊}屋は飯 田家が オーナーで、 当時飯 田慶造 と

い う人が社長 だった 、私 も慶造 さんに は前にお

目にかか ったことがあ りま した。飯 田紀造 とい
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う人 が弟で、住 江織物 とい う会社 の社長 をや っ

て いた。住江織物 とい うの はカーペ ッ トを中心

に したメー カーで、 これが高島屋 を通 じて宮中

に入 った り、 また国鉄 に入 った り。 そ して国鉄

の車 両の シー ト生地 のモ ケ ッ トとか、天皇 旗、

皇后旗 とか、議事堂 の椅 子張 り地や カーペ ッ ト

とか、 そ うい うの もの作 って いる、大正 時代 に

は合名会社 にな り、昭和 の初 め に株式会社 で一

部上場 もや っていた伝統 の ある会社 だったんで

す。

私は アルバ イ トのつ もりで飯 田紀造 さんにお

目に か か っ た ら、 「お う。 い い学 校 出 と るな。

あ したか ら来 いよ」 とい うよ うな会社 だ った。

だ か ら、就 職試 験、入社 試験 はや って いな い。

す ぐ決 まって。私 も遊 んでお って も しよ うがな

いか ら、 アルバ イ トのつ もりで入ったんです が、

それが と うと うや め られな くな って しまって定

年 までお ることになったんですけ どね。

西 山9月 にご卒業 で、す ぐに就職 で きたとい う

ことですか。

八木 いやいや。9月 か らでなく、12月 か らです。

12月 までは学校へ行 った り、あ るいはち ょっ と

残 ってお った単位 もあ りま したか ら、 そん な も

の を取 った り、会社回 りした り、そん なことを

して、 それで12月1日 に初めて入った。大 阪の

工場 の勤務 になったんです。

だか ら、就 職 は損 しま したけ ど、おか しな話

だ けども結婚 は得 しました。 とい うの は、 その

時分に若 い娘 さんはいっぱいお ったんです。

西 山 男性 が多 く亡 くな りま したか らね。

八木 はい、そ うです。

西 山 それで今の奥 さんをお選 びにな ったとい う

ことですね。わ か りま した。 あ りが とうご ざい

ます。

八 木 そん なことで、結局、私 は体験 者 と して言

えます ことは、や っぱ り無条件 降伏 したん です

か ら、 あのときには我々の年配の者はみんな 「あ

あ、 よか った。賛成 だ」 と無条件 降伏で平和憲

法 に反対す る者 は一人 もなかったんです。みん

な もろ手 を挙 げて、 「や れやれ、 もうこ うい う

戦争 はない」 とみんな言 ったのですが、70年 近

くたつ と大体現在 こうい う状態に なって くるん

ですね。

本 当に ど う言 うた らいいのか、戦争 とい うも

のはすべ きもの じゃない し、戦争 というのはやっ

ぱ り私 は政治 の失敗 だと思います。 日本で も昔、

満州 事 変が 昭和6年 に起 こ りま したで しょ う。

それ を リッ トン卿 が調べ に きて 日本は全部撤退

せ い と言 った ときに撤退 した ら何 で もなか った

もの を強引 に。

西 山 あれが始 ま りだったですね。

八木 内閣はお さめ よ うとしてお ったけども、軍

部 が頑張 りま して強行 しましたね。 また松岡洋

右 が国際連盟で42対1の 反対で意気揚 々と帰 っ

て きて国民 が一同大歓迎 したで しょ う。や っぱ

り政 治 の失 敗 が戦争 につ なが るな と思 ってね。

戦争で は価値 が180度 一遍 に転換す るんです よ。

平和 な ときに人 を殺 した ら逮 捕 され ます わな。

戦争 にな るとた く さん殺 した ら褒美 をもらえる

んですよ。そ うい う矛盾 した世界が戦争で しょう。

だか ら、 これ を何 とかね。将来、心配 ですけれ

ど も、何 とか うまい ことならんかなと思 って。

当時の体験 者 と して、や っぱ り憲法 は私は変

えるべ きじゃない と思 います。体験者 の一つの

意見 と して聞いておいて くだ さい。

あと、最後 に軍 隊につい て私の感 じた ことを

お話 しします。

私 は軍隊 に入 る前 に軍事教練 をやってお りま

す ね。 だか ら、軍 隊 とい うものは、これ の もっ

と延長 で、詳 しく細か くや る もんだ と思 ってい

たんですよ、純粋に考 えて。 しか し、軍隊に入 っ

て幻滅 を感 じた もの で。 それはね、三つ あると

思 うんです よ。ひ とつ はね、軍隊 とい うのは も

ちろんお国 を守 るもんだ と思 ってお るんですけ
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れ ど もね。天皇 を守 るもの になっていたよ うな

気 がす るんです。言 葉 はいけ ませ んけ ども、天

皇私兵みたいな感 じですね。

西 山 はい。

八木 とい うのはね、 まず連隊 に入 ります と、そ

の玄関 に、 ほん とうに大 きな菊の紋章 がつ いて

おるんです。 そ して、与 えられ た銃 ですね。銃

には必ず 菊の ご紋 章 が刻 印 して あ る。そ して、

軍隊 は 「皇軍」といいますね。 われわれは 「皇民」

で しょ、そ して 国 は 「皇 国」で す。全 部 「皇」

がついてい る。

西山 はい。そ うですね。

八木 そ して、これは内地 にいる場合ですけれども、

内地の練兵場で戦闘訓練 しますね。そうします と、

郷弾筒 か らや っぱ りピンとか鋲 とか抜 けて落 ち

るわ けです よ。 そ うす るとね、演習が終 わ りま

した ら一斉 に横 に並 ば されて、腹ば いになって

それ を探せ とい うわけです。

西山 陛下の武器 をち ょっ とで も無 く した らいか

ん とい うことです ね。

八木 そ うなんで す よ。 これ はね、「陛 下 か らお

借 りしているんだ」と。 それ を失 うとは何事か と、

探せ と、そ う言 うんですね。

それか ら軍旗で もね、い ちばん優秀な新任の、

士官学校出の トップの少尉 が、旗手になるで しょ

う。軍旗 というのは誰が来て も下げないんですね。

ところが天皇 が来 た時だけ敬 礼 しろ と。 それ は

私 は経験 したこ とはないけ ど、そ う言われ たん

です。 だか ら、結局軍 隊 って い うけれ ど もね、

天皇 とい うか皇室 を守 るための軍 隊の ような気

が しま してね。 そ うい うことで、非常 に疑問 を

感 じま した。 それが まず第一点ですよ。

西 山 なるほど。

八木 そ れか ら、第 二点 目はね。入 ってみ た ら、

す ごい精神主義です。 それ も、典型 的な天皇 を

頂点 とした ピラミッド型です。 しかも武器 を持 っ

た ピラ ミッ ドの お役人 です。 だか ら結局、上官

の言 うこ とに対 して は、 「天皇 陛下 の言 うこ と

だ と思 え」 と言われ る しね。 もう上官 に対 して

は絶対 に反発 で きないんです よ。 まあ、 そ りゃ

そ うで し ょうね。 「突撃!」 って命 じて も、 グ

ズグズ言 われて た らで きませんか ら。 そ うい う

意 味は分か るんです けれ どもね、 もうあま りに

も厳 しい。

西 山 はい。

八木 そ うい う組織で あって、自由はなか ったで

す ね。 そ して、一般 の兵隊以外 の人は、地方人

と言 われて い た。 「地方 人 で あった時 代の、 お

まえたち を産んで くれ た両親 、父 母は忘れて し

まえ」 と。軍 隊で は、父 は中隊長 で ある と、母

は分隊長で あると。分隊長 は、兵 隊の なかで は

班 長 といい ますね、 だか ら父 は中隊長 で、母 は

班長で あると。 こうい うことを言 うわけです よ。

そ して結局その根本 的な精神 は、明治15年 に

出来た 「陸海軍 軍人 に賜 は りた る勅諭」が ある

で しょう。 「朕 は汝 等軍 人の 大元 帥 な るぞ」 と

かね。「軍隊は世 々天皇の統率 し給ふ所にぞある」

とかね。 そ うい う明治の堅苦 しい漢文 調の文句

が2500字 ほ どず 一 っ とあ る。で、兵士 の 日々

の心得 としては、まず第一番に忠節、礼儀i、武勇、

信 義、それ か ら質 素 か。5項 目あ りま してね。

それ が教育 の 目的 だと教 え るんです よ。 しか も

それ を暗 記 しろとい うわけです。兵 隊 さんは、

だいたい小 学校 出 た人 が多かったで しょ う。 そ

うい う人 に2500字 の漢 文調 の難 しい文章 を暗

記 しろとい うわ けです。

西山 はい。

八木 それか ら内務班 ですね。生活す る場ですね。

演習 が終 わってか ら、古年次兵 はい じめ るんで

すよ。 い じめるとい うか、リンチですよね一種の。

も う、殴 るは当然殴 られ る し、 自分で 殴 るのが

痛 かった ら、両 ビンタとい って、両方 向かい合

わせて兵 隊同士 で殴 り合 い させ るんです よ。ゲ

ンコツで な ぐると血 を出すか らいかん、必ず 平
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手で。血 は出 さん ように。

そ して、靴の 手入れが悪い とか、銃の手 入れ

が悪かった らね、私 もいっぺんや られたんです よ。

編上靴 ってあ りますね。 それ が、 きれ いにホ コ

リーつ ないよ うに よく磨 くんです よ。 それ の磨

き方 が悪い とね、「二等兵、お まえ、悪いか ら」。

編上靴の紐で くくって肩 か らぶ ら下 げ られ るん

です よ。 それで、四つ ん這いにな ってね、隣の

班へ ね、 「八木二 等兵 は靴 の手 入 れが悪 いので

こんな ことにな りました!」 って、報告に行けっ

て言 うんですよ。 そ して、他の古年次兵がね、「イ

ヤ ー」 って手 を叩 きよ るんです よ、 そ うい うこ

とをや る。

それは、結局 そ うい うことに耐 えられ ないよ

うな兵は兵 じゃない とい うのが表看板 なんです

よ。 まあ裏側 は、一種の先輩 か ら後輩に対す る

リンチです な。先輩 も、後輩 の ときにや られ て

い るんです よ。順番 だって言 うわ けです。 そ う

い う世界 だったんです よ。私 はね、そ うい う内

部的な ことはわ か らなか った。誰 も教 えて くれ

なかったか ら。

まだ あるんです よ、 ミン ミンゼ ミって ご存知

ですか。

西 山 柱 に しがみつ いて蝉 の真似 をさせ られ るこ

とです ね。

八 木 そ うで す、 ミー ン ミー ン ミー ンて。「声 が

小 さい!も っと大 きく!」 と。 もう本 当にバ カ

みたい なことを させ られ る。 しか しそれ も耐 え

忍ばなか った ら日本の兵 隊 じゃない って言 われ

る。それ も表看板。将校 たち も、見 て見ぬふ り

していま したね。 そ ういう世界 だったんです ね。

それが二番 目です。 もう一 つはです ね、 も う

ち ょっと近代化 され た武器 か と思 って いて入 っ

た ところが、武器 がみ んな中古なんです よ。

西山 な るほ ど。

八木 三八式歩兵銃 とい う日露 戦争の ときに使 っ

てい た銃 をまだ使 って るんです。それか ら機 関

銃ひ とつに しても、十一年式軽機関銃 といってね、

あれ十一年 とい うことは大正11年 ですか。撃 っ

てます とね、ガチ ャっと詰 まるんですわ、筒 に。

そ うす ると、次 は撃 てない。敵前 で もガチ ャっ

と引いて直 さん と。敵 は、 チェコ式 の機 関銃で

もってパ ンパ ラパ ンパ ンパ ンパ ンと軽快 な音が

す るやつで撃 って くる。

西 山 ええ。

八木 で、三八式歩兵銃 とい うのはご存知ですか。

あれ は手動で5連 発 しか撃 てないんです よ。 と

ころが敵 は、自動小銃 もって るで しょう。だか ら、

パ ン、パ ン、パ ン、パ ンと撃 て る。

西 山 続 けて撃て るとい うわけですね。

八木 大隊砲に しても連隊砲 に しても、歩兵は持 っ

て ますけ どね、数 も少 ない し。 まあ、 ノモ ンハ

ンの ときにあれ だけや られ てね、 なんで もっと

もう少 し改 革がで きなか ったのかな と思 ってた

のです けれ どもね。

西山 なるほ ど。

八木 入った以上はね、しょうがない文句言 っても。

仕方 ないか らや りま したけれ どもね。それが私

の三つ 目の疑問 なんです。 だか ら、そ うい うこ

とが入って初めてわ かった ものですか らね。 も

うこれはいかんな あ と思 ったけれ ども、逃げ出

すわ けに もいかん し。 なん とか してやって きま

したけ どね。そ うい う感 じを私、軍隊 には非常

に持 ちま したね。

こ うい うことを私 は結論 として申 し上 げな く

て はと思 ってい ま した。

西 山 長 時間にわた りお話 しいただいて、 まこと

にあ りが とうござい ま した。

[註]

(1)京 都一商 京都市立第一商業学校。1886年 京都

府商業学校 として設置され、1910年 に京都市立第

一商業学校 に改編 された。1948年 学制改革により
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京都市立西京商業高等学校 となり、2003年 に京都

市立西京高等学校に改編 された。

(2)移 転 した直後 一中は、1929年4月 に京都市左

京区吉田近衛町から左京区下鴨膳部町の現在地に

移転 した。

(3)高 等工芸 京都高等工芸学校。1902年 上京区(現

左京区)吉 田に設置されたが、1930年 に愛宕郡(現

左京区)松 ヶ崎に移転 していた。1944年 京都工業

専門学校に改称、1949年 京都繊維専門学校(旧 称

京都高等蚕糸学校)と 統合 され、京都工芸繊維大

学となる。

(4)軍 事教練 軍事 ・国防に関す る知識 ・技能を授

ける教育 ・訓練。1925年 、陸軍現役将校学校配属

令が公布 され、男子中等学校以上に現役将校が配

属 されるようになった。大学については当初は必

修ではなかったが、1939年 の文部次官通達 「大学

教練振作二関スル件」により必修 となった。教練

合格者は、入営後幹部候補生 を受験する資格を得

ることができた。教練の内容は、学科 と術科に分

かれ、前者では戦史、戦術、軍事講話が教授 され、

後者では各個 および部隊教練、射撃、指揮法など

が訓練 された。時間数は一週間に2時 間、毎週行

うことが基本 とされた。

(5)山 本安之助(1872～1950)哲 学者、教育者。

和歌山生 まれ。東京帝国大学卒業。各地の中学校

長歴任後、1922年 京都府立京都第一中学校長就任。

1937年 退任。

(6)西 田幾多郎(1870～1945)哲 学者。石川生

まれ。帝国大学選科修 了。第四高等学校教授など

を経て1910年 京都帝国大学文学部助教授、1913年

教授(哲 学 ・哲学史第一講座)。 場所の論理、行為

的直感、絶対矛盾的自己同一などの概念によって

独 自の体系 を築いた。また、門下か ら研究者 を輩

出し 「京都学派」と称 されるようになった。『善の

研究』 『自覚 に於ける直感 と反省』などの著作があ

る。

(7)「 山本安之助君に…ありまして 『西田幾多郎全集』

第13巻(岩 波書店、1952年 刊)に 、西田による小

文 「山本安之助君の 「宗教と理性」 と云ふ論文を

読みて所感を述ぶ」が収録されている。ちなみに、

この小文は 『無蓋燈』第3巻 第6号 、1898年10月 、

に掲載 されたものである。

(8)京 都府立第一高女 京都府立京都第一高等女学校。

1872年 設立の 日本で最初の公立女学校である新英

学校および女紅場を前身 とする。1948年 学制改革

により京都府立鴨折高等学校 となる。

(9)四 修 中学校 を4年 で修 了して高等学校へ進学

した者 のこと。1919年 の高等学校令改正によ り、

従来修業年限5年 の中学校卒業者 に認め られてい

た高等学校入学資格が、4年 修 了者にも認め られ

るようになった。 これは俊才教育 を期待 された制

度改正であった。

(10)青 柳泰雄(1889～1943)教 育者。福岡生まれ。

東京帝国大学卒業。1937年 京都府立京都第一中学

校長就任。1941年 退任。

(11)高 橋 是清(1854～1936)官 僚、銀行家。江

戸生まれ。1911年 日本銀行総裁、1913年 以降たび

たび大蔵大臣に就任、1921年 には総理大臣。1936

年の二 ・二六事件で暗殺 された。高橋 は、1875年

10月 に5日 間だけ三高の前身学校である大阪英語

学校の校長 を務めていた。

(12)舎 密局1869年 大阪に設置 された化学 ・物理を

教える学校。何回かの改編を経て1886年 第三高等

中学校 となり、1889年 京都市上京区吉田に移転、

1894年 に第三高等学校 となる。

(13)「 昭和14年11月 、三高にて講義 す」 と 『西田

幾 多郎全集』第17巻(岩 波書店、1951年 刊)に 収

録されている西田幾 多郎の 日記の1939年11月22

日に 「雨。午後三高に話に行く」との記載がある(同

書606頁)。

(14)高 山岩男(1905～1993)哲 学者。山形生まれ。

京都帝国大学文学部卒業。1924年 京都帝国大学文

学部助教授に就任、1946年 教授。1937年 に設置 さ

れた日本精神史講座 も担当した。1946年 教職追放

により辞職。『西田哲学』『場所的論理と呼応の論理』

などの著作がある。

(15)西 谷啓治(1900～1990)哲 学者。石川生まれ。

京都帝国大学文学部卒業。1935年 京都帝国大学文

学部助教授、1943年 教授就任。厳密な原典解釈に

もとつ く哲学史研究 とともに、西洋科学技術文明
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と禅 との統合 によ り時代状況 の克服 を図 った。

1947年 教職追放により辞職、1952年 京都大学文学

部教授に再任(宗 教学第一講座、のち哲学哲学史

第四講座)。 『西谷啓治著作集』がある。

(16)鈴 木 成高(1907～1988)西 洋 史学者。高知

生 まれ。京都帝国大学文学部卒業。第三高等学校

教授 を経て1942年 京都帝国大学文学部助教授に就

任。中世封建社会についての研究のほか、ヨーロッ

パ史学史や歴 史思想についても著作 を発表 した。

1947年 教職追放により辞職、1954年 早稲田大学教

授。 『封建社会の研究』『歴史的国家の理念』など

の著作がある。

(17)高 坂正顕(1900～1969)哲 学者。鳥取生まれ。

京都帝国大学文学部卒業。1940年 京都帝国大学人

文科学研究所教授に就任。1946年 教職追放により

辞職。1955年 京都大学教育学部教授(教 育哲学講

座)。 『高坂正顕著作集』がある。

(18)田 辺元(1885～1962)哲 学者。東京生 まれ。

東京帝国大学卒業。1919年 京都帝国大学文学部助

教授、1927年 教授(哲 学 ・哲学史第一講座)。 行

為的弁証法の論理 を用いて心身関係、歴史、絶対

知など幅広い主題を論じ、西田幾多郎とともに 「京

都学派」の双壁 となった。『田辺元全集』がある。

(19)『世界史的立場 と日本』 高坂正顕 ・西谷啓治 ・

高山岩男 ・鈴木成高による座談会記録。1943年3

月刊。彼 ら4名 による、世界史における日本の主

体的立場や対米英戦争の歴史的文化的意義等につ

いての座談会 「世界史的立場と日本」「東亜共栄圏

の倫理性と歴史性」「総力戦の哲学」が 『中央公論』

1942年1月 ・4月 ・1943年1月 にそれぞれ発表さ

れ、これ らを一冊 にまとめたもの。戦争に臨む学

生たちの強い支持を得た。

(20)月 曜講義 京大で開かれた公開講座。天野貞祐

学生課長の提案で、それ まで各学部で行われてい

た文化講座 を統一 し、市民 にも開放する形で始め

られた。第1回 は、1938年4月25日 に行われた西

田幾多郎 の 「日本文化の問題」。1945年7月 まで

続けられた。

(21)「死生」 と題する講演 田辺元は、1943年5月

19日 の月曜講義において 「死生」と題 して講演を行っ

た。この講演に多数の聴衆が集 まった様子は 「田

辺教授の第一講は講義一時間前に 〔会場の法経〕

第一教室に立錐の余地なきまで埋 まりそのため学

外聴講者 は第二、第三教室でマイクを通 じて聴講

する有様 だった。この学外聴講者の中には遠 く福

井県か ら来た人 もあり、如何に今度の月曜講義が

全国的に注目せ られてゐるかが窺ひうるだらう」(『京

都帝国大学新聞』1943年6月5日 付)と 報 じられた。

(22)俄 悔道の哲学 『幟悔道としての哲学』。田辺元著。

1946年 刊。1944年10月 か ら始 まった京大におけ

る最後の特殊講義 「幟悔 道」や京都哲学会での講

演をもとに執筆 されたと考 えられている。

(23)岩 波文庫1927年 、岩波書店が刊行 した小型文

庫本。

(24)新 潮文庫 新潮社が刊行 した小型文庫本。1914

年 に刊行が開始 されたが1917年 に中断、1928年

に再開 され たが1930年 に再び中断、1933年 か ら

三回目の刊行が開始 された。

(25)土 井虎賀寿(1902～1971)哲 学者。香川生

まれ。京都帝国大学卒業。第三高等学校教授。ニー

チェ研究で知 られる。『触覚的世界像の成立 一ニー

チェ』などの著作がある。

(26)『 三太郎の日記』 阿部次郎著。1914年 刊。

(27)『 古寺巡礼』 和辻哲郎著。1919年 刊。

(28)『 風土』 和辻哲郎著。1935年 刊。

(29)『愛 と認識の出発』 倉田百三著。1921年 刊。

(30)『哲学以前』 出隆著。1922年 刊。

(31)「会議は踊る」1931年 公開の ドイツ映画。エリッ

ク ・シャル レ監督。

(32)「 オーケス トラの少女」1937年 公開のアメリカ

映画。ヘンリー ・コスター監督。

(33)「 ブル ク劇場」1936年 公開の ドイツ映画。 ヴィ

リ ・フォルス ト監督。

(34)江 若鉄道 琵琶湖 西岸 で営業 して いた鉄 道。

1921年 に三井寺一坂本間、1931年 に浜大津 一近江

今津間が開通 している。 したがって八木氏の中学

時代にはすでに開通 していたことになる。1969年

廃止。

(35)紀 念祭 第三高等学校創立記念 日に開催 される

記念行事。三高 は1893年 に自らの創立記念 日を舎

一93一



京都大学大学文書館研究紀要 第12号2014年

密局開講の5月1日 に定め、翌年よりその 日に紀

念祭 を開催す るよ うになった。当 日は式典の後、

園遊会、各種の余興などが行われたほか、寮 も開

放 され各室では工夫を凝らした 「デコレーション」

が作成 された。

(36)林 サ夫(1922～1945)東 京生 まれ。第三高

等学校 を経て1942年10月 京都帝国大学文学部 に

入学。1943年12月 海軍入団、第14期 飛行科予備

学生 となり、1945年7月 四国沖で戦死。残 した 日

記と遺稿 が編纂 された 『わがいのち月明 に燃 ゆ』

からは、林の深い教養と運命への懊悩が読み取れる。

(37)伊 吹武彦(1901～1982)フ ラ ンス文学 者。

大阪生まれ。東京帝国大学卒業。第三高等学校教

授 を経て、1949年 京都大学分校教授、1950年 文学

部教授(西 洋文学第三講座)。 象徴派の詩やジュー

ル ・ラフォルグなどの文体論について研究を行っ

たほか、サル トル、カミュらの紹介 も行った。『近

代仏蘭西文学の展望』などの著作がある。

(38)『 ねじ曲げられた桜』 大貫美恵子著。2003年 刊。

林ヂ夫など戦死 した5名 の学徒兵を取 り上げ、彼

らの教養、心性、戦争や死への向 き合い方などが

分析 されている。なお、同書では 「特攻隊員の手記」

として林の 日記が分析 されているが、林 は特攻隊

員ではない。

(39)藤 田元春(1879～1958)地 理学者。京都生

まれ。京都帝国大学卒業。1925年 第三高等学校教

授に就任。『日支交通の研究』 『日本民家史』など

の著作がある。

(40)13年 ぐらいに…ですかね ヒ トラーユーゲン ト

とは、 ドイツナチス党の青少年教化組織。 日独青

少年相互訪問の一環 として1938年5月 に来 日、三

高や一高などの教育機関 も訪問 した。

(41)生 徒が…その事件1942年1月23日 、教練中だっ

た三高1年 生の一生徒が、配属将校草川靖大佐 に

よる別の生徒に対 して行われた懲罰行為に激高 し、

草川の胸を銃の台尻で殴打 し教練の場から立ち去っ

た。事件後、生徒は放校処分、草川大佐 は他校へ

異動 となった。

(42)森 総之助(1876～1953)物 理学者。高知生

まれ。東京帝国大学卒業。第三高等学校教授を経て、

1935年 校長に就任。

(43)前 田鼎(1886～1961)生 化学者。滋賀生まれ。

京都帝国大学卒業。1915年 京都帝国大学医科大学

助教授、1919年 教授(医 化学講座)。1941年 第三

高等学校長に就任。

(44)河 上肇(1879～1946)経 済学者。山口生まれ。

東京帝国大学卒業。1909年 京都帝国大学法科大学

助教授、1915年 教授、1919年 経済学部教授(経 済

学第四講座)。 人道主義か らマルクス主義経済学に

移行 し、その研究 と普及 を行った。1928年 、三 ・

一五事件の影響で当時の荒木寅三郎総長から辞職

を求められ、経済学部教授会 もこれ を容認 したた

め辞職 した。

(45)静 田均(1902～1991)経 済学者。山形生まれ。

京都帝国大学卒業。1940年 京都帝国大学助教授 に

就任、1945年 教授(経 済学第六講座)。 カルテル ・

コンツェルン等の私的独占の問題解明に力点を置き、

のちには帝国主義史の研究 を行った。『カルテルと

経済団体』 『現代工業経済論』などの著作がある。

1946年2月28日 から1949年1月10日 まで経済学

部長を務めた。

(46)高 田保馬(1883～1972)社 会学者、経済学者。

佐 賀生 まれ。京都帝国大学卒業。東京商科大学、

九州帝国大学教授 を経て1930年 京都帝国大学経済

学部教授(経 済学第一講座)。 一般均衡理論を基礎

とす る経済理論の体系的整備 を試み る一方、経済

自体の中で働 く勢力の作用を重視する勢力説を唱

えて経済理論 に社会学的視野 を与えようとした。

1944年 退官、戦後大阪大学教授。 『経済学新講』『勢

力論』などの著作がある。

(47)修 学年限が短縮 入隊時期の繰上および軍需産

業への早期の就業 を目的に、戦時期に高等教育機

関の修業年限の短縮が実施 された。大学に関しては、

1941年10月16日 「大学学部 ノ在学年限又ハ修業

年限ノ臨時短縮二関スル件」(勅 令第924号)に も

とづき、1939年4月 入学生の修業年限を3カ 月短

縮 して1941年12月 に卒業 を繰 り上げることが定

め られた。そ して翌11月 には次の1940年4月 入

学生の修業年限が6カ 月短縮となり1942年9月 卒

業に繰 り上げ られた。以後1942年4月 入学生まで
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この措置は続けられた。

(48)常 徳作戦1943年11月 に実施 された洞庭湖西側

の都市常徳付近に進攻 した作戦。第11軍 の5個 師

団により攻撃が行われ、第116師 団は激戦の末常

徳 を占領 した。中国軍に打撃 を与 えた日本軍 は、

12月 に反転を開始 し撤収 した。

(49)幹 部候補生 陸軍予備役将校 ・下士官の候補者。

中等学校以上の卒業者で学校教練の検定に合格 し

た者は、兵として4カ 月以上在営すれば志願できた。

原則 として採用後3カ 月で甲種(将 校候補者)と

乙種(下 士官候補者)に 分け られ、甲種幹部候補

生は予備士官学校などで教育 を受 け、終了後見習

士官 として勤務ののち、予備役陸軍少尉に任官 し、

乙種は学校 ・部隊などで教育ののち、予備役下士

官となった。

(50)予 備士官学校 陸軍予備役将校 となるべ き生徒

を教育す る学校。1938年8月 に仙台 ・豊橋 ・久留

米に開設、その後増設 された。第11期 生は1944

年5月 入学、12月 卒業。ただ し、南京にあったの

は予備士官学校ではなく、外地で幹部候補生 に対

して予備士官学校 と同様の教育を行 う幹部候補生

隊であった。八木氏が訓練 を受けたの も、幹部候

補生隊と考えられる。

(51)湘 桂作戦1944年5月 か ら12月 にかけて支那派

遣軍 によって実施 された漢口か ら北部仏印までの

陸路連絡線の確保 し合わせて航空基地の覆滅など

を目的とした作戦、大陸打通作戦の一環。 日本軍

は長沙 ・衡陽 ・桂林 ・柳州 などを占領 したが、航

空基地の覆滅は不徹底で あった。第116師 団は、

長沙 ・衡陽攻略作戦に参加 した。

(52)今 夜のラジオのニュースで…演説1943年9月

21日 、閣議は国内態勢強化方策 を決定 した。そこ

では、航空機生産 を最優先 とす ること、食糧自給

体制を確立することなどのほか、学徒の徴集猶予

停止 も決定 された。東条英機首相は、翌22日 午後

7時 半か らの ラジオ放送において、国民にこれら

の内容について説明を行った。

(53)岡 村寧次(1884～1966)陸 軍軍人。東京生

まれ。1904年 陸軍士官学校卒業。1944年8月 第六

方面軍司令官、11月 支那派遣軍総司令官に就任 し

大陸打通作戦を指揮。

(54)畑 俊六(1879～1962)陸 軍軍人。東京生まれ。

1901年 陸軍士官学校卒業。1939年 陸軍大臣就任。

1941年3月 か ら1944年11月 まで支那派遣軍総司

令官 を務めた。

(55)イ ンパール作戦1944年 に実施 されたイン ド東

北部アッサム州の首都 インパール進攻 を目的 とす

る作戦。3月 中旬に 日本軍3個 師団とインド国民

軍 によって攻撃が開始 されたが、4月 下旬以降空

挺部隊 を使 った英印軍に包囲 され壊滅的打撃を受

けた。撤退を求める前線の師団長 に対 して牟田口

廉也司令官は作戦継続に固執 し、7月 にようやく

作戦中止が命令 された。 日本軍将兵約3万 が戦死

したと言われている。

(56)私 がちょっと抜 き出 しました 八木氏が1999年

に まとめた 『軍国昭和 と私』(非 売品)256頁 に、

森金千秋 『最後の敗走』および連隊本部編纂 『連

隊戦闘詳報』か ら引用 している。

(57)引 用 してみ た 『軍国 昭和 と私』(註55参 照、

230頁)。

(58)強 制疎開 ここでは、強制 された建物疎開のこと。

建物疎開 は、1942年 の防空法改正、1943年12月

の都市疎開実施要綱により推進 された。重要施設

の周辺に防火区域 を設定 した り、空襲の際の延焼

を防止す るために空き地帯を作った りするという

方針で、周囲の民家を強制的に除去した。京都では、

五条通 り、御池通 り、堀川通 りの両側などに適用

された。
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